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序

西部では兵庫県との県境を流れる猪名川、そして南部の古大阪湾からもたらされる豊

かな水資源と、北方の千里丘陵に広大な森林資源をひかえた豊中市では、古くから人々

の生活の場が育まれ、多くの歴史的遺産が受け継がれてきました。一方、都心部に近く、

早くから近郊のベッドタウンとしての開発が進み、埋蔵文化財の保護を緊急に進める必

要がありました。しかし、近年、大規模開発がやや減少したものの、逆に個人住宅の建

築など小規模開発が急増し、埋蔵文化財の保護について従来とは異なる意味で、より迅

速な対応が求められています。

本書は郷土の文化財としての埋蔵文化財の重要性をふまえ、国ならびに大阪府の補助

を受けて実施した緊急発掘調査の概要報告です。本書は、平成15年度に調査を実施した

新免遺跡、本町遺跡、および各遺跡における確認調査に加え、平成14年度後期に調査を

実施した庄本遺跡、新免遺跡および各遺跡における確認調査の成果の一部も合わせて掲

載しました。庄本遺跡では神崎川河口域においてはじめて中世集落を確認し、近世に至

るまでの豊中最南端の港湾集落の実態に新たな知見が得られました。

永きにわたって受け継がれてきた貴重な歴史的遺産は、わたしたち現代に暮らす人間

にとっても大切な知識をもたらしてくれます。本書が、郷土豊中の豊かな未来づくりに

役立つことを願ってやみません。

調査の実施にあたつては、土地所有者、工事関係者、近隣の住民の皆様に、深いご理

解と多大なご協力を賜りました。また文化庁、大阪府教育委員会ならびに関係諸機関に

は、格別のご指導とご配慮をいただきました。このような各方面の方々のお力添えによ

り、豊中市の文化財保護行政が推進できましたことを、ここに厚 く感謝いたしますとと

もに、今後ともよリー層のご理解とご支援をお願い申し上げる次第です。

平成 16年 (2004年)3月 31日

豊中市教育委員会

荻育長 浅 利 敬 一 郎
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例   言
1,本書は、平成15年度国庫補助事業 (総額8,500,000円、国庫500/O、 市費50%)と して計画、

実施した埋蔵文化財の緊急発掘調査の概要報告書である。また、平成14年度国庫補助事業と

して実施した庄本遺跡第 1次調査、新免遺跡第56～ 57次調査の成果を併せて収録するもので

ある。

2.平成15年度事業として、平成15年4月 11日 から平成16年3月 31日 までの間、発掘調査ならび
に整理作業を実施した。

3.発掘調査は、本市教育委員会地域教育振興課文化財保護係が実施した。詳細は下表に掲げ
るとうりである。

4.本書の作成にあたり、各章の執筆は各調査担当者が実施した。また、aVII章 は各調査担当
者の見解をもとに、浅田尚子が執筆した。なお、全体の編集を清水が行なった。

5。 各挿図に掲載した方位表記のうち、M.N.は磁北、Nは真北を、また表記のないものは、
略北を示す。

6.挿図・本文中の土色表記の基準は、F新版標準土色帖 1994年版』に基づく。

7.挿図に掲載した出土遺物の縮尺は原則的に1:4と する。

8.各調査地の土地所有者、施工業者ならびに近隣住民の方々には、文化財の保護に対して深
いご理解とご協力をいただいた。併せてここに明記し、深謝いたします。

平成14年度 (平成14年 10月以降)発掘調査一覧

遺 跡 名 次 教 調 査 地 調査面積 担当者 調 査 期 間

庄本遺跡 第 1次 庄本町3丁 目163-1他 6筆 400nド 橘田正徳
2002年 10月 15日

～12月 18日

新免遺跡 第56次 玉井町 2丁 目6,7・ 8 164nド 清水 篤 2002年 12月 24日～ 2003年 2月 28日

新免遺跡 第57次 玉井町 3丁 目13-1 16.5♂ 橘田正徳
2003年3月 25日
～ 2003年 4月 4日

平成15年度発掘調査一覧

遺 跡 名 次 数 調 査 地 調査面積 担当者 調 査 期 間

新免遺跡 第58次 末広町 1丁目73 107nF 陣内高志
2003年5月 26日

～6月 6日

本町遺跡 第28次 本町 3丁 目170の一部 40nΥ 清水 篤 2003年9月 16日～10月 10日
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第 I章 位置と環境

第 I章 位置と環境

1.地理的環境

豊中市は明治43年の箕面有馬電気軌道 (現在の阪急電鉄宝塚線)開通を契機に、大都市近郊

の農村から典型的な衛星住宅都市へと発展し、現在では約37kだの市域に約40万人もの市民が生

活を営むベッドタウンとなっている。市域は地理的に大阪から西国・北国への玄関口として交

通の要衝を占める位置にあり、古くは猪名川や千里川、天竺川など市域を南北に流れる河川や、

南部の神崎川が瀬戸内海や淀川河日からの主たる交通路として利用されてきた。また、大坂天

神橋を起点として市域を南北に貫く能勢街道 (吉野嶺道)な ど、幹線道路としての陸路も縦横に

配され、大阪国際空港や名神高速道路をはじめとする様々な交通機関が整備された現在の豊中

市の原型をここに見出すことができる。

一方、都市化が進む過程で、鉄道や道路、河川に沿って開発が先行 した結果、そうした場所

から徐々に旧地形が損なわれ、最終的には市域全体に及ぶ開削と埋立によって外見上の地形変

化が均されていった。しかしながら、市域で最も標高の高い島熊山付近は海抜100m以上を測り、

最も低い大鳥町付近では海抜lm以下となっていることからもわかるように、北から南へあるい

は東から西へと傾斜する地形変化を現在でもよく観察することができる。このような地形変化

は、巨視的に見れば、箕面以北の丹波山地から断層帯による地溝状の低地をはさみ、その南に

広がる千里・刀根山などの丘陵地帯 (高～中位段丘)、 丘陵に連なる平坦な台地と斜面 (中～低

位段丘)、 そして猪名川の氾濫原、大阪平野へと続く沖積低地に区分される。千里丘陵は大阪層

群の模式地として詳細な地質調査がなされ、層群中のMa8(海成粘土層)直下からマチカネワニ

の全身骨格が出土したことでも著名である。

人類の生活痕跡が見出されるのは主として段丘堆積層上であり、千里川上流域の中～低位段

丘、台地上に多くの遺跡が分布している。乾燥 した台地上から湿潤な沖積低地に本格的に進出

するのは弥生終末期以降で、猪名川や天竺川などによって形成された自然堤防上をその生活域

とし、河川の埋積作用によって海岸線が後退するにつれてその活動領域を南方へ拡大させてい

った。やがて古大阪湾が完全に陸化すると、猪名川河回の発達したデルタや複雑に流路が交錯

した神崎川河口付近は、中 。近世段階の水上交通の要衝として盛んに利用されるようになる。

2.歴史的環境

今回、第Ⅱ章で報告する庄本遺跡は、猪名川河ロデルタの左翼側で神崎川と接する部分の砂

堆上に立地し、第Ⅲ～Ⅵ章の新免 。本町遺跡は、千里川左岸の中～低位段丘上に立地する。こ

こでは、各々の立地する環境・時期に限定して、集落の動向を中心に述べていく。

新免 。本町遺跡 勝部遺跡 (猪名川・千里川水系)や小曽根遺跡 (天竺川水系)な どの低湿
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歴史的環境

1大鼓塚古墳群     12柴 原週跡       24熊 野田遺跡      36同 町遺跡       47原 田城跡 (北城)
2野畑春日町古墳群   13北刀根山遺跡     25金 寺山廃寺      37岡 町南遺跡       原田城跡 (南城)
3野畑遺跡       14桜 井谷窯跡辞     26新 免宮山古墳群    3B桜 塚古墳辞      48原 団遺跡
4野畑春回町遺跡    IS蛍 池北 (宮の前)遺跡  27金 寺山廃寺塔恭J柱礎石 39下原窯跡辞      49営 根遺跡
6少路遺跡       16蛍 池束遺跡      28本 町遺跡       40長 興寺遺跡      50曽 根東遺跡
6武蔵回同部藩安部氏  17蛍池西遺跡      ρ9新免遺跡       41極 塚古墳       51原 日中町遺跡
桜井谷陣屋跡  18蛍池遺跡       30箕 輪東週跡      42埴 輪散布地      52営 根埴輪窯跡

7桜井谷石器散布地   19麻日藩陣屋跡     31箕 輪遺跡       43大 坂城鉄砲奉行支配  53豊 島北遺跡
8羽鷹下池南選跡    20南 刀根山遺跡     32山 ノ上遺跡             焔硝蔵跡  54曽根南遺跡
9待兼山古墳      21御 神山古墳      33勝 部北遺跡      

“

原田西遺跡      55城 山遺跡
10待兼山遺跡      22上 野選跡       34た 井遺跡       45勝 部遺跡       56服 部遺跡
H内口遺跡       23青 池古墳       35 Flmr北遺跡      46勝 部束遺跡      57若 竹町遺跡

58石連寺廃寺

59寺内遺跡

60利倉北遺跡

61利倉せ跡

62利倉南遺跡

63利倉西遺跡

64椎堂の前・Fr跡

65服部西選跡

66穂積遺跡

67穂積村囲堤

68小 曽根遺跡

69春 日大社南郷目代

今西氏屋敦

70北 条遺跡

71小 曽根南選跡

ワ2上 総国飯野落

保科氏浜陣屋跡

?3上 津鳥川床遺跡

?4と津鳥Jtl跡

75に津鳥南遺跡

76砧釉ボンブ場選跡

77鳥 田遺跡

78庄 内Jt■跡

79島 江遺跡

80庄本還跡

第 1図 市内遺跡分布図 (1:50,000)
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第I章 位置と環境

地に営まれた前期の拠点集落では、人口増加など集落が内包する課題を発展的に解消させるた

め、中期前半になると新たに段丘上へ も進出をはかる。新免遺跡はその動向の中で発生 した集

落のうち、箕面川水系の蛍池北遺跡とともに中核的な存在であり、中期の中葉から後半段階に

最盛期を迎えた集落である。現在までの調査において、中期段階では大形の円形住居を含む竪

穴住居が15棟、方形周溝墓が15基検出されていて、墓域はほぼ 2か所に集約されることも判明

しつつある。ただし、埋没地形から見ても居住域との境界は不鮮明で、蛍池北遺跡同様に竪穴

住居と方形周溝墓がいくつかまとまって群を構成していた可能性も現時点では否定できない。

新免遺跡では後期まで集落の規模は維持され、周辺に山ノ上遣跡や本町遺跡などの分村が派生

する一方で、庄内期から布留期にかけて、集落の規模は一旦衰退する。これは庄内期に勝部遺

跡や小曽根遺跡は集落が再び活性化 し、穂積遺跡、上津島川床遺跡などをはじめとする南部の

低湿地で新たな大規模集落が発生するのと同時期に見られる現象で、低湿地の乾燥化や河内潟

沿岸地域を中心とした流通システムヘの移行などがその原因と考えられる。古墳後期になると

千里川上流に桜井谷窯跡群が形成され、その流通拠点として隣接する本町遺跡と同様、新免遺

跡の集落は再び活性化する。当該期にはかなり大規模な開発が行なわれたようで、掘立柱建物

やカマ ドを伴う方形竪穴住居が遺跡内の各所で検出され、同時に溝や土坑から彩 しい焼成不良

の須恵器が出土することから、集荷 。選別・出荷の機能を果たしていたものと考えられる。

庄本遺跡 市内の中世段階の集落としては、段丘上では蛍池東遺跡、麻田藩陣屋跡、山ノ上

遺跡、本町遺跡、新免遺跡などがあるが、その実態は明らかでない。平安後期以降、市内でも

文献史上では摂関家領垂水西牧をはじめ、豊嶋庄、六車御稲田、椋橋庄などの荘園が知られ、実

際に市内南部の低地部にあたる穂積遺跡、小曽根遺跡で確認された平安後期～室町時代の集落で

は、名主の屋敷跡など垂水西牧関連の遺構が確認されている。これらの遺跡群よりさらに南方、

神崎川河口付近に立地する庄本遺跡は周知の埋蔵文化財包蔵地外であったため、文献に登場する

椋橋庄や椋橋城の推定地であったにもかかわらず、現在に至るまで考古学的な知見は得られてい

なかった。今回はじめて遺構の存在が確認され、椋橋庄の一部の状況が明らかにされたことは、

周辺に点在したであろう河川交通・交易と密接な関係を持った中世集落の歴史を考える上で、非

常に有意な資料となった。詳細は第Ⅱ章の記述に委ねるが、今後、周辺での調査が進展すれば、

尼崎市の大物遺跡などの港湾集落とはやや性格の異なる、市内最南部の1可口域に位置する集落の

中・近世における実態が明らかにされるであろう。
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2.歴史的環境

第 2図 調査地点と周辺の地形 (1:50,000)
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

1.調査の経緯
2002年 10月 4日、豊中市庄本町 3丁

目163-1他 6筆において、私設老人

ホームの建設に先立ち試掘調査を行

つたところ、地表下130cmの ところ

で多量の遺物を含む遺構および遺物

包含層を検出し、鎌倉時代の集落跡

と考えられる遺跡の存在が確認され

た。このため、施主・業者に急返工

事の廷期と遺跡発見に関する手続き

を申し入れ、lo月 7日 に大阪府教育

委員会へ遺跡発見の届け出が提出さ

れたことを受けて、庄本遺跡として

本調査を行うことになった。

調査は、平成14年 (2002年 )10月

15日 より400m2を対象に行い、 12月

18日 に終了した。

西 トレンチ

第 3図 調査範囲図 (1:400

第 4図 調査地位置図 (1:5,000)
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2.遺跡の環境と性格

2.遺跡の環境と性格
庄本遺跡は、今回不時発見により周知された遺跡であり、その詳細は明確ではない。ここでは、

立地環境や既存史料をもとに推定した遺跡の環境と性格について述べる。

遺跡は庄本町 3・ 4丁目に所在し、 (旧)猪名川と神崎川合流地点付近に位置する。集落の西側

は、旧猪名川に接 し、その対岸は兵庫県 (旧河辺郡)と なる。一方、庄本町東方には現在新豊島

川として整備された水路が南へ流れている。このような河川の位置関係から、遺跡は猪名川・神

崎川合流点付近に形成した砂堆上に立地することが考えられる。しかし、F摂陽群談』から新豊島

川が猪名川あるいは天竺川の旧流路となる可能性が高く、また「庄本村地籍図」からは神崎川の

旧流路や河川氾濫原も推定でき、地形の形成要因はかなり複雑であることが指摘できる。

一方、庄本集落の東側から洲到止村、島江村にかけては、 (仮称)「庄本村絵図」などから、江

戸時代以前は、内湖状の入り江や低湿地、微高地が複雑に入り組む環境が推定でき、十分な陸化

が想定できる地域は、庄本・島江集落以北に限定される。

庄本については、地名が庄の中心を意味すること、また『摂津国大絵図』 (1605年 )では東椋橋

村と表記されていることや椋橋神社から、 (東)椋橋庄の中心部となる集落と予測されてきた。

その椋橋庄の初見は、F御堂関白高野山参詣記』 (1048年 )で、11世紀中頃までに摂関家の荘園

となっていたことがわかる。また、藤原頼通が高野山へ参詣した際、椋橋庄から水夫30人が供出

されたことから椋橋庄力朔く運に関わる荘園と想定された。

また『吾妻鏡』では、1219年に白拍子亀菊の要請により後鳥羽上皇が北条義時に対し、倉橋・

長江両庄の地頭改補を要求し、その 2年後にこの問題が発端となって、承久の乱が起ったとされ

ている。事件の発端が椋橋庄にあった点において、瀬戸内流通の要衝で政治・軍事的にも重要な

荘園として朝廷および鎌倉幕府に認識されていたことが指摘されてきた (三浦圭一 層大阪府史

第四巻』 大阪府 1985)。 なお、『承久記』から地頭を北条義時とするとの説もあり興味深い。

承久の乱とほぼ同じころの史料として、「蔵人所牒」『弁官補任紙背文書』 (1223年 )がある。同

文書は散在檜物師との衝突を契機に檜物座の営業範囲を保証したもので、その内容から檜物座が

椋橋庄に拠点をおき、摂津北西部および河内北部一帯で活動したことが考えられた。

さらに時代は下り、「放生会神訴目録」『石清水八幡宮文書』では石清水八幡宮の問職であつた

椋橋問丸高橋又次郎の存在が知られる。問丸の存在からも椋橋と港湾との関係が推定される。

以上の史料から、椋橋庄が商工業者の拠点、また水運と関わる荘園、さらに承久の乱の発端と

なるほど重要視された荘園と推測されたが、これらの推測を裏付ける関連史料はなく、実態は解

明されずにいた。なお、当調査区は旧庄本集落の南部、字「秋永」東端部に位置し、その西方50

mほ どのところに、旧庄本南悪水路水門跡が存在する。水門跡の記念碑には水門周辺が、船溜ま

りとして機能し、その周囲で生鮮食料品などの売買が行われたことが記されている。調査をはじ

めるにあたって、同碑文が当遺跡の性格の一端を知る手がかりとなったことを記しておきたい。
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

Ｅ
ｏ
ｌ
，3.調 査 の成 果

(1)調査区内の微地形 と基本層序

今回の調査では、 1区で微高地上に

立地する集落を、 2区では入り江を検

出した。これらは地形的に全 く異なる

ものであり、各調査区の基本層も変化

に富む。よって、ここでは 1区 と2区

にわけて、基本層序の様相を述べる。

ア.1区の基本層序

1区では、表土以下に黄掲色細粒砂

を主体とする水成層 (第 1層 )、 褐色極

細粒砂などを主体に多様な堆積土から

なる第 2層 、主に灰白色粘土からなる

第 3層 、灰色粗粒砂からなる第 4層 の

順で堆積する。

第 1層 概ね黄灰色細粒砂を主体と

する堆積層で、鎌倉時代末期～江戸時

代にかけて猪名川・神崎川の河川氾濫

によって、断続的に堆積 したものと考

えられる。第 1層内は 4～ 5層程度に

細分でき、各細分層の上面には室町時

代～江戸時代の各遺構が存在する。し

かし、これらの遺構面については、壁

面の上層観察から状況確認 しただけに

とどまる。また、調査後に各層から遺

物を採取したが、すべて細片であった

ため、それぞれの時期を明確にできな

かった。なお、第 1層 に帰属する可能

性がある遺物として、第 6図の龍泉窯

系蓮弁文碗があげられる。碗の口径は

16.Ocm前 後で、体部外面に蓮弁を彫 り

込む。15世紀以降と考えられる。
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3.調査の成果

第 6図 1区北部第 1層 出土遺物 (1:3)

｀

占 5

吉備系

白磁
1 0cm

0            1 0cm

第 7図  1
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有3 備前焼

滑石

3面上層包含層 出土遺物
1 :4、  14・ 15 1 : 2)

第 2層 平安時代後期～

鎌倉時代後期にかけて人工

的な埋め立てや整地、複数

回の洪水によって堆積した

ものと考えられる。さらに、

この時期は遺跡が立地する

微高地はまだ形成過程にあ

ったらしく、第 1区の南側

は区画溝を境に北側より約

30cmほ ど低 くなっている。

このため、区画溝を境に北

側と南側では、堆積上の様

相が異なる。また、段差付

近は特に水成層の堆積が著

しい上に、区画溝の掘削が

断続的に行われており、調

査段階で南北間における層

位の対応できなかった。

なお第 2層内において、

北側で 4面の遺構面を、南

側で 7面の遺構面を確認し

た。このうち、北部第 2層

2～ 3面直上 (第 7図 )と

4面直上 (第 9図 )か ら多

数の遺物が出土した。

第 2層 2～ 3面出土遺物

1・ 2は和泉型瓦器碗

で、 1は器高3.6～ 3.9cm、

日径 13.8～ 14.6cmを はかる。

見込みに 6条の平行線状暗

文を施す。 2は器高3.4～

3,8cm、 口径 12.8～ 13.5cmを

はかる。見込みに 7条の平

行線状暗文 を施す。 1は

-8-



1 明黄褐色 (25Y576)細 ～極細粒砂 近世耕作上ブロック少量含む。 24 褐灰色 (75微 R守 15)極細～細粒砂               46 掲色 (10ЧRう4)極細～細粒砂                 67 褐灰色 (10WRツ 1)極細粒砂 同色ンルトブロックを少最含むて
2 にぶい貢色 (25Y6/4)細 ～極細粒砂 同シルトブロック多く含む。 25 褐灰色 (7 5YR3,1)極細～細粒砂 土器小型片多く含む。    47 褐色 (10a416)極細～細粒砂 同色シルトブロックを少量含む。 68 灰自色 (loYR711)均 質なシルト
3 にぶい黄褐色 (0邸94)極細～細粒砂 耕作■ シルトブロッ  26 黒褐色 (7 5YR3/1)シ ルト～細粒砂 土器大型片多く含む。    48 褐色 (10YR4/4)細 ～極細粒砂 (中粒砂を含む。) 土器小型片  69 明黄褐色 (10YR96)ン ルト
クを含む                           27 褐灰色 (10YR4 1)ン ルト～細粒砂 (中粒砂を含む。)       を極少量含む。                         70 暗灰黄色 (25■ 42)ンルト～極細粒砂 (■坑埋土)
4 褐色 (10a4/4)細 ～極細粒砂 近世耕作土ブロックを含む   28 褐灰色 (75瑯彎2)細～中粒砂 上器片 炭を少量含む。     49 褐色 (10YR4/4)細 ～極細粒砂 (中粒砂合)土器片を極少昆含む ア, 黒色 (N211)炭層 (中粒砂含む。)
5 暗灰黄色 (25Y4/42)極 細粒砂 (耕作土)            29 褐灰色 (10WR,1)極 細～細粒砂 土器片を含む。(選物包含層) 50 灰黄褐色 (1∞照ッ2)極細粒砂 (中～粗粒砂を含む。) 土器   72 灰黄掲色 (llln a細 粒砂
6 にぶい黄褐色 (10YR54)極 細～細粒砂 シルトブロックを含む。 30 灰責褐色 (10瀬勒2)極細粒砂 土器小型片 炭を少量含む。    片 礫を少豊含む。 79 灰黄褐色 (lllYR6P)細粒砂～極細粒砂

74 灰白色 (5Y9/1)極細粒砂
75 灰オリーブ色 (75Y01)粘 土～シルト 土器細片を極少量含む。

90 灰白色 (lωR酔)シ ルト 炭を少量含む。
91 黒褐色 (10YR3/1)細 ～極細粒砂 シルトプロックを含む。土器
小型片を少畳含む。
02 明黄褐色 (25Y642)極 細粒砂～シルト
99 黄灰色 (25Yvl)極 細粒砂 炭 土器小型片を極少呈含む。
94 黄灰色 (25YVl)極 細粒砂
95 黄灰色 (25YS/1)シ ルト～極細粒砂 炭 土器細片を少量含む。
96 黄褐色 (25Y54)細 粒砂
97 にぶい黄褐色 (10YRS/4)細 ～極vm粒砂 層下部にシルトブロッ
クを含む。炭を含む。
98 灰黄褐色 (1∝史ッ2)極XIH～細粒砂 シルトプロックを少量含む。
炭を含む。
99 灰黄褐色 (ll1452)極細～細粒砂 (シ ルト含)土器細片を少量
含む。
100 灰白色 (5Y71)粘土～シルトブロック層
101 暗灰黄色 (25Y,2)極 細粒砂 炭 土器大型片を多く含む。
iOρ 暗灰責色 (25Y52)極 細粒砂 土器片 炭を含む。
103 褐灰色 (10YR5/1)極組粒砂 炭 土器大型片を含む。
104 にぶい責褐色 (10w質v4)極細粒砂 (細粒砂含)土器片を多く
含む。
105 灰黄掲色 (lllYR/2)極 細粒砂 炭 上器大型片を多く含む。
106 褐灰色 (10YR5′ 1)極細粒砂 炭 上器大型片を多く合む。
107 褐灰色 (10YR5/1)極細粒砂 炭 土器片を少量含む。
108 にぶい黄橙色 (lω R″ち)極細粒砂 同色シルトブロック合む。
109 灰白色 (N・ rO)極細粒砂 (ンルト含)上器小型片を少量含む。
110 灰色 (N6rO)ン ルト (極細粒砂を含む。)層 下部に炭を含む。

第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

11, 浅貢橙色 (lC YR3/3)シ ルト                 194 灰自色 (10Y7/1)極細粒砂ブロック ブロック間に灰自 (Nぃ )
112 灰オリーブ色 (75と″)極細粒砂～ンルト 炭を極少長含む。   シルトを含J。
113 灰オリーブ色 (75V6T9)LT4粒砂 土器小型片を含む。     135 灰色 (75Yσ l)極 Im粒砂ブロツク ブロック間に灰白色 (Wll)
114 灰自～灰色 (Nク ～6/0)細～中粒砂               シルトなどを含む。土器 陶磁器 植物遺体などを少量含J。
115 灰オリーブ色 (5Y5β )極細粒砂                136 灰白色 (25散ク/1)シ ルト 南岸から下層に向かい、灰自色
116 灰オリーブ色 (5Y513)極剤粒砂 シルトブロックを少量含む。  (N770)シ ルトブロックカコ冒状に堆積する。(137層 腐植上層に対応)
117 灰白色 (N中)極細粒砂 同色シルトプロックを含む。     137 暗オリーブ色 (5■陸)シ ルト ー部に仄白色 (ヽ中)シルトな
,18 褐灰色 (10YR4/1)細粒砂 (耕作土)              ど力彊 状に堆積する。植物遺体 獣骨 土器 陶磁器片を少量含む。
119 灰色 (75YVl)細 ～極細粒砂 土器小型片を極少量含む。    138 暗オリーブ色 (働η2)シ ルト 南岸から下層へ灰白色 (N・ rO)
120 灰色 (lllY6rp極細粒砂 (ンル トを含む。) ンル トなど力刃層状に堆積する。植物遺体を含む。土器 陶磁器片を
121 青灰色 (lt IIC,1)細 粒砂 土器小型片 礫を極少量含む。    少量含む。
122 灰色 (75Y91)細 粒砂 土器小型片を少畳含む。        199 暗オリーブ色 (5YV2)シ ルト 植物遺体、および棲′g状態にあ
123 灰色 (,5Y5/1)細 ～極細粒砂                  る貝化石を含む。上器 陶磁器片および瓦等の寺院関連遺物を多く
,P4 灰色 (10Y,1)極細粒砂 (中粒砂を含む。)           含む。138層 とは、水路西方の青灰色ンルト層 (洪水堆積)に より
125 灰色 (,5Y01)極細粒砂 (シ ルト含む。)            区分される。
126 灰色 (5Y守1)極細粒砂 (耕作土 ) 140 オリーブ黒色 (5Y3′ 1)細粒砂 土器片を含む。 (鎌倉期の堆積

フ 灰色 (5Y471)極細～細粒砂 獣骨含む (ペット墓埋■)
8 黄褐色 (10YRS/6)細 粒砂 (中粒砂を含む。)

31 褐灰色 (10YR4/1)細 ～極細粒砂 中粒砂を含む。 51 明黄褐色 (10■R66)均質なシルト～粘土
灰色 (N4yO)粗粒砂カヨ冒状に堆積する。 土器大型片を少量含む。  52 灰黄褐色 (10YRDP)極細～細粒砂 炭を少量含む。

9 灰黄褐色 (lllYRS/2)極 細～細粒砂               32 褐灰色 (lllYR5/1)細 ～極細粒砂 炭 土器小型片を極少量含む。 53 褐灰色 (10YRA/1)極細粒砂に細粒砂を含む。 遺構上部 下部  76 灰黄褐色 (10ゝT勘2)細粒砂～掲綱粒砂
10 にぶい黄掲色 (10YR5/4)細 ～極細粒砂             33 黒褐色 (lllYR32)細 ～極細粒砂 土器小型片を少量含む。     に暗灰黄色 (1∞R″)均質な細粒砂力堆積する。         77 にぶい黄褐色 (10税晦 /3)細粒砂 (耕作土)
11 にぶい黄褐色 (10YRS14)細 粒砂                34 明黄橙色 (10YRy741極細粒砂～灰責褐色 (10Ч

“
勒2)極細～細  54 編色 (10YR4 6)シ ルト～極細粒砂 炭 土器片を含む。     73 にぶい黄褐色 (10YR5/6)細粒砂 層下部に黄橙色 (lo関n

12 灰黄絹色 (loЧkツ2)シ ルト～細粒砂 灰色 (館vl)シ ルトブロ  粒砂 灰自色 (lllY″ 1)シ ルトブロックを含む。 炭を極少量含む。 55 灰自色 (10YRy/1)均 質な極細粒砂                シルトカ澁積する。
ックを少員含む。                        35 灰責褐色 (0郵切2)極細粒砂 (細粒砂を含む。)炭 シルトブロ 56 褐灰色 (loVR6Tl)細 ～極細粒砂               79 灰黄褐色 (IO邪92)極細粒砂～シルト
13 にぶい黄掲色 (lllYR5/3)細 ～極細粒砂 主器細片を極少量含む。  ックを極少量含む。                       5ア  明オリーブ灰色 (5CY加 )シ ルト～極細粒砂 炭を含む。    80 灰白色 (lllYR● /1)細 ～極網粒砂 土器 1ヽ片を極少量含む。
14 にぶい黄褐色 (10B4)極細～細粒砂 礫～石を極少畳含む。  36 灰責色 (Ю邪輸2)極細粒砂ヽシルト              58 オリーブ黒色 (75Y3ガ ンルト 灰色 (7うY5′1)粘土ブロック 81 黄褐色 (10WR5/6)中 ～細粒砂 土制キを含む。
15 にぶい黄褐色 (10激Rツ3)細 ～極細粒砂 同色シルトブロックを 37 灰色 (10YσI)極細粒砂 (シ ルト含)上器片 炭を多く含む。    を多く含む。土器大型片を多く含む。               32 黄灰色 (25Y471)細 ～極細粒砂 同色シルトブロックを多く合
少量含む。 上器片極少量含む。                 38 灰色 (5Y5/1)極細粒砂～シルト 土器小型片を極少量含む。   59 褐灰色 (10Ч郎 /1)極細粒砂 土器片 礫を少豊含む。       む。土器大型片を含む。
,6 にぶい黄褐色 (10YRSP3)極 細～細粒砂 層下部にンルトプロッ  39 褐灰色 (10YRh/1)～灰色 (N610)H・●土 層上部に粗粒砂層 (薄  60 にぶい黄掲色 (10YR5/4)細 ～極細粒砂 土器片 炭を含む。   33 黄灰色 (25Y4TTl)細 ～極細粒砂 炭を含む。
クを少量含む。                          層)力堆積する。                        6' 灰自色 (25Y″ 1)均質な細粒砂                64 黄灰色 (25Y471)極 細粒砂 土器大型片を多く含む。
17 褐色 (10YR4/6)シ ルト～極細粒砂 土馬ふ型片を極少畳含む。  40 褐灰色 (loHR4 1)極細粒砂 細粒砂を含む。■器片を含む。   62 灰責色 (2 5Yη2)均質な細粒砂                85 黄灰色 (25Y411)極 細～中粒砂 土器大型片 炭力剖冒内の過半
18 4E色 (10YR476)シ ルト～極細粒砂 土器片を含む。       41 黄褐色 (25YS/4)細 粒砂                   63 黄灰色 (25Y6rl)比 較的均質な細～中粒砂            を占める。(上器集積遺構埋土)
19 にパい黄褐色 (10YR3 4)極細l.砂 (中粒砂含む。)       42灰 色 (N6yO)シ ルト～細粒砂 (組泄砂含)層中位に瓦を多く含む。 64 にぶい黄褐色 (IowRン 4)細～極細粒砂            86 暗灰黄色 (25Y5n4)シ ルト～極細粒砂 土器片を合む。
20 明黄褐色 (10YR6 6)シ ルトに同色極細 細粒砂ブロツクを含む。 48 暗灰黄色 (25Y,2)細 粒砂 灰色 (N4/O)粘土塊を多く含む。  65 灰白色 (10散R,/1)均質なシルト                87 暗灰黄色 (25Y5/2)シ リレト～極細粒砂 土器片を多く含む。
21 明費褐色 (10YR616)ン ルトに同色極細 綱粒砂ブロツクを含む。 44 灰黄褐色 (10散蒟 /2)細粒砂 (中 ～IIll・砂を含む。)       66 褐灰色 (10YR411～ 5/1)極細粒砂 同色ンルトプロックを少量含 88 黄灰色 (25Y5′ 1)シルト～極細粒砂 土器片 炭を含む。
22 黄褐色 (llla1/6)シ ルト 29 褐色 (101R4/4)細 ～極細粒砂  45 灰黄褐色 (lll■k5お)細粒砂 む。層中位に灰自色 (Ю邸91)中粒砂力帽状に堆積する。 89 灰黄褐色 (10Ч硝 2)細粒砂 土慰ヽ 型片を含む。

127 明オリーブ灰色 (2 SCイ 仰)極細粒砂～シルト          で、 138 13切冒とは明確に区分される。)
128 灰白色 (N中)細～極細粒砂 著しく堅緻 (lL地 化後の堆積土),41 灰色 (75Y5/1)極 細粒砂 シルトブロックを少量含む。土器小
129 灰色 (75Y01)極 lm粒砂 同色シルトが南岸から下層方向に堆  型片を極少量含む。
積する。 (理め立て後の斜面堆積 ) 142 灰色 (10Y6/1)極細粒砂 (シ ルトを含む。)土器片を多く含む。
130 灰白色 (25Y7/1)シルト(ブロック?)埋立時の踏込で不鮮明。 143 オリーブ色 (5YDハ 極細粒砂 (シルトを含む。)
,31 灰色 (75Y6rl)極 細粒砂ブロック プロック間に灰自色 (N7/0),“ 灰色 (75Y6/1)極 細粒砂～シルト
ンルトなどを含む。土器 陶磁器 植修遺体などを少量含む。    145 灰色 (10Y6/1)極細粒砂 礫を含む。
132 灰白色 (齢戯 細～極細粒砂 同色ンルトブロックを少昆含む。 146 灰白色 (5Y7′ 1)極細粒砂ブロック (埋め立て上)
,33 灰色 (75Y∽ )極細粒砂ブロック ブロック間に灰自色 (wyO)147 褐灰色 (10散蜘91)極細粒砂 褐灰色 (10YRS′ 1)ンルトカ刊唇状
シルトなどを含む。上器 向磁器 植物遺体などを少量含む。 に堆積する。植物遺体 土器 陶磁器を含む。

05m

区2

耐
さ
五 離肺齢糾鶉卜 建物群 1
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卜
滸
さ

第 8図 調査区平面 。断面図 (1:100) -9。 10-



第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

Ⅲ-3期、 2は Ⅳ-1期 となる。 3の上師器大皿は器高2.7cm、 日径は12.0～ 12.8cmを はかる。口
縁部をややつまみ上げ、面取 りを行う。 4の土師器小皿は器高1.2cm、 口径8.7～ 8.8cmを はかる。

口縁部を面取りにするが、やや明確ではない。 5は吉備系土師器碗の高台で、高台御 .5cm前後を

はかる。 6～ 9は龍泉窯系劃花文碗である。 7が高台径4.6clnほ どの小型の碗になる以外は、一般

的な製品である。loは 白磁碗Ⅳ類で、日径は16.Ocmを はかる。Hは 白磁小皿で器高1.55cm以上、

口径9.8cm前後をはかる。12の石鍋は、口径23.8cm前後をはかる。破断部に2次加工痕および切断

痕はみられない。13の備前焼壷は、底部径 11.4cm前 後をはかるが、細片のため底部径の復元には

検討の余地を残す。14の石鍋再加工品は縦6.5cm、 横6.5clrl、 厚さ1.3cmを はかる。板状に2次加工

した破片であるが、未製品となるかは判断できない。15の青白磁合子身は器高2.lcm、 口径6.Ocm

をはかる。

第 2層 4面上層包含層 出土遺物 1,2は 和泉型瓦器碗で、 1は器高4.1～ 4.2cm、 日径 14.8cmを はか
る。見込みに連結輪状暗文を施す。Ⅲ-2期である。 2は器高3.8cm、 日径 14.6clnを はかる。見込
みに 5条ほどの平行線状暗文を施す。Ⅲ-3期である。 3の瓦器小皿は器高 1.6cm、 日径8.4～
8.6cmを はかる。見込みにはナデが施されるだけで、暗文などはみられない。 4・ 5の上師器小皿

は器高1.6cm前後、口径8.6cmを はかり、回縁部に面取りを行う。 6の白磁碗は口径15.Ocmを はか

り、内面中位に沈線 1条を施す。 7・ 8は東播系須恵器こね鉢で、 7は口径30.Ocm、 器高 10。 2cm

をはかり、内面下部に板ナデを施す。 8は口径28.Ocm前後をはかる。内面に板ナデを施すが、摩

耗 しており明瞭ではない。

以上、 2～ 3面直上出土遺物をみると、13世紀前半～中頃にかけて、また4面直上出土遺物は、

13世紀初～前半と言える。また、第 3層直上からは、第13図にあげるⅡ-3期の和泉型瓦器碗が
出土しており、第 4面の下限は和泉型Ⅲ-1期と判断できる。
一方、南部では第 5面付近において第10図に掲載した遺物が出土している。

1 0cm
瓦器

第 9図  1区第 2層 4面上層包含層 出土遺物  (1 ～ 6 1:3、 7・ 8 1:4)

―
-11-―



3.調査の成果

南部第 2層 5面 出土遺物  1の和泉型瓦器碗は器高3.7～ 4.Ocm、 口径14.Ocmを はかる。見込

みに 6条以上の平行線状暗文を施す。Ⅲ-3期である。 2の山茶碗は残存高3.3cm、 高台径6.lcm

をはかる。尾張型 3型式である。 3の吉備系土師碗は残存高3.Ocm、 高台径6.lcmを はかる。 4・

5は土師器大皿である。このうち4は器高2.4cm、 口径14.6cmを はかり、日縁部に2段ナデを施す。

胎土が精良で器壁が薄いことから、京都産の可能性がある。 5は器高2.4cm、 回径15.4cmを はかり、

口縁部には 1段ナデを施す。 6の瓦器小皿は器高2.2cm、 口径9,6～ 9,8cmを はかる。見込みに平行

線状のヘラミガキを施す。 7・ 8は土師器小皿である。このうち7は器高1.3cm、 口径8.4～ 8.8cm

をはかる。 8は器高1.4～ 1.7cm、 口径8.Ocmを はかる。ともに、口縁端部に面取りを行う。 9は龍

泉窯系劃花文碗の底部で、高台径6.lcm前後をはかる。見込みにヘラ状工具で施文する。10の東播

系須恵器奏は口径27.6cmを はかる。外面にタタキ痕、内面には板ナデを施すが一部当て具痕の痕

跡が残る。11は青白磁合子の蓋で器高1.7cm以上、口径7.鯨前後をはかる。

これら南部 5面付近の出土遺物をみると、11世紀末以降に帰属する遺物などもあるが、最新の

遣物として和泉型瓦器碗Ⅲ-3期が含まれることから、北部 4面前後との対応が想定できる。

以上、これら出土遺物および堆積層の関係をみると、南部第 2層第 1・ 2面については北部第

1,2面 と、第 5面は北部第4面に、南部第 6面が北部第 3層に対応することが想定できる。第

2層の堆積時期は12世紀前半に遡らないは、 3層上面の時期から言える。

なお、第 2層からは遺構面精査時に多量の遺物が出上している。出土遺物のうち、特に遺跡の

＼要≡垂三三護三三妻妻ラζ瓦器

第10図  1区南部第 2層 5面 出土遺物

10

(1～ 6 1:3、

0
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

特徴を示すものについて、その一部を第11・ 12図に掲載した。

第 2層 出土遺物 1～ 5は楠葉型瓦器碗である。 1は器高5,Ocm以上、口径15.Ocm前後をはか

る。 2は器高4.9cm以上、口径は13.4cm前後をはかる。口径の復元には検討の余地を残す。 3は器

高3.6cm、 口径 13.Ocm前後をはかる。口径の復元には検討の余地を残す。 4は器高3.6cm以上、口

径13.4cm前後、 5は口径14.Ocm前後をはかるが、口縁部がひずんでおり、口径の復元には検討の

余地を残す。なお、 1は 口縁部付近だけに分害↓ヘラミガキが施され、内面のヘラミガキに隙間が

みられることから、Ⅱ-3期前後である。また 2・ 4は体部外面上半にやや粗雑な分割ヘラミガ

キが、 5は体部上半にやや密な分割ヘラミガキが施され、Ⅱ-2期の所産と考えられる。一方、

3は外面にミガキはなく、内面のミガキも隙間が大きく、Ⅲ-3期 と考えられる。 6の山茶碗は

器高2.2cm以上、高台径は8,Ocm前後をはかる。Ⅵ～Ⅶ型式と考えられる。 7・ 8は回転台土師器

の小皿である。 7は器高1.Ocm以上、底部径6.4cm前後をはかる。 8は器高1.Ocm前後、口径9.2cm

前後をはかる。ともに、底部に回転糸切り痕を有する。 9の上師器小皿は器高1.4cm、 口径9.Ocm

をはかる。口縁端部をつまみ上げるようにして、外側面を面取りする。10の上師器皿は器高2.4cm

以上をはかる。残存部が限られ口径は復元できなかった。口縁部にはナデ、体部下半にミガキ状

のケズリを施す。肥後方面からの搬入品の可能性がある。Hは東播系須恵器の小型鉢で、器高

6.4cm以上、口径18.2cm前後をはかる。内面は使用により摩耗している。12の龍泉窯系劃花文碗は

口径14.2cm前後をはかる。□縁部はあまり残存していないため、復元にはやや疑問を残す。13の

白磁碗は口径12.6cm前後をはかるが、復元にはやや疑問を残す。13は 15と ともに、口縁端部を外

反させ、上面を水平にするもので、Vま たはⅧ類と言える。14の 白磁Ⅳ類碗は、回径15,Ocm前後

をはかる。15は 口径17.8cm前後をはかるが、復元には検討の余地を残す。16は 白磁Ⅳ類碗の底部

で、器高3.7clxl以上、高台径6.8cm以上をはかる。17の 白磁碗は、高台径5,5cm前後をはかる。18の

青白磁皿は、底部径3.7cm前後をはかる。体部内面に白堆線がみられ、輪花状の口縁形態が推定で

きる。19の青白磁皿は、底部径6,4cm前後をはかる。見込みは指ナデ状の調整を行う。20の白磁Ⅵ

類皿は、底部径3.8▼m前後をはかる。21の 白磁V類皿は底部径3.4cmを はかる。22は越州窯系青磁

Ⅲ類の皿である。器高2.2cm以上、高台径7.Ocmを はかる。内外面ともに全面を施釉し、高台内面

には白色耐火土が 2カ所付着する。当調査区における遺構の時期は12世紀以前に遡らないこと、

また11世紀の遺物は極少量にとどまることから、同製品は伝世品の可能性がある。23・ 24は同安

窯系青磁皿で、口径10.Ocm前後をはかる。25。 26は白磁Ⅲ類皿である。25は器高2.9cm以上、口径

12.Ocm前後をはかる。26は高台径4.Ocm前後をはかる。ともに、見込みに蛇の目釉剥ぎを施す。27

は青白磁合子の蓋で器高1.3cm、 口径6.4cm前後をはかる。28は青白磁合子の身で器高1.5cm以上、

日径3.Ocm前後をはかるが、口径の復元は検討の余地を残す。29。 30は礫で、29は直径2.3cm前後、

厚さ1.3cmを 、30は直径1.7cm前後、厚さ0,9cmを はかる。共に、常滑焼の破片を母材とする。31の

硯は長さ12.9cm以上、幅2.5cm以上、厚さ2.4cm前後をはかる。母材を板状に面取りし、平滑に仕

上げた上製品である。32は滑石製の小型硯で、全長2.Ocm以上、幅2.4cm前後をはかる。今回の報

-13-



3.調査の成果

(~学チ
巫嘔Ⅷ8

22越州窯系
▼ 司一¬π%

第11図  1区第 2層 出土遺物 1(1:3)

告では硯として扱ったが、小型でしかも残存部が少ないことから、別の器種になる可能性も残る。

33・ 34は石鍋 2次加工品である。33は縦6.7cm、 横6.Ocmを はかり、口縁部の 2カ所に穿孔を施す。

34は長さ4.4cm、 幅1.3cln、 厚さ1.2clnを はかる。破断面に石鋸状の加工痕が確認できる。また、口

縁部外面に穿孔が施される。いずれも未製品か、加工時の破片か、判断できない。35の東播系須

恵器こね鉢は、口径26.Ocm前後をはかる。体部内面に粗雑な板ナデが施される。36の褐釉陶器壼

底部は、高台径10.Ocmを はかり、中型品と考えられる。内タト面とも丁寧なナデを施す。タト面のほ

ぼ全面に施釉されるが、被熱し白色化している。37は東播系須恵器の壼口縁と考えられる。口径

4 ＼
豊 毛6

＼   4茶碗

｀
、       十       カ

＼

＼ 製 多 考 青白磁

k___生茎≧崇影/19青白磁
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第Ⅱ章 庄本遺跡第二次調査
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第12図  1区第2眉 出土遺物 2(27～ 34

蔵 蓑
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3.調査の成果

は8.4cm前後と小型品となる。38は褐釉陶器壷頸部と考えられる。釉のたれ具合から上下関係を確

認しただけにとどまる。39の瓦質土器鍋は、日径24.4cmを はかる。日縁端部を屈曲させ受部とす

る。内面は板ナデを施す。40・ 41は 瓦質土器羽釜である。40は 口径 17.8cm前後、41は 口径は

20,Ocm前後をはかる。42の東播系須恵器奏は、口径21.8cm前後をはかる。口縁部付近は横ナデを

施すが、顎部はタタキ痕が残る。43は常滑焼甕の口縁部で、大型製品の可能性がある。44・ 45は

石鍋 2次加工品である。44は長さ10.4cm、 幅6.8clnを はかる。破断面の一部に切断痕、穿孔 1カ所

がある。45は長さ5。 8cm、 幅14.Ocmを はかる。破断面の一部に力]工痕が残る。

以上、第 2層上面掘削時に出土した特徴的な遺物を集成した。楠葉型瓦器碗などの搬入品や越

Ⅲ類皿といった輸入陶磁器、石鋼 2次加工品、硯など建物群の性格の一端が示されている。

第 3層 当調査区一帯における基盤層の一部となる可能性が高いが、入り江内や l区南側では

同層は堆積 していないことから、主に自然堤防上に堆積した水成層と考えられる。同層から出土

した第14図の遺物から、第 3層上面に遺構面が形成されたのは和泉型Ⅱ-2期であり、第 3層の

形成はそれ以前となる。また、第 3層内細分層からも、ピット1基が トレンチ断面で確認されて

いるが、集落の本格的な形成を示すものとは考えにくい。よって、建物群の本格的な展開は第 3

層以後と考える。

北部第 3層 出土遺物  1・ 2は和泉型瓦器碗で、 1は器高4.8～ 4.9cm、 日径 15,2～ 15.9cmを は

第13図  1区北部第 3層上面 出土遺物  (1:3)

6

1 0cm

十一））一
20cm

第14図  1区北部第 3層 出土遺物  (1～ 6 1:3、 7・ 8 1:4)
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

かる。 2は器高4.4cm以上、回径14.2cm前後をは

かる。内面に粗雑な不整方向のヘラミガキ、外面

に粗雑なミガキを施す。Ⅱ-2期である。 3は土

師器脚付 き皿で、残存高は2.7cm以 上、高台径

8.2cm前後をはかる。 4の土師器大皿は器高2.6～

2.9cm、 回径15.6cmを はかる。口縁端部を内反気

味につまみ上げ、 2段ナデを施す。 5の上師器小

皿は器高1.6cm、 口径8.6～ 8.8cmを はかる。口縁部

は 1段ナデを施す。 6の瓦器小皿は器高 1.8cm、

0                    1 ocm

第15図  1区南部第 4層直上 (第38層 )
出土遺物 (1:3)

口径9。 lcmを はかる。器壁は風化しており、調整等は不明瞭である。 7は常滑焼甕の口顎部で、口

径52.2cm前後に復元される大型品である。端部は外方向に屈曲する。 8は常滑焼甕の底部で、底

部径 17.6cln前後をはかるが、底部径の復元には検討の余地を残す。

一方、第 3層ではないが、南部第 2層 4面基盤層～第 4層直上にかけての堆積土 (断面図第38

層)か ら、第15図に挙げる遺物が出土した。

南部第 4層直上 (第38層) 出土遺物  1・ 2は土師器大皿で、とも1段ナデである。 1は器
高2.5cm、 日径14.8cmを はかる。 2は器高2.9cln、 口径は13.0～ 13.6cmを はかる。 3・ 4は土師器小

皿で、ともに端部をつまみ上げ、外側面を面取りする。 3は器高1.3～ 1.6cm、 口径9.0～ 9。4cmを は

かる。 4は器高1,7cln、 口径9.6cmを はかる。

土師器皿類について明確な時期を比定することは困難であるが、法量から概ね12世紀後半から

13世紀前半に比定できる。断面図第37・ 38層 は湿地状の堆積土であり、南部では第 3層が堆積 し

なかったことを示す。

第 4層 灰色中粒砂を主体とする比較的緻密な水成層で、調査区一帯の基盤層となる。同層以
下には、植物遺体を多く含むようになり、次第に腐植土と砂層の交互層に変化する。同層からは

遺物が出上していないため、堆積時期は明確ではない。

イ、 2区の基本層序

2区では宅地造成時の埋立土以下、水田耕作土 (第 1-1～ 3層 )、 入り江埋立土 (第 2層 )、
腐植土層 (第 3層 )、 そして第 1区 と同じ第 4層 (灰色中粒砂層)の順に堆積する。なお、 2区で

は入 り江埋立上上面の標高はT.P.+o.5mであり、 1区よりもユmほ ど低くなっている。

第 1-1～ 3層 江戸時代前期～近現代にかけての水田耕作上である。このうち第 1-3層 は、
極めて堅緻であり、入 り江埋め立て後の陸化を示す。いずれの層も、集落寄りの南側斜面に近づ

くにつれ、遺物の出土量が増える。なお、調査区北端には第 1-3層 はなく、代わりに腐植土層
が堆積することから、この段階でも十分に陸地化していなかった可能性がある。

第 1-1層 出土遺物 1の肥前系磁器碗は器高4.75cm、 日径9,3cmを はかる。見込みに蛇の目
釉剥ぎを施し、高台付近は露胎する。Ⅳ期 。17世紀末前後の所産と言える。 2の肥前系磁器碗は、

-17-



3。 調査の成果

高台径4.4cm前後をはかる。 3は肥前系白磁小杯で、残存高3.8cm以上、高台径4.Ocm前後をはかる。

高台付近は露胎する。17世紀後半と考えられる。 4の肥前系磁器小杯は、口径6.6cm前後をはかる。

5は肥前系陶胎染付碗で器高8.lcm、 日径12.2cm前後をはかる。17世紀後半頃の所産となる。 6・

7は肥前系京焼風陶器碗である。 7は口径10.Ocrn前後、高台径4.8cmを はかり、外面に山水文らし

き意匠が描かれている。畳付け以外に施釉される。Ⅲ期と考えられる。 8の肥前系磁器鉢は器高

7.7cm、 口径16.6cm前後をはかる。見込みに龍の意匠を描く。外面にも施文するが意匠は不明であ

る。高台内には、「大明戊化年製」 の銘を入れる。17世紀後半頃と考えられる。 9の瀬戸美濃焼

灰釉皿は器高2.Ocm、 口径10.6cm前後をはかる。loは肥前系陶器皿で、回径20.Ocln前後をはかるが、

口径の復元には検討の余地を残す。11の丹波焼橋鉢は底部径13.2cm前後をはかる。内面全体に8

条以上を単位とする櫛書きの悟り目を施す。体部外面には、押圧痕を残す。12の上師器抱烙は口

径26cm前後をはかる。内面は板ナデ、外面は横ナデを施す。下半部は剥離し不明である。13は瀬

戸焼花瓶と考えられる。体部径12.2cm前後をはかり、内外面に施釉されている。14の丹波焼火入

れは、底部径9,Ocm前後をはかる。体部中位に粘土塊が突起状に張り付けられている。15の磁器向

付 ?は縦13.Ocln以上、横8.2cm以上をはかる。内面に型押しで草花文の陽刻を施すが、図上に表現

できなかった。産地は特定できないが、18世紀以降と考えられる。16の肥前系陶器皿は口径

36.8cm前後をはかる。18世紀以降と考えられる。17の上鈴は調査区北部で出土したもので、器高

3.5cm以上、体部径は2.8cm前後をはかる。

以上、第 1-1層 から出土した遺物をみると、同層が概ね17世紀後半以降に堆積したものと判

断できる。次いで、第 1-2層 出土遺物を第17図に掲載した。

第 1-2層 出土遺物 1の肥前系磁器碗は器高6.7cm、 口径 10。 lcmを はかる。体部外面に網目

文を描き、高台付近は露胎する。Ⅱ-2期、17世紀前半の所産となる。 2も 肥前系磁器碗で残存

高6.3cm以上、高台径3.6cm前後をはかる。体部外面に「福寿」を書き、体部にはヘラ状工具で縞

状に彫り込む。高台付近は露胎する。 3・ 4は、肥前系青磁碗である。 3は器高7.4cm以上、口径

11.2cln前後をはかる。 4は高台径4.4cm前後をはかる。高台付近は露胎する。 5・ 6は、肥前系京

焼風陶器碗である。 5は器高7.5cm、 口径12.2cln前後をはかる。畳付は露胎する。 6は器高6.9cm、

口径9。4cm前後をはかる。畳付は露胎する。 7の肥前系陶器碗は、高台径4.6cm前後をはかる。磁

器写しの陶器碗で、高台付近は露胎する。17世紀前半と考えられる。 8の肥前系陶器碗は器高

6.9cln、 日径11,Ocmをはかる。体部外面下半は露胎し、高台も低く成形されている。 9の肥前系磁

器小杯は器高3.6cm、 回径5.2cmを はかる。体部外面にヘラ状工具で縞状の彫り込みを入れる。高

台付近は露胎する。loの中国製陶器碗は、口径10.Om前後をはかる。内面中位付近を帯状に施釉す

る。口縁端部を内外面に拡張し、端部に面を形成する。11の肥前系青磁皿は器高2.3cm以上、体部

径21.6cm前後をはかる。17世紀中頃の三股産である。12の肥前系磁器皿は、口径21.2m前後をはか

る。体部下半で屈曲し、口縁部は直線的に外方へ伸びる。口縁端部は輸花状に成形する。 13は丹

波焼悟鉢で、口径32.6cmを はかる。内面には、一本書きの悟り目を施す。14の上師器胞烙は器高
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査
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3.調査の成果

生  ?
0                  1 0cm

第17図  2区第 1-2層 出土遺物 (1～12 1:3、 13～ 19 1:4)
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

7.8cm以上、回径23.8cm前後をはかる。15。 16は、丹波焼の火入である。15は残存高6.2cm、 底部

径 11.Ocm前後を、16は残存高5.2cm、 底部径10.Ocm前後をはかる。体部上半部に鉄釉をかける。17

の瓦質土諷卜型火鉢は器高6.2cm、 口径H.Ocm前後をはかる。 4本脚である。体部外面には粗いミ

ガキを、内面には横ナデを施すが、一部押圧痕が残る。18の肥前系磁器徳利は、残存高5,8cIIa以上、

高台径6.Ocm前後をはかる。高台付近のみ露胎する。19の上師器奏は、口径17.4cm前 後をはかる。

口縁部にはナデを、外面には横ハケ、内面には板ナデを施す。

以上、第 1-2層 出土遺物のうち、肥前系陶磁器はⅡ-2期～Ⅲ期の幅で収まるものであり、
17世紀前半以降に堆積したことが言える。

第 1-3層 は、第 2層の埋め立てにより陸化した直後の堆積土である。極めて堅級な堆積土で、

掘削時の所見として上下層のように遺物を含むものではなかった。第18図に掲載した遺物は、 1

のように第 1-2層 の掘り残し、 3～ 5のように第2層の遺物が混入したものと考えられる。

第 1-3層出土遺物 1の肥前系磁器碗は器高6.6cm、 日径10.8crn前後をはかる。高台付近は露
胎する。Ⅱ-2期である。 2の瀬戸美濃焼天目茶碗は器高4.8cm以上、口径12.Ocm前後をはかる。
3・ 4は肥前系陶器皿である。 3は、口径13.Ocm前後をはかる。器形から、 I-2期前後と考え
られる。 4は器高3.6cm以上、高台径5.2cm前後をはかる。高台内に「大」または「十人」とも読

める墨書がある。 I期 と考えられる。 5の中国製染付碗は、残存高2.3cm、 高台径5.2cm前後をは

かる。 6は滑石製の温石で、縦9,Ocm、 横5,2cm前後、厚さ1.Ocmを はかる。 7は肥前系陶器甕の口

縁部で、口径11,4cm前後をはかる小型品である。 8の上師器甕は残存高15.9cm以上、底部径

②

鳳
酬
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｉｌ
υ

8 土師器

刊Ocm

↓
＾
第

0                  1 ocm

18図  2区第 1-3層  出土遺物
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3.調査の成果

16.Ocm前後をはかる。底部周辺は粗い横ハケを、体部外面には縦ハケを、その内面は粗雑なヘラ

ケズリを施す。

第 2層 入り江埋め立て時の造成土で、灰色シルトブロックなどからなる。造成上の搬入元は

判然としないが、第 1区北部・東部一帯が著しく削平を受けている状況から、集落周辺を切り崩

し、その土砂で埋め立てた可能性も考えられる。同層からは、第19図 に挙げる遺物のほか、舟材

の一部と考えられる板材が出土した。

第 2層 出土遺物 1・ 2は瀬戸美濃焼天目茶碗である。 1は器高4.9cm以上、口径12.6cm前後

をはかるが、口径の復元には検討の余地を残す。 2は器高4.3m以上、口径 11,8cm前 後をはかる。

3,4は肥前系陶器碗である。 3は器高3.Ocm以上、高台径5.6cln前後をはかる。 4は器高4.8cm以

上、口径10,4cm前後をはかる。 5の中国製青磁碗は、口径15,4cm前後をはかるが、日径の復元は

検討の余地を残す。 6の瀬戸美濃焼灰釉折縁皿は、口径11.Ocm前後をはかる。 7・ 8は肥前系陶

器皿である。 7は器高2.5cm、 口径12.6cmを はかる。見込みに砂目痕がある。 8は高台径5.Ocm前

後をはかる。見込みに胎土目痕がある。 9の在地産土師器皿は器高2.2cln、 口径10.2cm前後をはか

る。10の朝鮮製白磁皿は高台から2.2cm以上、高台径7.2cm前後をはかる。内底面に胎土目がある。

11の 中国製施釉陶器碗は、高台径4.4cm前後をはかる。ケズリ出し高台で、畳付付近は露胎する。

12は 中国製染付皿で、底部径8.4cm前後をはかる。13の肥前系陶器二彩皿は器高3.Ocm以上、高台

径13.4cm前後をはかる。内面は白下地に透明釉をかける。体部外面下半は露胎する。体部外面に

は丁寧な回転ヘラケズリが施される。14の肥前系陶器悟鉢は器高13.8cm、 口径30.6cm前後をはか

る。内面には 9条の櫛書きで橋り目を、体部外面下半に回転ヘラケズリを施す。15の丹波焼指鉢

は、口径31.6cm前 後をはかる。内面に櫛書で 4条単位の情り目を施す。16の瓦質土器火鉢は、残

存部から器高8.Ocm以上、回径36.Ocm前後をはかる。体部外面に粗いミガキが施される。17の中国

製陶器の器種は明確ではないが、鉢または甕となる可能性がある。口径は、19.4cm前後に復元さ

れる。18の褐釉陶器壼頸部は、頸部径14.4cm前後 (上端)を はかる。鎌倉時代頃のものと考えら

れ、混入品である。19の備前焼茶入は器高5。3cm以上、底部径9。2cm前後をはかる。外面下半部は

回転ヘラケズリ、上半はナデを施す。20の陶器口縁部の器種は明確ではないが、壼の可能性があ

る。口径は、20,2cm前後をはかる。胎土等の特徴から、ヴェトナム産の可能性が指摘されている。

21の小刀は全長19.7cm、 幅1.3cm、 厚さ2■m前後、刃渡り12cmを はかる。 22は、外面に藍釉を施

釉した陶器の細片である。器種などの詳細は不明である。器壁の厚さ7～ 8mmを はかる。胎土は

赤掲色で、砂粒を含まず粘土質である。釉はガラス質で、ある程度の厚みを有する。23は褐釉陶

器重の把手付近の破片である。18と 同じく、混入品と考えられる。

以上、第 2層出土遺物をみると、肥前系陶器で I期～Ⅱ-1期にかけての遺物がある。また第

1-2層 は、肥前系陶磁器でⅡ-2期を下限とすることから、入り江の埋め立ては、17世紀第 2

四半期前後となる可能性が考えられる。

第 3層 第 3層 は、湖沼の底など止水環境のもとで堆積する特徴的な腐植土層である。同層の
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3.調査の成果
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

堆積状況から、入り江が滞水し、平均水位が標高0.5m付近で

あった可能性がある。同層からは、第20図 にあげる遺物が出

土した。このうち、11・ 12・ 15。 17や第 3層下層に対応する

斜面堆積土から出土した第21図 1な ど、12～ 13世紀の遺物も

含むことは、同層の長期にわたって堆積したことを示す。ま

た、層上部付近からは、図に挙げた遺物のほかに和猫、ニワト

第21図  2区第 3層下層
出土遺物 (1:3)

り、幼齢の日本ジカなどの獣骨や、

漆器碗などが出土した。

第 3層 出土遺物 1～ 4は肥前系陶器碗である。 lは器高7.2cm程度、口径H.Ocmを はかる。

高台付近は露胎する。 2は器高6.lcm、 口径10.4m前後をはかる。体部外面下半は露胎する。 3は

器高7.lcm、 口径H.6cm前後をはかる。畳付付近は露胎する。 4は器高3.5cm以上、高台径は4.6cm

前後をはかる。体部下半部の釉掛かりが悪い。高台畳付に胎土目痕がある。 5～ 9は肥前系陶器

皿である。 5は器高4.Ocm、 日径12.4cm前後をはかる。見込みに胎土目痕がある。高台内に「○」

の墨書が書かれている。 6は器高3.6cm、 口径12.2cm前後をはかる。見込みに胎土目痕がある。 7

は器高3.4cm、 口径13.2cm前後をはかる。見込みに砂目痕がある。 8は器高3.lcm、 口径H.6cm前

後をはかる。目跡は確認できないが、 I期 と考えられる。 9は器高3.2cm、 口径12.2cmを はかる。

鉄釉をかける。見込みに胎土目痕がある。10の志野焼輪花皿は、器高2.7cm以上、日径14.4m前後

をはかる。釉は分厚 く、ピンホールが多い。11・ 12は土師器小皿である。11は器高1.5cm、 口径

8.2cm前後をはかる。口縁部に一段ナデを施す。12は器高1.65cm、 口径8.9cmを はかる。口縁部に

一段ナデを施す。13の備前焼大型甕は、口径49.8cm前後をはかるが、復元には検討の余地を残す。

国縁部側面に2条の凹線を施す。14の肥前系陶器甕は、底部径15.4m前後をはかる。底部外面に貝

目痕がある。体部外面は鉄釉がかかる。内面のタタキはナデで擦 り消される。15の常滑焼甕は底

部径12.4cmを はかる。内面は不整方向の板ナデ、外面は押圧痕、板状工具による調整痕がみられ

る。16の備前焼壷は、口径15.Ocmを はかる。口縁部は玉縁状に形成され、胎土は灰色を呈する。

Ⅳ期以前と考えられる。17の瓦質土器羽釜は器高10.Ocm以上、日径20.Ocm前後をはかる。鍔下部

から体部中位に脚を取り付ける。18の下駄は全長15.Ocm、 幅6.lcm、 厚さ1.8cmを はかる。指 。か

かとの痕跡が不明瞭ながら認められる。小児用と言える。

以上、第 2区における基本層序をみると、入り江最下層となる止水性堆積層である第 3層から

の出土遺物が、鎌倉時代前後・戦国時代末期～江戸初期まで、また造成土である第 2層の最新の

遺物も肥前系Ⅱ-1期で、第 1層の遺物に肥前系Ⅱ-2期以前ものがないことから、17世紀初頭

の段階で入り江は埋め立てられ、その後水田とされたことが言える。

(2)1区 の調査

1区では、南北 2区画の建物群を検出した。以下、北側の建物群を建物群 1、 南側の建物群を

建物群 2と し、それぞれの建物群から検出した遺構について報告する。
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3.調査の成果

第22図 建物 1平面図 (1:40)

ア.建物群 1

建物群 1は、敷地は東西17m以上、南北15m前後をはかり、255m2以上の規模を有する。一般

集落における屋敷の規模でみると、小規模の部類に属する。敷地内からは、多数の柱穴および礎

石が検出されたが、復元

できた建物は 9棟 に限ら

れる。このうち、主屋級

の建物は建物 1。 2・ 6

～ 8の 5棟で、建物 3・

5は副屋、 建物 4 ・ 91ま

簡易な小屋 となる可能性

が考えられる。

建物 1 区画中央付近

で検出した、総柱の礎石

建物である。建物 1は そ

の北半分が旧水路によっ

て破壊されていることな

どから、明確な規模は不

明である。ただし、残存

する部分から、少なくと

も東西 3間 (5,8m)× 南

北 1間 (2.25m)以上の規

模となる。柱穴の間隔は
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

東西1.8～2.Om、 南北2.25m

をはかり、比較的均等であ

る。建物の主軸方向は、

N-83° 一Eと なる。礎石

は、直径30cmの ピットに、

15～ 20cmの 自然石 2～ 3個

を敷き、その上に20～ 30cm

の自然石 または割石 を置

く。礎石の上面は、本来水

平に設置されていたものと

考えられるが、検出された

ものは家屋の加重をうけた

めか、すべて傾いていた。

建物 1の時期は、土器集積

土坑との重複関係などから

13世紀前半と考えられる。

なお、この他にも多数の礎 第24図 建物 2平面図 (1:501

／
刀

９
＼

■
―

―

一①

舎
抑
○○

第25図 建物 3平面図 (1:50)

O①

-27-



3.調査の成果

石が調査区西部を中心に検出されており、他にも礎石建物が存在したものと考えられる。

建物 2 区画中央付近で検出した総柱の掘立柱建物で、建物 1と 重複する。建物 1と 同じく、
正確な規模は不明であるが、検出部分から少なくとも南北 3間 (4.9m)以上×東西 2間 (4.6m)

以上、面積にして22.5m2以上となる。柱穴の間隔は、南北1.5～2.Om、 東西2.25mと 不均等である。

建物の主軸方向はN-2° 一Wである。なお、第23図 1・ 2の柱穴出土遺物から、建物 2は 12世

紀末前後と考えられる。

建物 2 出土遺物 1の和泉型瓦器碗は器高4.2～ 4.3cm、 口径 14.9cm前 後をはかる。Ⅲ-2期

である。 2の上師器大皿は、器高2.3cm、 口径15.Ocm前後をはかる。口縁部に 1段ナデを施す。

建物 3 区画中央で検出した側柱建物で、建物 1・ 2と重複する。建物は東西 3間 (6.Om)×
南北 2間 (4.5m)、 面積にして27m2程度となる。柱穴の間隔は東西1.7～ 2.25m、 南北2.0～ 2.4mと

不均等である。また、建物の南辺では重複する柱穴もあり、柱の付け替えも考えられる。建物の

主軸方向はN-84° 一Eである。建物 1と 同じく詳細な時期は確定できない。

建物 4 区画北東で検出した、総柱の可能性がある掘立柱建物である。建物の南側は、旧水路
で破壊されているが、北辺より北側は入り江となることから、あまり大型の建物になるものとは

考えにくい。検出部分から少なくとも南北 2間 (3.lm)以上×東西 2間 (3.7m)、 面積にして約

10m2以上となる。柱穴の間隔は、南北で1.5。 1.6m、 東西で1.7・ 2.Omと やや不均等である。また、

建物中央付近から根石の可能性がある15cm大の割石が出土 しており、総柱建物の可能性が残る。

建物の主軸方向は、N-13° ―Wと なる。柱穴は検出面から3～ 5cmと極めて浅く、第 1区北部

第 1面 もしくは第 2面から掘削された可能性がある。

第26図 建物 4・ 5平面図 (
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

なお、建物 4からは第23図 10の瓦質土器羽釜が出上した。

建物 4 出土遺物 10は残存部から器高 8.lcm以上、日径24.4cm前後をはかる。口縁部は直立
し、鍔も水平方向に取 り付けられたもので、13世紀前後の所産となる。

建物 5 建物 4の東側で検出した礎石建物である。建物の大半は調査区外にあるが、北方と東
方は入 り江となることから、大きな建物になる可能性は低い。検出部分における建物の規模は、

南北 2間 (3.3m)以上×東西 1間 (1.5m)である。礎石痕の間隔は南北で1.6・ 1.7m、 東西で1.5

mで均等な配置となる。建物の主軸方向は、N-13° ―Wで、建物 4の主軸方向と同じくする。

建物の礎石について北西端の 1基をみると、直径40cmの ビットに15～ 20cmの割石・自然石 3個を

敷き、その上に30cm大の割石を置く。この他の礎石も、その状況からほぼ同様の構造であった可

第27図 建物 6・ 8平面図 (1:50)

能性がある。

なお建物 5も 、建物の主軸方向か

ら建物 4と 同じ時期が考えられる。

建物 6 区画北西付近で検出し

た、総柱の可能性が考えられる掘立

柱建物である。建物の大部分が調査

区外にあるが、検出部分から南】ヒ3

間 (5,4m)× 東西 2間 (4.Om)以

上をはかり、面積にして21.6m2以上

となる。柱穴の間隔は、東西で1,9～

2.15m、 南北は2.Om前後でやや不均

等である。建物の主軸方向は、N―

80° 一Wである。

建物 6は、遺構の重複関係などか

ら12世紀後半～13世紀初頭の所産と

考えられる。

建物 7 区画北西付近で検出した

掘立柱建物で、建物 6・ 8と 重複す

る。建物 6と 同様に全体の規模 。構

造は明確にはできないが、検出部分

から南北 2間 (5。 2m)× 東西 1間

(2.3m)以上をはかり、面積にして

12.2m2以上の建物となる。柱穴の間

隔は、東西で2.3m、 南北で2.6mと

比較的均等である。建物の主軸方向

蜘峰
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3.調査の成果

第28図 建物 7平面図 (1:50)

はN-87° 一Wと なる。建物 7か ら

は、第23図 3～ 5の遺物が出土 し、

12世紀後半頃の所産と考えられる。

建物 7 出土遺物 3の上師器大皿は、器高2.7～ 2.8cm、 口径14.8cm前後をはかる。口縁部に
1段ナデを施す。 4の土師器小皿は、器高1.lcm、 口径9.0～ 9.2cmを はかる。口縁部に 1段ナデを

施す。 5は白磁壼の底部で、高台径7.8cm前後をはかる。四耳壼の可能性がある。体部を打ち欠き、

根石に転用されたものと考えられる。

建物 8 区画北西付近で検出した掘立柱建物で、建物 6。 7と 重複する。建物 6。 7と 同様に
全体の規模・構造は明確にはできないが、検出部分から南北 4間 (6.5m)×東西 1間 (1.8m)以

上の規模となる。柱穴は、直径40cm前後のものを主体とするが、東辺中央の柱穴は、長軸長60cm

と特に大きい。中央とその南北の柱穴間隔は1.8m、 さらにその南北は1.3mと なる。建物の主軸方

向は、N-0° である。なお、建物 8は、出土した第23図 6～ 8から、12世紀末～13世紀初頭前

後の所産となる。

建物 8 出土遺物 6～ 8は和泉型瓦器碗である。 6は器高4.6cln以上、口径15.4cm前後をはか
る。内面に粗雑な圏線状のミガキを、見込みには平行線状の暗文を施す。 7は、器高4.3cm以上、

口径14.Ocm前後をはかる。見込みに連結輪状暗文を施す。 8は、高台径5。6cm前後をはかる。外面

2m

第29図 建物 9・ 桂穴列 1平面図 (1:50)
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

に赤色塗彩の痕跡が確認できる。これらは和泉型瓦器碗Ⅲ-2期 となる。
建物 9 区画南東端付近で検出した、側柱の可能性がある掘立柱建物である。建物の東側は削
平されているものの、検出部分から東西 2間 (4.3m)以上×南北 2間 (3.7m)を はかり、面積に

して16m2以上となる。柱穴の間隔は、東西で1.7・ 2.Om、 南北 1.7・ 2.Omと 不均等である。建物の

主軸方向はN-0° となる。柱穴からは、遺物が出上しなかったため、時期は明確にはできない

が、主軸方向から建物 8と前後する時期となる可能性がある。

桂穴列 1(建物10?) 区画東部で検出した柱穴列で、建物 9と 重複する。柱間は南北 3間
(4.8m)で、柵や板塀に伴うものとは考えにくく、建物の一部と推定した方が妥当と考えられる。

なお、柱穴列の方向はN-8° ―Wと なる。柱穴列 1の時期は、出土遺物から13世紀以降と考え

られる。

柱穴列 1 出土遺物 9の龍泉窯系青磁碗は、日径13.2cm前後に復元したが、残存部は少なく、
復元には疑問を残す。

井戸 1 区画南東端で検出した素掘りの井戸である。平面は歪な円形を呈し、直径3.Om、 深さ
1.25mを はかる。井戸 1は、上半部が大きく開口するが、中位で犬走り状の段差を有し、段掘り

状の断面を呈する。埋土は上下 2層 に大別でき、上層はブロック上を多く含む人為的な埋め戻し

上、下層は植物遺体を多く含む腐植土からなる。埋上の状況から、井戸は機能が停止した後、し

ばらくの間廃棄土坑として利用されたことが考えられる。ところで、井戸 1に丼筒などの構造は

なく、形態も近世の灌漑用井戸に類似する。よって、井戸が飲料水用のものではなく、別の用途

に利用された可能性も少なからず考えられる。

なお、井戸 1は、第30図に挙げる遺物から、12世紀前半～中頃の所産と考えられる。

井戸 1 出土遺物 1の和泉型瓦器碗は、器高4.8cm、 口径 15。4cmを はかる。体部外面にはヘラ
ミガキはなく、内面のヘラミガキは

やや粗雑で、見込みに平行線状の暗

文を施す。高台は断面台形状を呈す

る。Ⅲ-1期に比定できる。 2の土

師器大皿は器高2.6cm、 口径14.Ocm

をはかる。口縁端部をゃゃつまみ上

げ、面取りを施す。 3の回転台土師

器杯は、底部径7.8cm前後をはかる。

底部切 り離 しは回転ヘラ切 りによ

る。 4の瓦器皿は器高1,9cm、 口径

9.0～ 9.2cmを はかる。見込みには連

続平行線状暗文が、また口縁部付近

は横ナデが施される。 5～ 7は土師

｀
＼＼、＼_____二坦士

===三==多

少
/´

   o

＼、＼＼＼＼＼、 
‐j3 .「

第30図 井戸 1 出土遺物 (1～ 7

1 0cm

0              1 ocm

l:3、 8 1:4)

3 回転台

８
曜
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区画溝2

井戸 1

-0.lm

区画溝2(東 )

3.調査の成果

1.に ぶい黄橙色 (10YR6/3)率田粒砂 同色系ンルトブロックを極少量含む。    6.暗 緑灰色 (5CY3/1)シ ルト～粘土 木材 植物遺体を含む。土器片を含む。
2 にぶい黄橙色 (10YR673)細粒砂 同色系シル トプロックを多 く含む。     7 暗オリーブ灰色 (5CJY4/1)シ ル トと同色系ンル トブロック層が交互に堆積す
にぶい黄色 (25Y6/4)細 ～極細粒砂 同色シル トブロック多く含む。       る。植物遺体を多く合む。土器中型片を含む。
3.灰黄褐色 (10YR6/2)細 ～中粒砂 炭を少量含む。
褐灰色 (10YR4/1)均質な中粒砂

8 オリーブ灰色 (5CY6/1)シ ル ト～極細粒砂 (腐植土) 層上部に同色系シル
トプロックを少量含む。 植物遺体 土ミ尽型片などを多く含む。

4.黄褐色 (loYR6/6)細粒砂 灰白色 (10Y7/1)シ ルトプロックを含む。     9.灰 黄褐色 (10YR6/2)極細粒砂～シルト
5.オ リーブ灰色 (5CY6/1)シ ルト～極細粒砂 同色系シル トプロックを多く含  10.灰黄褐色 (10M唖 /2)細～極細粒砂 炭を多く含む。
む。                                     11.暗 オリープ灰色 (5CY4/1)シ ルト～枢細粒砂 同色系シル トプロックを含む。

第31図 井戸 1平面 。断面図 (1:25)

器小皿である。 5は器高1.25cln、 口径7.6clnを はかる。端部が直立するもので、一般的なものとは

異なる。 6は器高1.5～ 1.8cm、 口径9.6～ 9.8cmを はかる。 7は器高1.5cm、 口径8.8cmを はかる。

7・ 8は ともに、口縁部に1段ナデを施す。 8の瓦質土器盤 (火鉢)は、口径29。 6cln前後をはか

るが、復元には検討の余地を残す。

土器集積遺構 区画中央付近で検出した浅い落ち込み状の遺構である。東西3.7m以上、南北3.0
mの範囲で、土師器皿を中心に瓦器碗などの供膳具が層厚15～20clnほ ど堆積する。掘削時の印象

として、土より土器の方が多い所感を得た。土坑の掘り形は不明瞭であり、出土状況から範囲を
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

推定しただけにとどまる。壁面断面の状況から、第 2層 1面からの掘削も考えられるが、判然と

しない。なお、遺構は、建物が特に集中する区域にあって、また遺物の出土量も遺物収蔵箱10箱

を越えるなど傑出している点で極めて特殊であり、単なる廃棄土坑とは異なる性格が推測される。

土器集積遺構 出土遺物 1～ loは和泉型瓦器碗である。このうち、1～ 8の器高は3.7～
4.3cm(平均4.Ocln)、 口径は13.5～ 14。3cm(平均13.9cm)を はかる。いずれも内面は粗雑な圏線状

第32図 土器集積遺構遺物出土状況 (1:20

翰◎
◎

伸
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3.調査の成果

くて景三:三:::::]:::三::三三5フア42

13瑞

曇
35

土器集積遺構 出土遺物 1(1:3)
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磁白

動

，″貯
1 0cm

46 無釉

40 青白磁

//≦
弄≧≡≡千__一生＼、ゝ守褐釉

瓦質

1:4)第34図 土器集積遺構 出土遺物 2(37～42 1:2、 43～
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3.調査の成果

のヘラミガキが、見込みに平行線状の暗文が施される。概ねⅢ-3期である。一方、 9,10は器

高4,9cm前後、口径15.Ocm前後をはかる。いずれも、内面にはやや隙間が大きいヘラミガキが、見

込みに平行線状の暗文を施され、高台の断面形は台形状を呈する。Ⅲ-1期 となることから、下

層遺構からの混入品と考えられる。H。 12は、土師器大皿である。11は器高2.4cm、 回径 12.2～

13.Ocmをはかる。口縁端部は面取りを行う。12は器高2,7cm、 口径12.8cmを はかる。口縁端部をや

やつまみ上げて面取りを行う。13・ 14は瓦器皿である。13は器高2.3cm、 口径9.4～ 9.5cmをはかる。

口縁部付近には横ナデを、見込みに平行線状の暗文を施す。14は器高1.9cm、 回径8.0～ 8.6cmを は

かる。内面にナデを施す。15～ 26の上師器小皿は器高1.3～ 1.7cm(平均 1.5cm)、 口径8,0～ 8.8cm

(平均8.5cm)を はかる。15～ 18は 口縁部に 1段ナデを、19～ 22は端部をつまみ上げて側面を面取

り、23～26は端部を面取りする。27・ 28は東播系須恵器碗である。27は器高4.5cm、 口径18.8cm前

後をはかる。外面下半部は不整方向のナデが施され、底部には回転糸切り痕が残る。28は器高

3.5cm以上、底部径9.Ocm前後をはかる。外面下半部にはナデが施され、底部には回転糸切り痕が

残る。29'30は 龍泉窯系青磁椀である。29は無文碗で器高4.3cm以上、回径16.8cm前後をはかる。

30は劃花文碗で器高3.6cm以上、口径14.6cm前後をはかる。31・ 32は白磁碗である。31は V類で器

高5.Ocm以上、日径14.4cm前後をはかる。32はⅣ類で、口径14.8cm前後をはかる。33・ 34は同安窯

系青磁皿である。33は口径11.Ocm前後を、34は器高1.9cm、 口径10.Ocm前後をはかる。35は褐釉陶

器の把手の破片である。36の上錘は直径3.2cm、 全長7.5cmを はかる。37の青白磁小型壷は器高

2.9cm以上、口径4.8cm前後をはかる。体部外面に型押しによる縞状の施文がなされる。38～ 401よ

合子の身で、38・ 40は青白磁、39は 白磁である。38は器高1.6cm以上、回径6.5cm前後を、39は器

高1.5cm、 口径7.4cm前後を、40は器高2.Ocm、 口径5.Ocm前後をはかる。41の硯は長さ5。 lcm、 幅

3.5cm、 厚さ1.Ocmを はかり、携帯用のものと考えられる。42の礫は、直径2.3cm、 厚さ0.8cmを は

かる。褐釉陶器を母材とする。43・ 44は東播系須恵器こね鉢である。43は器高9.8cm以上、口径

27.6cm前後をはかる。44は 口径29.6cm前後をはかる。い

ずれも端部の上下端をやや拡張し、体部内面は板ナデを

施す。45の瓦質土器羽釜は、口径18.4cm前後をはかる。

口縁部は内傾し、鍔も上方へ立ち上がり脚付の可能性が

高い。46の無釉陶器蓋は器高2.4cm以上、口径23.2cm前

後をはかる。大部分は包含層掘削時に出土したが、接合

33  関係から同遺構に含めることにした。47の褐釉陶器壼は、

04m 頸部径12.4cm前後をはかるが、細片のため詳細は不明で

ある。48の黄釉陶器鉢は器高8.6cm以上、口径21.Ocm前

後をはかる。口縁部および外面は無釉で、内面は施釉さ

れる。口縁上端に焼き台の痕跡がみられる。側溝掘削時

に出上したが区画溝 1お よび当遺構出土遺物との接合関

第35図  土坑 1平面・断面図
(1:20)

1 褐灰色(75YR 4/1)*田 ～極細粒砂 遺物多く含む
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

係が確認されたことから、当遺構の遺物として扱った。49の土師器羽釜は器高22.3cm以上、口径

29.6cm前後をはかる。日縁端部は屈曲し、外方に伸びる。内面と外面下半はハケ、外面上半は押

圧を施す。50の瓦質土器盤 (火鉢)は器高9.8cln以上、口径45,8cm前後をはかる。

土器集積遺構から出土した遺物をみると、土師器皿が主体となって、瓦器碗・羽釜 。東播系須

恵器コネ鉢のほか、国内搬入品のほか合子などの青白磁や責釉陶器鉢や、無釉陶器蓋などの貿易

陶磁も少量含む。このほか、釘、小刀などの金属製品も周辺から出土し、その総量は遺物収蔵箱

にして10箱以上となる。なお、

土器集積遺構は出土遣物から

13世紀前半となる。

土坑 1 区画中央付近で検

出した、北部第 2層 第 1面か

ら掘削された土坑である。土

坑の北側は旧水路によって破

壊されているが、残存する部

分から長軸長0。9m、 短軸長0.6

m、 深さ0,2m程度の平面楕円

形を呈する土坑に推定できる。

土坑埋土には炭を多 く含み、

中層付近からは多数の貿易陶

磁を含むまとまった遺物が出

土 した。第36図 に出土遺物を

掲載した。

土坑 1 出土遺物 1は龍

泉窯系蓮弁文碗で器高6.2cln、

口径は16.2clnをはかる。 2イま

龍泉窯系劃花文碗で 口径

16.2cm前後をはかる。 3は龍

泉窯系蓮弁文碗の口縁部で、

口径は15.4cm前後をはかる。

4は白磁Ⅳ類碗の底部で、高

台径は7.5cln前後をはかる。 5

は同安窯系青磁皿で器高1.8～

1.9cm、 口径10.3cmをはかる。

6は 白磁Ⅲ類皿で器高2.6cm、 第36図 土坑 1 出土遺物 (1～ 8 1:3、 9～ 11 1:4)

韻

｀
＼    監‐_多″

7青 白磁

8 土師器

1 0cm

20cm
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3.調査の成果

口径は10.4cmを はかる。 7は青白磁皿底部で、底部径は

5.4cln前後をはかる。見込みは指ナデの痕跡が認められる。

8の土師晏尽皿は端部を面取りする。器高1.5cm、 日径7.9～

8.Ocmをはかる。 9は責釉陶器盤で、器高5。7cm以上、口径

36.2cm前後をはかり、内面は鉄釉で施文される。口縁部上面
て は、釉を拭き取る。loの瓦質土器盤 (火鎌)は口径36.%m前

＼ 
後をはかる。11の上師器鍋は、口径32.Clcm前後をはかる。体

部外面にタタキ痕を残す。13世紀後半頃の所産と考えられる。

土坑2 区画中央付近で検出した、北部第2層第 3～ 4面
から掘削された土坑である。平面がややいびつな方形を呈し、

1辺 2.Om、 深さ30cm前後をはかる。遺構埋土は2層程度に

区分できる。下層付近から第38図の遺物が出土した。土坑 2

は12世紀後半頃の所産と言える。

土坑 2 出土遺物  1・ 2は和泉型瓦器碗である。 1は器高5.2～ 5.3clxl、 口径16.Ocmを はかる。
内面にやや粗雑なヘラミガキが施される。 2は器高4.8cm、 日径 15.Oclnを はかる。外面上半に粗雑

なヘラミガキが施される。見込みに平行線状の暗文が施される。 1・ 2と もにやや腰の張つた器

形となることから、Ⅲ-1期である。 3～ 5は土師器大皿である。 3は器高2.5～ 2.7cm、 日径
15.Ocmを はかる。 4は器高2.3cln、 口径 15。Clcm前後をはかる。ともに、日縁部に 1段ナデを施す。

5は器高2.5cm、 口径15.2cmをはかる。日縁部に2段ナデを施す。 6の瓦器皿は器高1.9cm、 口径

9.8cmを はかる。内面に粗雑なヘラミガキを施す。 7・ 8は土師謡ヽ 皿である。 7は器高1.1～

1.3cln、 口径9,8cmを はかる。 8は器高1.4cm、 日径 9.Oclnを はかる。 7・ 8と もに1段ナデを施す。

9の 白磁Ⅳ類碗は、日径16.4cmをはかる。

瓦

第38図  土坑 2 出土遺物 (

0                  1 ocm

l:3)

，

〃

憔

≠

―

‐

第37図 土坑 2平面図
「

(1 :20

-38-



土坑 3 土器集積遺構の下から検出した、北

部第 2層第 1～ 2面の遺構である。柱穴や土坑

などが重複しているため、正確な平面形・規模

は明確にできないものの、土坑の断面観察およ

び掘削時の所見から長軸長0.7m前後、深さ 7

cmを はかる、平面楕円形を呈する土坑と考えら

れる。土坑からは、第40図の遺物が出上したが、

土師器皿類の量は極めて多く、土師器集積土坑

の一部となる可能性も残る。

土坑 3 出土遺物  1～ 3の和泉型瓦器碗
は、器高3.8～4.2cm(平均4.Ocm)、 口径 14.1～

14.8cm(平均14.4cm)を はかる。 1・ 2の見込

みには平行線状の暗文が施される。 2のみ、高

台が断面台形状のものとなるが、ほかは粘土

紐を取り付けただけである。Ⅲ-3期 となる。
4の上師器大皿は、器高2.0～ 2.3cm、 口径 13.0

～13.6cmを はかる。日縁端部は、つまみ上げ

て側面を面取 りする。 5・ 6

は土師器小皿である。 5は器

高 1.3cm、 口径8.2cm前 後をは

かる。 6は器高 1.5cm、 口径

8.2cmを はかる。いずれも、口

縁端部は面取 りにする。 7は

土師器皿で、口縁部が内側に

折 り込まれ、コースター状と

なる。器高1.5～ 1,6cm、 体部

径8.2cm前後をはかる。 8の 白

磁V類碗は、残存高4.8cm、 高

台径4.8cm前後をはかる。 9の

同安窯系青磁皿は器高 1.9cm、

口径9.9cm前後をはかる。loの

東播系須恵器 こね鉢は器高

9.5cln以上、口径30.Ocm前後を

はかる。11の常滑焼甕口縁部

第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

05m

1 褐灰色 (10YR5/1)極 細粒砂～シル ト ンル トプロックを含む。
2 褐灰色 (loYR471)シ ル ト～極細粒砂 土器小型片を多く含む。
3 褐灰色 (loYR5 5/1)シ ルト～細粒砂 土器中型片を多く含む。
4 褐灰色 (lllYR5/1)極 細粒砂～シルト ンル トプロックを含む。
5 褐灰色 (loYR5 5/1)シ ル ト～極細粒砂 土器片 炭を多く含む。
6 灰黄褐色 (10YR5/2)極 細～細粒砂 土器大型片を含む。
7 褐灰色 (loYR4/1)シ ル ト～細粒砂 土器中型片を少量含む。
8 褐灰色 (10YR5/1)シ ル ト (細粒砂を含む。)炭 土器小型片を含む。

第39図 土坑 3平面・断面図 (1:2③

0              1 ocm

｀`         1         ´́
‐
   10

土坑 3 出土遺物 (1～ 9 1:3、 10。 11 1:4)

1 0cm

て

シ

第40図
-39-



3.調査の成果

は、口径は復元できなかったが、大型品の可能性がある。

土坑 4・ 5 区画東部で検出した北部第 2層第 3面の遺構である。土坑 4は、土坑 5お よび旧

水路によって破壊されているため、正確な規模は不明であるが、検出部分から長軸長2.Om以上、

深さ0.4m程度の不整精円形を呈するものと考えられる。一方、土坑 5は、残存部分から長軸長3.1

m、 短軸長2.5m程度、深さ0.4mを はかる不整楕円形状の上坑となる。土坑 4・ 5は ともに上～中

層に埋め戻 しに伴う人為的な堆積上が認められることなどで共通する。土坑 4は上層から、土坑

5は下層から比較的まとまった遺物が出土した。

土坑 4 出土遺物 1～ 3の和泉型瓦器碗は器高3.6～ 4.lcm(平均3.9cm)、 口径 14.0～ 15。 lcm

(平均14.6cm)を はかる。 1・ 2は見込みに平行線状暗文を、 3は格子状暗文を施す。いずれも、

内面のヘラミガキは粗雑であるが、高台は粘土紐を丁寧に取 り付けている。 2は Ⅲ-2期、他は

Ⅲ-3期である。 4～ 6は、補葉型瓦器碗である。 4は口径14.Ocm前後をはかり、体部外面のへ

ラミガキはなく、内面も隙間の大きい粗雑なヘラミガキが施されるにとどまる。 5は、口径

15.6cm前 後をはかる。体部外面には形骸化した分害Jヘラミガキが確認できる。内面のヘラミガキ

は、比較的密である。 6は口径14.Ocm前後をはかる。体部外面にヘラミガキはなく、内面のヘラ

0.4m

O lm

2.オ リーブ褐色 (25Y4/3)極 細粒砂 (中粒砂を含む。)炭 ±3/1ヽ型片を少量
合む。

3 暗黄灰色 (25Y42)極細粒砂 (細粒砂を含む。)土器小型片を含む。
4 黒褐色 (25Y3/2)シ ルト～細粒砂 土器小型片 炭を含む。
6.黒褐色 (25Y3/2)シ ルト～細粒砂 土器小型片 炭を含む。
7 黄灰色 (25Y5/1)シ ルト～極細粒砂 土器片 炭を含む。
3.暗オリーブ褐色 (25Y3/3)極 細粒砂 (中粒砂を含む。)灰白色 (5Y″ 1)粘土
～ンル トブロックを少量含む。炭 土器小型片を少量含む。
9 オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト 礫を極少量含む。

を含む。土磁尽 型片 を少量含む。

11.黄褐色 (25Y5/3)極 細～中粒砂 暗灰黄色 (loYR5/2)シ ル トブロックを含
む。上器 庚を多 く含む。
12 黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト～極細粒砂 黄灰色 (25Y6/1)シ ル トプロックを
含む。土器 炭を含む。
13.オ リーブ褐色 (25Y4/3)極 細～細泣砂 炭 土器小型片を少量含む。
14 暗灰黄色 (25Y4/2)極 細～細粒砂 にぶい黄色 (25Y6/4)シ ル トブロック
を含む。炭 土器小型片を極少量含む。
18.オ リーブ掲色 (25ン鴨 )極細～細粒砂 黄灰色 (25Y5/1)シ ル トブロック

10 褐色 (loYR4/6)シ ル ト～tJy細粒砂 暗灰黄色 (loYR5Dシ ルトプロック    を少量含む。炭 土器小型片を少量含む。

第41図 土坑 4・ 5。 15平面・断面図 (1:40)
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第42図 土坑 4 出土遺物 1(1:3)

ミガキもやや隙間がある。 4・ 6は Ⅲ-2期、 5は Ⅱ-3期である。 7・ 8は、大和型瓦器碗で
ある。 7は、口径14.Ocm前後をはかる。 8は、口径13.8cm前後をはかる。いずれも体部外面には

粗雑な分割ヘラミガキが、内面にはやや隙間のあるヘラミガキが施される。いずれもⅡ―B期で、

土坑15からの混入と考えられる。 9,loは 、瓦器皿である。 9は器高1.4～ 1.5cm、 口径8.4cmを は

かる。見込みに粗雑なヘラミガキが施される。loは器高1.5～ 1.6cm、 口径8.5cmを はかる。内面は

ナデを施すだけにとどまる。11の上師器大皿は器高2.0～ 2.lcm、 国径13.2cmを はかる。口縁部に

1段ナデを施す。12～ 14の土師器小皿は器高 1.3～ 1.4cm(平均 1.3cm)、 口径8.2～ 8.8cm(平均

8.4cm)を はかる。いずれも、口縁部は面取りする。15の白磁碗は残存高4.5cm以上、日径16.Ocm

前後をはかる。V類と考えられる。16の 白磁Ⅳ類碗は、口径 14.Ocm前後をはかる。17の龍泉窯系

劃花文碗は、日径 18.Ocm前後に復元できるが、検討の余地を残す。18の青白磁皿は器高1.8cm以上、

日径 11.2cm前後をはかる。口縁端部に輪花状の切 り込みを入れ、白堆線が内面に施される。19の

瓦 器

-41-



3.調査の成果

0                             20cm

第43図 土坑 4 出土遺物 2(1:4)

青白磁盤は高台径6.2cm前後

をはかる。博多遺跡群出上の

類似品をみると、直径30cm

前後の大型品となる。内面に

花鳥文の意匠をヘラ状工具で

施文する。胎上に不純物を多

く含む。20の硯は長さ10.5cm

以上、幅6,9cm以上、厚 さ

3.3cm前後をはかる。原礫面

を多く残し、加工は最小限度

にとどまる。21・ 22は東播系

須恵器こね鉢である。21は器

高7.3m以上、口径27.Ocm前後

をはかる。 22は 、底部径

9。2cm前後をはかる。23の須

恵器壷は、突帯径16.4cm前後

をはかる。肩部に突帯を伴う

器形は、この時期の東播系須

恵器にはあまりみられず、西

播地方の可能性が指摘されて

いる。また、土坑15から混入

した可能性も考えられる。24

の東海系須恵器こね鉢は高台

径12.4cm前後をはかる。内面

に自然釉がかかる。残存吉馬が

少ないため、高台径の復元に

は検討の余地を残す。25の東

播系須恵器甕は、口径24.Ocm

前後をはかる。体部外面に綾

杉状のタタキ痕を残す。26の

上師器鍋は、口径32.6cm前後

をはかる。外面はナデを、内

面は横ハケを施す。27・ 28は

土師器羽釜である。27は口径

東海系
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

28.6cm前後をはかり、口縁端部は屈

曲し直立気味に立ち上がる。28は 口

径28.Ocm前 後をはかり、口縁部は内

反気味に内傾する。口縁部外面に 2

段の回線状のナデを施す。

土坑 4は出土遺物から、13世紀前

半頃の所産となる。また、土坑 5も

重複関係から後出するものの、出土

遺物の特徴に大きな時期差はない。

土坑 5 出土遺物 1の土師器大
皿イよ器高2.3cm、 口径15.2cmをはかる。

口縁部に 1段ナデを施す。 2の上師

器小皿は器高 1.2cm、 口径8.2cmを は

かる。口縁部は直立する。 3の瓦器

皿は器高1.5～ 1.6cm、 口径8.2cmを は

かる。内面はナデを施すだけにとど

まる。 4の龍泉窯系青磁椀は、口径

第45図 土坑 6遺物出土状況 (1:10

f   )6

0     2cm
学

Cm

第44図 土坑 5 出土遺物
(1～ 5 1:3、 6 1:2、 7 1:4)

鱒
裟

ガ
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3.調査の成果

0                  1 ocm

第46図 土坑 6 出土遺物 (1:3)

―
1 暗黄灰色 (25Y4/2)極 細粒砂 (中粒砂を合む。)浅黄色 (25Y7/4)シ ル トブロックを含む。炭
を少量含む。

2 暗責灰色 (25Y4/2)シ ル ト～極細粒砂 黄灰色 (25Y5/1)シ ル トブロックを含む。
3 灰黄褐色 (loЧ町 2)シ ルト 黄灰色 (25Y5/1)シ ル トプロックを含む。焼土 炭 土器大型
片を多く含む。特に炭は層下部に密集する。

4 黒褐色 (25Y32)ン ル ト～細粒砂 黄灰色 (25Y5/1)土 器小型片 炭を含む。
5 暗黄灰色 (25Y5/2)シ ル ト～極細粒砂 (中粒砂を含む。)炭 土静 卜型片を少量含む。
6 黒色 (25Y2/1)炭 層 土器を少量含む。

第47図 土坑 7平面・断面図 (1:40)

16.6cm前後をはかる。無文である。 5の青磁皿は、

口径 H.2cm前後をはかる。 6の礫は直径 1.8～

2.Ocm、 厚さ0。9cmを はかる。 7の東播系須恵器こ

ね鉢は、国径33.Ocm前 後をはかる。内面は密に板

ナデを施す。口縁端部の上下端はやや拡張される。

土坑 6 区画南東部で検出した、北部第 2層第
1面の遺構である。長軸長 1.7m、 短軸長0.95m、

深さ0。 15mを はかる、平面楕円形状

の上坑である。土坑埋土は 2層程度

に大別でき、このうち上層から土師

器皿類を主体 とする遺物が出土 し

た。しかし、遺物の残存状態が良く

なく実測できたものは第46図 に挙げ

たものだけにとどまる。なお、これ

ら出土遺物から、土坑 6は 13世紀前

半の所産と言える。

土坑 6 出土遺物  1の和泉型瓦

器碗は、器高4.2cm以上、口径14.4cm

前後をはかる。Ⅲ-3期である。 2

～ 5は土師器 rl、皿である。器高1.2～

1.5cm(平均 1.4cm)、 口径8.1～ 9,lcm

(平均8.6cm)を はかる。 2・ 4は 1

段ナデ、 3は 口縁端部面取 り、 5は

不明である。

土坑 7 区画南東部で検出した土

坑で、建物群 2と の境界である区画

溝 1と 重複する位置に掘削されてい

る。このため、土坑 7は建物群 2に

伴う遺構、もしくは区画溝と一連の

遺構となる可能性が考えられるが、

建物群 1に伴う遺構として扱うこと

とした。土坑は長辺5.Om、 短辺2.7m、

深さ0.4mを はかる、平面隅九長方形

状の上坑となる。土坑埋土は 3層程

|
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第48図 土坑 7遺物出土状況 (1:20
度に区分できる。上層は浅黄色シルトブロックを多く含む整地上で、中層には炭・灰・焼土を多

く含む。特に、中層下部からまとまった土器が出土した。また、最下層にえの堆積がみられるが、

焼上を含まないことから、火災に伴うものとは考えにくい。なお、土坑 7は第49・ 50図の遺物か

ら下層は12世紀末～13世紀初頭、中層は13世紀前半と言える。なお、遺物のうち、下層と表記し

なかったものは、概ね中層からの出土遺物となる。

土坑 7 出土遺物 1～ 6は、和泉型瓦器碗である。このうち、 1だけが器高4.2cm、 口径
15,7cmと 、一回り大きく、Ⅲ-2期 となる。19と ともに下層からの出土遺物である。2～ 6は器

高3.6～ 4,2cln(平均3.9cm)、 口径12.8～ 14.4cm(平均13.6cm)を はかる。いずれも、見込みに平行

線状の暗文を施す。Ⅲ-3～Ⅳ-1期である。 7の楠葉型瓦器碗は器高4.4cln、 口径12.6cmをはか

る。外面にヘラミガキはみられず、内面も隙間が大きく、日視できる。見込みに連結輪状暗文を

哺

9
ガ

９

か

丁

―
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3.調査の成果

際碗

0                   1 ocm 25 石氏石

滑石   Υ  Ⅵ 27滑石

―学―~土___   U 28白 磁

出土遺物 1(1～25 1:3、 26～28第49図 土坑 フ

-46-

1:2)



第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

施す。Ⅲ-2期 と言える。 8・ 9は土

師器大皿である。 8は器高3.Ocm、 口径

13.8cmを はかる。口縁部を内反気味に

つまみ上げる。 9は器高2.45cm、 口径

13.6cmを はかる。口縁部をつまみ上げ、

側面を面取 りする。lo～ 12は瓦器皿で、

器高1.7～ 1.9cm(平均 1.8cm)、 口径8.3～

9.2cm(平均8.7cm)を はかる。loは見込

みに連結輪状暗文を施すが、H・ 12は

ナデを施すのみにとどまる。13～ 18は

土師器小皿で、器高 1,3～ 1.5cm(平均

1.4cm)、 口径8.1～ 9。 lcm(平均8.5cm)

をはかる。 13・ 16'18は 口縁端部を面

取 りし、 14・ 15は 端部をつまみ挙げ、

側面を面取る。17は、日縁部に 1段ナ

29輸入                 0輸 入

＼� 講
0 20cm

第50図  土坑 7 出土遺物 2(1:4)
デを施す。19の 山皿は器高2.2cm、 口径8.5cmを はかる。尾張産V形式と指摘されている。 1と 共

伴する下層遺物である。20の 白磁Ⅳ類碗は、口径16.Ocm前後をはかる。21・ 221ま龍泉窯系劃花文

碗である。21は口径16.4cm前後、22は器高5,Ocm以上、口径14.2cm前後をはかる。23・ 24は同安窯

系青磁皿である。23は器高1.65cm以上、口径 10。2cm前後、24は器高1.65cm以 上、口径H.6cm前後

をはかる。25の砥石は全長9,15cm以上、幅5.Ocm、 厚さ1 8cmを はかる。26の樟秤 2次加工品は高

さ4.2cm、 長軸径3.8cmを はかる。滑石製で、石鋼口縁部を母材とする再加工品である。下層遺物

である。27の小型硯は全長3.7cln、 幅1.6cm、 厚さo.4cmを はかる。滑石製である。28の 白磁合子蓋

は器高1.2cm以上、口径7.2cln前後をはかる。29の無釉陶器蓋は器高3.7cm、 日径11.4cm前後をはか

る。赤褐色の胎土を有し、頂部に突起状のつまみがつく。中国製の可能性もあるが、類似品はみ

られない。30の陶器蓋は、口径12.4cm前後をはかる。須恵器風の砂粒を多 く含む胎上の特徴や、

29に類似する器形で、国内では類似品は見当らず、産地不明の輸入陶器と考えられる。31は陶器

盤の口縁部と考えられる。口径は31.8cm前後に復元できるが、復元には検討の余地を残す。30と

同様に器形、胎土から輸入陶器と考えられる。32の東播系須恵器こね鉢は器高 11.lcm、 口径は

27.2cmを はかる。内面に粗雑な板ナデを施し、口縁端部は上下にやや拡張する。33の石鍋底部は

底部径21.4cm前後をはかる。破断部に加工痕はない。

土坑15 土坑 4直下で検出した第 3層上面の遺構である。建物群との関係は明確ではないが、
ここでは建物群 1に関わる遺構として扱った。遺構は、水路による攪乱部分で確認され、土坑 4

掘削後、一部を掘削した結果、本来の幅は1.6m前後、深さ0.3m程度の南北に細長い遺構となる。

なお、土坑15は第51図の遺物から12世紀中頃の所産と言える。
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3.調査の成果

土坑15 出土遺物

1・ 2は和泉型瓦器碗

である。 1は器高4.6cm、

口径 15.3clnをイよかる。 21ま

器高 4.5～ 4,7cm、 口径

15。3cmを はかる。ともに体

部外面全体に粗雑なヘラ

ミガキを、内面もやや粗

雑なヘラミガキを施す。

1の見込みは不明である

が、 2は やや密な連続平

行線状の暗文を施す。い

ずれも高台は断面台形状

を呈する。Ⅱ-2期 であ

る。 3の 大和型瓦器碗は

器高 4.7～ 4.8cm、 口径

14。2cm前後をはかる。体部

1:っ    外面に粗雑な分割ヘラミ

ガキを、内面には比較的

密なヘラミガキが施される。見込みには、連結輪状暗文が施される。Ⅱ一B期 と考えられる。4

～ 6は、土師晏澪皿である。器高1.5～ 1.75cm(平均 1.6cm)、 口径9。2～ 9.3cm(平均9.3cm)を はか

る。いずれも口縁部に 1段ナデを施す。 7の土師器鍋は、器高 16.lcln以 上、日径32.8cm前 後をは

かる。体部内面は横方向の板ナデ、外面上半は縦方向のハケ、下半部には横・斜方向のハケを施

す。このほか、篭などの遺物も出上した。

イ.建物群 2

建物群 2は、北辺を境界となる区画溝から、約4.5mばかり検出しただけにとどまる。このため、

区画の東西幅が17m以上となる以外、区画の規模は明確ではない。また、建物群 2は区画溝を界

に、建物群 1よ り約30cmほ ど低くなっている。一方、区画内から多数の柱穴を確認したが、明確

に主屋となる建物は復元できなかった。副屋となる可能性が考えられる建物H。 12があるものの、

確実な復元とは言いにくい。以下、建物群の状況について述べる。

建物11 区画北部で検出した掘立柱建物である。検出部分から少なくとも南北 2間 (3.Om)以

上×東西 3間 (6.4m)以上、面積にして19.2m2以上となる。柱穴の間隔は、東西で2.0～ 2.2m、

南北で1.5。 1,6mと比較的均等と言える。建物の主軸方向はN-86° ―Eと なる。

遺物が出土していないため、建物11の時期は明確ではないが、柱穴の深度は 5cm未満と浅く、

1 0cm

第51図 土坑 15 出土遺物 (1～ 6 1:3、 7
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第 ]章 庄本遺跡第 1次調査

OG
0

第52図 建物 11平面図 (1:501
1区南部第 2層第 1～ 2面の遺構と考えられる。

建物12 区画北東で検出した、総柱の可能性がある掘立柱建物である。検出部分から南北 2間

(4.25m)以 上X東西 3間 (6.25m)、 面積にして26.6m2以上となる。柱穴の間隔は、東西で2.15～

2.25m、 南北で2.1・ 2.2mと 比較的均等である。また、柱穴の一部に、根石を伴うものがみられる

が、大型の石を配置するものではない。建物の主軸方向はN-75° ―Wと なる。

遺物が出土していないため、建物12の時期は明確ではないが、柱穴の深度は 5cm未満であり、

1区南部第 2層第 1～ 2面の遺構と考えられる。

柱穴列 2(建物13?) 区画北東で検出した柱穴列で、掘立柱建物の可能性がある。検出した

第53図 建物 12平面図 (1:501

Ｏ

Ｏ
ィ

狩
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十

１

１

１
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3.調査の成果

柱穴は、直径30cm、 深さ25cm前後をはかり、比較的明確な掘 り形を有するが、これに対応する南

辺 。東辺の柱穴は確認できなかった。また、建物 とした場合、他の建物 と主軸方向がやや異なる

ことから、建物の可能性は考えられるものの、柱穴列として披った。

柱穴列から想定される建物は、南北 1間 (2.Om)以上、東西 2間 (4.2m)で 、N-20° ―Wを

第54図 柱穴列 2

主軸とする。なお、遺構の時期については、第54図のⅢ-3

期の和泉型瓦器碗 (器高4.lcm・ 口径 13.6～ 13.8cm)か ら、13

世紀前半と言える。

井戸 2 区画北東で検出した、曲物を水溜に転用した井戸
である。井戸の上面は直径2.Om、 深さ1.2mを はかる円形状の

平面を呈する。その基底面に、直径35cm、 器高25cmの 曲物を

0 1 0cm

出土遺物

(1:3)

1 浅黄色 (5Y3/3)シ ル ト
2.オ リーブ灰色 (5Y5/1)糸 田粒砂 瓦器碗完形品などの上器大型片を含む。
3 オリーブ灰色 (5YVl)細 粒砂 (中～粗粒砂) 瓦器碗完形品などの上器大型片を含む。
4.暗青灰色 (5B4/1)中 ～粗粒砂 炭を少量含む。土器を含む。
5 暗青灰色 (5PB守 1)シ ル ト～極細粒砂
6 灰色 (N4/0)シル ト (細粒砂 を含む )
7,黄灰色 (25Y4/1)均 質なシル ト 自然堆積土

第55図 井戸 2平面・断面図 (1:25)

1段据えて水溜とする。井戸の上層

埋土はブロック上を含まないが、埋

戻土と考えられる。また下層には、

均質な灰色シルトが堆積する。これ

ら埋土から丼戸は機能停止後しばら

く放置され、何らかの理由で埋め戻

されたものと考えられる。

なお、井戸上層下部からは、第

56図 の遺物が出土 した。このうち、

瓦器碗をみると、和泉型は概ねⅢ―

1期、楠葉型はⅡ-3期でまとまる

ことから、井戸 2の埋め戻しは概ね

12世紀後半に行われたと言える。

井戸 2 出土遺物 1～ 5は和泉

型瓦器碗である。器高4.5～ 5.lcm

(平均4.8cm)、 口径 15.0～ 15.4cm(平

均 15。3cm)を はかる。 1～ 4は体部

外面にヘラミガキはなく、内面はや

や粗雑なヘラミガキが施される。見

込みは、 3が不明瞭である以外は平

行線状の暗文を施す。Ⅲ-1期 であ

る。 5は体部外面全体に粗雑なヘラ

ミガキを施し、見込みには平行線状

の暗文を施す。Ⅱ-2期である。井

／
＼

‐

―
― ― 一 」 一一 ‐

´ '

Om
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                   須意器

0                 1 ocm

0_        10Pm

第56図 井戸 2 出土遺物 (1～20 1:3、 21。 22 1:4)
戸機能段階の遺物の可能性もある。 6～ loは、楠葉型瓦器碗である。 6～ 8は器高4.6～ 5。2cm

(平均4.9cm)、 日径 13.4～ 15.4cm(平均 14,4cln)を はかる。ただし、口縁部が歪んでいるため、口

径の復元は目安にすぎない。 8を除いて、体部外面には粗雑な分割ヘラミガキが、内面には隙間

が目立つものの比較的密なヘラミガキが施される。また、見込みには連結輪状暗文が施される。
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3.調査の成果

6は Ⅱ-2期 に、 7・ 9,10は Ⅱ-3期 と考えられる。 8は外面にヘラミガキはなく、内面も粗

雑化しており、見込みに暗文はない。Ⅲ-1期のもので、混入品と考えられる。11～ 14は瓦器皿

で、器高1.8～2.Ocm(平均 1.9cm)、 口径9.1～ 9,7cm(平均9.4cm)を はかる。11が見込み周辺に不

規則にヘラミガキを施す以外は、連続平行線状暗文を施す。15～ 18は土師器小皿で、器高1.2～

1.6cm(平均 1.5cm)、 口径8.3～ 8,9cm(平均8.6cm)を はかる。15。 17・ 18は 1段ナデ、16は端部を

つまみ上げ、側面を面取 りする。19の白磁碗は、日径は14.Ocm前後をはかる。V類の可能性があ

る。20の須恵器杯は残存高2.Ocm以上、底部径6.8cm前後をはかる。産地は不明である。21の土師

器羽釜は、国径34.Ocm前後をはかる。口縁端部は屈曲し、やや直立する。22の東播系須恵器こね

鉢は、口径29.2cm前 後をはかる。口縁端部は上下に拡張する。

土坑 8 区画北東部で検出した土坑で、北側は土坑 9と重複する。土坑の長軸長は2.45m、 短

軸長は1.35m、 深さ0.25m前後をはかる。土坑埋土は3層 に区分できる、このうち、土坑南部では

下層から、北部では上層からまとまった遺物が出上している。

一方、土坑 9は、規模・形状ともに土坑 8と類似するが、遺物は極少量の上器細片が出土した

だけにとどまる。

なお、土坑 8は第58図 の出土遺物

から、12世紀後半の所産となる。

土坑 8 出土遺物  1～ 5は和泉

型瓦器碗で、器高は4.9～ 5。 lcm、 口

径は14,4～ 15.4cmを はかる。 2・ 4

は見込みに平行線状、 3は連続平行

線状、 5は格子状の暗文を施す。 1

～ 3は外面にヘラミガキは施され

ず、Ⅲ-1期である。 6、 7は楠葉

型瓦器碗で、 6は器高4.95cm、 口径

13.6cm前後をはかる。見込みに連結

輪状の暗文を、外面に粗雑な分割ヘ

ラミガキを施す。 7は 口径15.4cm前

後をはかり、外面に粗雑な分割ヘラ

ミガキを施す。内面のヘラミガキは

隙間が目立つ。Ⅱ-3期 と考えられ

る。 8。 9は回縁部に 1段ナデを施

す土師器大皿で、器高2.3cm前後、口

径は14.8cm前後をはかる。10～ 121ま

瓦器小皿で、それぞれ器高は2.0～

第57図 土坑 8・ 9平面図 (1:201
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0               1 ocm

第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

20 回転台

ン´
´
          !          
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須恵器

0                                20cm

第58図 土坑 8 出土遺物 (1～21 1:3、 22・ 23 1:4)

2.2cm、 口径は8.6～ 9.8cmと ばらつきが大きい。loは見込みに粗雑なヘラミガキを施すだけで明確

な暗文はない。11,12は 4条ほどの平行線状暗文を施す。13～ 18は土師器小皿で、それぞれ器高

は1.o～ 1.7cm(平均 1.4cm)、 口径は8,7～ 9.4cm(平均9.2cm)を はかる。13は端部をつまみ上げて

面取りするが、他は 1段ナデである。19の 回転台土師器杯は、底部径6.Oc血前後をはかり、底部外

面は回転ヘラ切りを行った後にナデを施す。20の回転台土師熙尽皿は器高 1.25cln、 口径8.8clnを は

かる。底部は回転糸切 りである。21の須恵器蓋は口径10.6cm前後をはかる。東播系須恵器とも考

えられるが、混入品の可能性がある。22は土師器竃で、焚き口の一部が残存する。外面には粗い

ハケを、内面には丁寧な横ハケを施す。23の土師器鍋は、口径28.2cm前後をはかる。体部内面は

ハケ、外面は押圧を施す。
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3.調査の成果

0                 1m

l,黄灰色 (25Y5/1)極 細粒秒 にぶい黄色 (25Y6/8)シ ルトブロックを少量含
む。自然石を極めて多 く含む。

2.黄灰色 (25Y5/1)極 細粒砂 にぶい黄色 (25Y6/8)シ ル トブロックを少量合
む。

3 黄灰色 (25Y5/1)粗 ～極細粒砂 にぶい黄橙色 (10YR7/3)シ ルトブロックを
少量含む。割石 自然石を含む。
4 褐灰色 (7 5YR6/1)粗 ～中粒砂 (極細粒砂を含む。)に ぶい黄橙色 (ltlYR7/3)
シルトブロックを多く含む。

5 灰色 (5Y5/1)極綱粒秒 同色系粗粒砂ブロックを多く含む。

第59図 土坑 10平面・断面図 (1:20)

第60図 土坑 10出土遺物
(1 :31

土坑10 調査区南端で検出した土坑である。

土坑の南半分は調査区外にあり、全容は明確

ではないが、検出部分から直径1.Om前後、深

さ0.4mを はかる平面円形状を呈する土坑と考

えられる。

土坑の上層には 5～ 10cm大の自然石が、敷

き詰められたような状態で、また土坑北部の

下層からは30cm大の割石 。自然石が数個出土

した。この上坑が、どのような性格の遺構と

なるのか、まったく明確ではないが、建物群

の性格と関わる可能性も残る。

なお、土坑10か らは第60図 の白磁碗なども

出土 しているが、南部第 2層 2面上層から掘

削されていることは確認でき、この時期の所

産と考えられる。

土坑10 出土遺物 1は 白磁Ⅳ類碗の底部

である。高台径6.2cmを はかり、残存部から器

高2.4cm以上となる。遺物の時期幅からみたと

き、遺構の時期を決定するものと考えにくい。

土坑11 土坑 7の西側で検出された土坑で

ある。土坑 7は、長軸長3.2m、 短軸長2.2m、

深さ0.3mを はかる平面楕円形状の上坑であ

る。遺構として、特に日立った特徴はないが、

区画溝上に掘削されていることから、一連の

遺構となる可能性が残る。

なお、土坑 11は第62図 に掲載した出土遺物

から、13世紀中頃の所産と言える。

ガ

３

ド

Ｔ

‐

土坑11 出土遺物  1～ 3は和泉型瓦器碗で、それぞれの

器高は3.5～ 4.5cm、 口径は13.8～ 15.2cmと ややばらつくが、概

ね田-3期 と見なせる。 1の暗文は不明、 2は見込みに8条以

上の平行線暗文を、 3は見込みに3条以上の平行線を暗文とし

て施す。 4は瓦質土熙尽型鉢で器高4.9cm前後、口径は16.4cm

前後をはかる。 5は龍泉窯系劃花文碗で、口径15.Ocm前後をは

かる。 6の上師器小皿は端部に面取 りする。器高1.4～ 1.6cm、

上層

中層
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口径8.6cmを はかる。 7は土師器大皿は端

部に 1段ナデを施す。器高2.4cm、 口径は

15.Oclnを はかる。 8の瓦質土器羽釜は、口

径20.Ocm前後をはかる。 9の東播系須恵器

こね鉢は、口径27.8cm前 後をはかる。体部

内面に、粗雑な板ナデを施す。loも 東播系

須恵器こね鉢で、底部径はlo.2cm前後をは

かる。

土坑11土層
1 黄灰色 (25Y5/1)中 ～粗粒砂 灰自色 (25Y7/1)シ ル トブロック
を少量含む。炭 土器片を含む。
2.褐灰色 (loYR6/1)粗 ～中粒砂 灰白色 (loYR7/1)シ ルトブロック
を少量含む。炭 土器片を少量含む。
3.褐灰色 (10YR5/1)極細粒砂～シル ト 灰自色 (10YR8/2)シ ルトブ
ロックを少量含む。同色系中粒砂プロックカ洵層状に堆積する。土器片を
少量含む。

4 褐灰色 (loYR6/1)均質な粗～中粒砂
5 暗灰褐色 (loYR6/2)シ ル ト～極細粒砂 同色系粗地砂プロックを
含む。上器片を少量含む。

6.褐灰色 (loYR6/1)均 質な粗～中粒砂 褐灰色 (loYR6/1)シ ルトブ
ロックを少量含む。上器片を少量含む。

(｀
`｀ (▼

ム
ノ
古 4 瓦質

0                  司Ocm

第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

第61図 土坑 11平面・断面図 (1:401

ヒ _________―
― ―
~学 m

第62図 土坑 11 出土遺物 (1～ 7 1:3、 8～lo l:4)
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3,調査の成果

区画清2

区画溝 1

0                   2m

第63図 区画溝 1・ 2平面・断面図 (1:401

＼罫メ
|

ウ.区画溝

調査区南北の地形境界上に掘削され、建

物群 1・ 2の境界を区切る東西方向に伸び

る区画溝を区画溝 1・ 2と し、また建物群

2の東辺を区切る区画溝を区画溝 3と して

扱った。いずれの区画溝も調査上の都合か

ら、東西 トレンチの状況から判断しただけ

にとどまる。以下、各区画溝の状況につい

て述べる。

区画溝 1土層
1.暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト (細～極細粒砂を含む。)土器中型片を
多く含む。

2.暗灰黄色 (25Y4/2)ン ル ト (細～極細粒砂を含む。)土器大型片
炭を多 く含む。灰白色 (ltlYR3/2)シ ルトプロックを含む。

にぶい黄色 (25Y6/4)細 ～極細粒砂 同色ンルトプロック多く含む。
3。 褐灰色 (loYR4/1)均質な中粒砂

4.灰黄褐色 (10YR4/2)極細粒砂 炭を含む。
区画溝 2土層
5 にぶい黄橙色 (10YR6/3)極細粒砂 炭 土器片を含む。
6 褐灰色 (10YR6/1)極細～細粒砂 土器片を多く含む。
ア.明黄橙色 (loYR7/4)極細粒砂～灰黄褐色 (lCIYR5/2)極細～細粒
砂 灰白色 (10Y7/1)ン ル トブロックを含む。 炭を極少畳含む。
8.灰黄褐色 (10YR5/2)極細粒砂 (細粒砂を含む。)炭 シル トプロ
ックを極少量含む。

9 灰黄色 (10YR6/2)極細粒砂～ンルト
10.黒色 (loYR3/1)均質な細～極細粒砂 土器片を多く含む。
11 オリーブ黒色 (75Y3/2)シ ルト～枢細粒砂 炭を含む。土器片を
含む。

12 褐灰色 (10YR4/1)～暗灰色 (N3/0)ン ルト
13. オリープ黒色 (75Y3/2)シ ルト 土器大型片を多く含む。
14.オ リーブ黒色 (75Y3/2)シ ルト 灰色 (75Y5/1)粘 土ブロックを
多く含む。土器大型片を多く含む。 (区画溝埋土)

ヽ

lm

区画溝 1

ｍ
一
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一

！

‐

キ

ヤ

ャ

ャ

１

９
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―０

沙

／
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第64図 区画溝 1遺物出土状況 (1:20)
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第二章 庄本遺跡第1次調査

区画溝 1・ 2 建物群 1・ 2の境界を区切る、東西に伸びる区画溝である。区画溝を境に、建
物群 1・ 2に約30～45cmほ どの高低差があることは、基本層序でも述べたとお りである。このた

め、この部分では洪水などに伴う土砂の堆積が著しい傾向にあり、区画溝も埋没と掘削を繰り返

されたようである。西壁断面の観察により、区画溝は少なくとも3回以上掘削されていることを

確認した。このため、区画溝の状況は複雑な様相を示し、明確に遺構として把握できたものは南

部第 2層 2面から掘削された区画溝 1と南部第 2層 6面から掘削された区画溝 2の 2条に限られ

る。このうち、区画溝 1は幅1.8m以上、深さ0.3mを はかるが、溝の東部と南側の肩部は、上面検

出時の掘削などで削平してしまい、全体の状況は確定しにくい。なお、坦土は 3層 に大別でき、

中層からは第65図 に挙げる遺物が出上した。

区画溝 1 出土遺物  1～ 5は和泉型瓦器碗で、器高3.6～ 4.lcm(平均3.8cm)、 口径 13.8～
14.4cm(平均14.Ocm)を はかる。 2は内面に不整方向のナデ調整を行ったあと、粗雑なヘラミガ

キを施すが、見込みに暗文はない。また 5は、見込みから内面にかけて連続する圏線状のヘラミ

ガキを施す。このほかは、内面に粗雑な圏線状のヘラミガキを施し、見込みに平行線状の暗文を

施す。Ⅲ-3期にかけての時期に比定できる。 6は大和型瓦器碗で、口径14.8cm前後をはかるが、
残存部が少なく、復元には検討の余地を残す。外面にはヘラミガキは確認できず、また内面のへ

ラミガキを隙間が大きいことから、同時期の共伴遣物になる可能性がある。 7の白磁碗は、口径

く≡≡≡≡≡≡≡≡睡≦≡垂垂垂垂多ラ40

1

6 大和

0               1 0cm

:3)

2

第65図  区画溝 1 出土遺物 (1
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3.調査の成果

14.Ocm前後をはかる。V類と考えられる。 8。 9は土師器大皿である。 8は器高2.4～ 2.7cm、 口

径12.3cm前後をはかる。 9は器高2.Ocm、 口径H.4cmを はかる。ともに口縁端部を面取 りにする。

10～ 13は土師器小皿で、器高1.1～ 1.4cm(平均 1.3cm)、 口径8.2～ 9。2cm(平均8,7cm)を はかる。

いずれも口縁部に 1段ナデを施す。14の瓦質土器羽釜は口径13.4cm前後をはかる。器壁外面の調

整は丁寧である。精製された胎土を用いる。15の軒平瓦は瓦頭幅12.5cm以上、瓦頭の高さ3.7cm前

後、残存長9.Ocmを はかる。16の フイゴ羽口片は、直径7.Ocm前後になる可能性が考えられる。外

面は被熱し赤変しているが、鉱津等は付着していない。

以上の出土遺物から、区画溝 1は 13世紀前半の所産と考えられる。出上した遺物のうち、フイ

ゴ羽国の細片に関して、包含層などから鉱淳も出土しており、周辺で鋳物師などの活動が想定さ

れる。また、瓦頭についても、その他に縄ロタタキを施した平瓦などもあわせて出上しているこ

とから、周辺に寺院が存在した可能性が考えられる。

区画溝 2は、下層遺構面の確認のため、 トレンチを掘削した際に検出した。検出部分は一部に

限られるが、区画溝 1と 同様に東西に伸びること、また区画溝 3と つながることが推定される。

区画溝 2の うちは、西 トレンチ掘削時に出上 したものを第66図 に、東 トレンチ出上のものを第

67図 に掲載した。これらの遺物から、区画溝 2は 12世紀中頃～13世紀初頭と考えられる。

区画清 2西 出土遺物  1～ 4は和泉型瓦器碗である。 1は器高4.9cm、 口径14.5cmを はかる。

体部外面上半に粗雑なヘラミガキを、見込みには平行線状暗文を施す。碗器形となることから、

Ⅱ-3期 と考える。 2は器高4.5～ 4.9cm、 口径 15,Ocmを はかる。見込みに煤が付着しているため、

暗文は明確ではない。 3は器高5.0～ 5,2cm、 口径 15.5cmを はかる。見込みに暗文はない。 2・ 3

はⅢ-1期である。 4は器高4.1～ 4。3cm、 口径 14.6cmを はかる。見込みに平行線状暗文を施す。
Ⅲ-2期である。 5～ 8は楠葉型瓦器碗である。 5は器高4.7cm以上、口径14.6cm前後を、 6は口

径15.Ocm前後をはかる。 5,6は体部外面上半にやや粗雑な分割ヘラミガキを、内面はやや隙間
があるものの、密なヘラミガキを施す。Ⅱ-1ま たは 2期 と考えられる。 7は器高4.lcln以上、口

径 14.6cm前後をはかる。 8は器高4.3cm以上、口径 14.8cm前後をはかる。 7・ 8は体部外面上半に

粗雑な分割ヘラミガキを施すだけで、内面のヘラミガキも隙間が目立つ。Ⅱ-2ま たは 3期 と考

える。 9の 白磁碗は、器高4.7cm以上、国径15.Ocmを はかる。loの回転台土師器杯は器高3.5cm、

日径14.Ocm前後をはかる。底部にナデが施されるが、痕跡から回転ヘラ切りの可能性がある。搬

入品である。11～ 14は土師器大皿である。11は器高2.3cm、 日径13.6cm前後をはかる。口縁部に 1

段ナデを施す。12～ 14は器高2.4cm(平均2.4cm)、 日径 14.2～ 14.4cm(平均14,4cm)を はかる。い

ずれも口縁端部を内反気味に直立させて 2段ナデを施す。15～ 23は土師器小皿である。このうち、

口縁部に 1段ナデを施す15は器高1.5cm、 口径9,2～ 9.5cmを はかる。なお、15の胎土には雲母が含

まれており、搬入品の可能性がある。16～ 19は、口縁端部を内反気味につまみ上げ、側面を面取

りするもので、器高1.7cm(平均 1.7cm)、 口径9.lcm(平均9,lcm)を はかる。20～23は、口縁部に

2段ナデを施すもので、器高1.5～ 1,7cm(平均 1.6cm)、 口径8.8～ 9,7cm(平均9。 lcm)を はかる。
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24 回転台
|   ´

´＼
ビゴく亀5吉備系

0                                     20cm

第66図  区画清 2西 出土遺物 (1:3)

なお、20も胎上に雲母を含むことから、搬入品の可能性がある。24の 回転台土師器小皿は器高

1.4cm、 口径8.8cm前後をはかる。底部に回転糸切 り痕が残る。瀬戸内以西の搬入品と考えられる。

25は吉備系土師器碗の底部である。高台径は3.4～ 4.Ocmを はかる。26は スタンプ未製品である。

高さ2.2cm、 印面の全長5.5cm前後、幅2.2cmを はかる。滑石製石鍋を原材とする2次加工の未製品

である。

区画清 2東 出土遺物 1の和泉型瓦器碗は器高4.0～ 4.6cm、 口径 14.6～ 15,Ocmをはかる。見込
みに平行線状暗文を施す。Ⅲ-2期である。 2の楠葉型瓦器碗は、口径 12.6cmを はかる。内外面
とも風化し、調整は不明である。 3の龍泉窯系劃花文碗は、口径14.2cm前後をはかる。 5の土師
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3.調査の成果
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0                            20cm

第67図  区画溝 2東 出土遺物 (1～ lo l:3、 11 1:4)

8は器高1.45cln、 日径9.Ocmを はかる。口縁端部を内反気味につまみ上げ、 2段ナデを施す。 9は

器高 1.3cm、 口径9.4clnを はかる。口縁部に 1段ナデを施す。10は器高1.6cm、 口径8.75cmを はかる。

2段ナデの可能性がある。11の東播系須恵器こね鉢は、日径30.Ocm前後をはかる。

区画溝 3 調査区南東で検出した建物群 2東端を区切る区画溝で、区画溝 2に接続する可能性
がある。区画溝 3は、一部調査区外にあるが、掘削部分の状況から、幅約1.5m、 深さ0.45mを は

かり、「V」 字状の断面形状を呈することが考えられる。区画溝 3は 3層 に大別できるが、いずれ

も自然堆積土である。なお、区画溝 3の中層からは、完形品を含む多量の遺物が出土した。

区画清 3 出土遺物 1～ 7は和泉型瓦器碗で、器高は4.4～ 5,CJcm、 口径 14.4～ 15,4cmを はかり、
見込みに平行線状の暗文を施す。 6のみ体部外面に粗雑なヘラミガキが施され、Ⅱ-2期 となる
が、他はすべてⅢ-1期 となる。 8は内黒の黒色土器碗で、高台径4.Om前後をはかる。見込みに

格子状のような暗文を施す。成形に回転台を用いず、器壁が薄いことから近江の可能性がある。

同地域における特徴的なヘラミガキとは異なるため、他地域産の可能性が残る。 9は楠葉型瓦器

碗で、口径14.Ocm前後をはかる。外面に粗雑な分割ヘラミガキを施し、内面のヘラミガキにも隙

間が見られることから、Ⅱ-3か 2期 と考えられる。lo～ 13は土師器大皿である。器高は2.5cm前

後、口径は10が13.8cm前後となるほかは、14.5cm前後をはかる。このうち、10は内反気味に口縁

端部を立ち上げるように、2段ナデを施す。胎土に雲母の砂粒を含むことから搬入品の可能性が

器大皿は、器高2.lcm、 国

径 15.Ocm前 後をはかる。

口縁端部を内反気味につ

まみ上げるようにナデを

施す。胎土は精良で器壁

も薄 く、京都系の可能性

がある。 6の 回転台土師

器杯は、器高3.3～ 3.5cm、

口径15.Ocm前後をはかる。

底部に回転糸切 り痕が残

る。体部下半に多段ナデ

が施される。高知県付近

に類例が指摘されている。

7の瓦器皿は器高 1.8cm、

口径8.8cmを はかる。見込

みから体部下半に、連結

輪状暗文が施される。 8

～10は土師器小皿である。
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ある。13も 灰白色の精良な胎土を用い

られ、器壁を薄く仕上げていることか

ら京都産の可能性がある。外面に赤色

塗彩の痕跡がある。14は コースター型

の皿で、伊野分類 Cタ イプに属する。

器高1.2cm、 体部径9.8cmを はかる。15

の上師器脚付 き皿は、高台径6.Ocm前

後をはかる。16～ 19は瓦器小皿で、そ

れぞれの器高は2.0～ 2.4cm(平均

2,lcm)、 口径は8。8～ 9.3cm(平均9.Clc14)

をはかる。見込みには平行線 (17・ 18)

または連結平行線状 (16・ 19)の暗文

を施す。20～ 31は土師器小皿で、20～

23は端部をつまみ上げて面取 りする。

器高1.3～ 1.8cln(平均8.8cm)を はかる。

24～ 27は 口縁端部を内反気味に立ち上

げ、側面を面状に成形する。器高 1.2

～1.6cm(平均 1.4cm)、 日径は8.6～

9,lcm(平均8.8cm)を はかる。28～ 31

は口縁に 1段ナデを施す。器高 1.2～

1.9cm(平均 1.5cm)、 口径は8.8～ 9,lcm

(平均9.Ocm)を はかる。32の東播系須

恵器小型鉢は、器高4.5cm以上、口径

17.8cm前後をはかる。33の須恵器皿は

口径13.2cm前 後をはかる。胎土に砂粒

を多く含み、既知の須恵器とは異なる。

産地は国内と考えるが、詳細は不明で

ある。34は瀬戸系の山茶碗で口縁部か

ら2.8cm以上、口径は16.6cm前後をは

かり、端部はやや外反気味に立ち上が
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第68図 区画溝 3遺物出土状況 (1:20)

る。胎土は良質で、内面には自然釉がかかる。35は 白磁碗で口径は17.8cmを はかる。V類の可能

性がある。36～ 38は 白磁皿Ⅲ類で、36は見込みに蛇の目釉剥ぎを施す。いずれも口径10cm前後、

器高2.5cm前後をはかる。39。 40は 白磁皿V類で、39は器高3.Ocm、 口径10.6cmを はかる。41の硯

は全長9.Ocm、 幅は4.Ocmを はかる。母材となる石材に面取 りなどを十分に行わず、簡易な加工に

鯉

-61-



3.調査の成果
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第69図 区画清 3
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47
東海系

輸入

49 掲XfH

0                           20cm
45

第70図 区画溝 3 出土遺物 2(1:4)
とどまる粗製品である。42の上師器鍋は口径32.2cm前後をはかり、体部内外面に粗いハケを施す。

口縁部は外反気味に屈曲し、外面に粗雑な横ナデを施す。43の瓦質土器羽釜は、口径は23.2cm前

後をはかる。口縁部は内反気味に立ち上がるもので、脚付きと考えられる。44の上師器羽釜は、

日径30.2cm前後をはかる。口縁部は直線的に立ち上がり、ナデにより段を施す。45は東播系須恵

器甕で、回径27.4cm前後をはかる。46の須恵器鉢は口径22.Ocm前後をはかる。体部から直立し、

日縁端部はやや外反する器形を呈する。胎上に中粒砂を多く含み、明らかに東播系須恵器や東海

産のものとは異なるが、産地は明確ではない。471よ東海系のこね鉢で、高台から4.6cm以上、高

台径11.6cm前後をはかる。尾張産と指摘されている。48は陶器の蓋で器高4。 lcm以上をはかり、直

径20cm程度のものと推定される。天丼部を白色釉らしきもので施釉する。貿易陶磁であることは

疑いないが、逆U字状に取 り付けられたつまみなどの特徴は、類例が知られていないため、産地
は不明である。49の褐釉陶器壼口縁部は、口径 15。2cm前後をはかる小型品で、水注となる可能性

もある。

以上の出土遺物から、区画溝 3の 中心時期は和泉型Ⅲ-1期 となるが、若干Ⅱ-2期に遡る瓦
器や古相を示す大皿も含まれることから、溝の機能した時期は12世紀前半～末までの長期におよ

ぶものと考える。

工.その他の遺構について

以上、 1区における主要な遺構、遺物について述べたが、このほかにも多数の上坑、柱穴力`検
出されている。特に柱穴については、今後新たに建物が復元される可能性もあり、時期を検討す

る上でも必要と考え、掲載することにした。以下、各遺構の出土遺物を第71～73図 に掲げた。

４６
謎

て琵7~
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3.調査の成果

彩 ふ1              7
0                  5 cm

第71図  そのほかの上坑 出土遺物 (1～ 7 1:3、 8,9 1:2)
そのほかの上坑 出土遺物 土坑27か ら出上した 1の龍泉窯系劃花文碗は、器高5.8cm以上、口

径16.4cm前後をはかる。 2・ 3は土坑25か ら出土した。 2の土師器小皿は器高1,1～ 1.3cm、 口径

9.6cmを はかる。口縁部に 1段ナデを施す。 3は脚付きの土師器小皿である。残存高1.8cm、 高台

径4.8cmを はかる。土坑34か ら出土した4は土師器小皿である。器高1.3～ 1.6cm、 口径9.Oclnを はか

る。 5。 6は土坑35か ら出土 した。 5の楠葉型瓦器碗は器高3.4cm、 口径H.6cm前後をはかる。

Ⅲ-3期 と考えられる。 6の上師誰ヽ 皿は器高1.2～ 1.5cm、 口径8.1～ 8.2cmを はかる。内外面とも

風化し明確ではないが、口縁端部はつまみ上げ、側面を面取 りする。土坑19か ら出土した 7は、

施釉陶器小型壼の体部で、顎部との接合部にあたる。顎部径は5,6cm前後をはかり、小型あるいは

ミニチュア製品である。古瀬戸の可能性がある。土坑33か ら出土した 8の 白磁合子身は器高1.5cm

以上、口御 .8cm前後をはかる。土坑16から出上した 9の青白磁合子身は残存高1.7cm、 日径5.4cm

前後をはかる。

そのほかの桂穴 出土遺物 1～ 4は SP-347の柱痕部分から重なった状態で出土した和泉型

瓦器碗である。器高4.0～ 4.5cm(平均4.3cm)、 口径 14.6～ 15,3cm(平均 14.9cm)を はかる。見込み

は、 1が連結輪状暗文を施す以外、平行線状暗文となる。Ⅲ-2期である。 5。 46は SP-291か

ら出上した。 5の和泉型瓦器碗は器高4.05cm、 日径 14.4～ 14.6cmを はかる。見込みに平行線状暗

文を施す。Ⅲ-3期である。46の上師器羽釜は日径32.6cm前後をはかる。日縁部は内傾し、外面

中位に段をつける。 6は SP-234出土の和泉型瓦器碗で、器高3.1～ 3.2cm、 口径13.3cm前後をは

かる。見込みに平行線状暗文を施す。Ⅳ-1期である。 7・ 8。 48は SP-330か ら出土した。こ

のうち 7・ 8は和泉型瓦器碗である。 7は器高4.lcln、 口径 14.4cm前後をはかる。見込みに平行線

状暗文を施す。口径の復元には検討の余地を残す。Ⅲ-3期 と考えられる。 8は器高4.5cm、 口径

16.Ocm前後をはかる。風化が著しく、調整等は明確ではない。Ⅲ-1期頃と考えられる。48の上

師器羽釜は、回径43.Ocm前後をはかるが、口径の復元には検討の余地を残す。口縁部はほぼ直立

し、側面に強いナデで、 1条の凹線が施される。 9～ 12は、 SP-250'251か ら出土した。 9の

和泉型瓦器碗は器高4.8～ 5,Ocm、 日径 15.Ocmを はかる。見込みに平行線状暗文を施す。Ⅲ-1期

である。lo～ 12は土師器小皿で器高1.4～ 1.6cm(平均 1.5cm)、 口径8,7～ 9,Ocm(平均8.9cm)を は

かる。いずれも口縁端部をつまみ上げ、側面を面取りする。 13。 14は SK-43か ら出土した。遺

-64-



第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

構名称は土坑であるが、大型の柱穴である。13は 口禿の白磁皿で、口径10.8cm前後をはかる。14

の土師器小皿は器高1.2～ 1.5cm、 口径8.8～ 9.2cmを はかる。口縁端部をつまみ上げ、側面を面取り

する。15は SP-213出土の青白磁皿で残存高2.3cm、 高台径5.4cm前後をはかる。内面に櫛書き文

様を施文する。底部だけが出土したにとどまり、全体は判然としないが、中型品となる可能性が

考えられる。16は SP-260出上の同安窯系青磁皿で、器高2.2cm、 口径11.Ocm前後をはかる。17

はSP-144か ら出上した大和型瓦器碗で、口径13.4cm前後をはかる。外面に粗雑な分割ヘラミガ

キが、内面のヘラミガキは隙間が大きくなっている。Ⅲ一☆ (古)期 と考えられる。18は SP―

1出上の大和型瓦器碗である。器高3.7cm以上となる。外面は分割ヘラミガキか明確ではないが、

内面のヘラミガキの隙間は大きい。19・ 20・ 47は SP-405か ら出土した。19の大和型瓦器碗は、

回径12.8cm前後をはかるが、歪んでいるため口径の復元には検討の余地を残す。Ⅲ―A(古)期

と考えられる。20の上師器小皿は器高1,2～ 1.6cm、 口径8.0～ 8.2cmを はかる。口縁端部を面取りに

する。47の上師器羽釜は、日径32.Ocm前 後をはかるが、口径の復元には検討の余地を残す。口縁

部は内傾するが、端部はやや外反する。21・ 22は SP-232か ら出上した土師器 IIヽ皿である。21は

器高1.7cm、 口径8.6cm前後をはかる。口縁部に 1段ナデを施す。底部にムシロ痕をとどめる。胎

土が異なり、搬入品の可能性がある。22は器高1.4cm、 口径8.6～ 8.8cmを はかる。23は SP-83出

土の白磁碗で、口径19,Ocm前後である。V類 と考えられる。24は SP-337か ら出上した白磁Ⅳ類

碗で、高台径5.2cm前後をはかる。25は SP-85か ら出土した脚付きの土師器大皿で、残存高

3.5cm、 高台径 11.6cm前後をはかる。26は建物 3と の関連が考えられるSP-409か ら出土した土

師器小皿で、器高1.2～ 1.4cm、 口径8.2cmを はかる。口縁端部をつまみ上げ、側面を面取 りする。

27は SP-240出 土の土師器小皿である。器高1.5cm、 口径8.8～ 9.Ocmを はかる。口縁端部をつまみ

上げ、側面を面取りする。28～30'45は、建物 1礎石直下のSP-283か ら出土した。28の東播系

須恵器碗は器高3.2cm以上、口径16.4cm前 後をはかる。29の和泉型瓦器碗は器高3.6cm、 口径

13.2cm前後をはかる。見込みに平行線状暗文を施す。Ⅳ-1期である。30の上師器大皿は器高

2.4cm、 口径12.4cm前後をはかる。口縁端部はややつまみ上げ、面取りをする。45の土師器羽釜は、

口径31.2cm前後をはかる。口縁端部が屈曲し、外方へ開く。31・ 32は、 SP-323か ら出上した。

31の上師器大皿は器高2.5crn、 口径14.4cm前後をはかる。口縁部に 1段ナデを施す。32の土師熙ヽ

皿は器高1.4cm、 口径9.Ocm前後をはかる。口縁部に 1段ナデを施す。33は SP-326出 上の上師器

大皿で、器高2.6cm、 口径14.4cm前後をはかる。口縁部に 1段ナデを施す。34は SP-423出上の

瓦器皿で器高2.Ocm以上、口径は 8.6～ 8.8cmを はかる。35は SP-303出上の上師器小皿で、器高

1.6cm、 口径8.2cm前後をはかる。口縁端部を面取りにする。36は SP-300出土の上師器小皿で、

器高1,Ocm以上、回径10,4cm前後をはかる。口縁部には 1段ナデを施し、端部は外反する。瓦器皿

が被熟したものとなる可能性もあるが、ミガキなどはみられず判断しにくい。37は SP-62か ら

出土した土師器小皿で、器高1.3cm、 回径8.2～ 8.4cmを はかる。口縁部に1段ナデを施す。38は S

P-404から出土した土師器小皿で、器高1.2cm、 口径8.5～ 8.6cmを はかる。口縁端部をつまみ上
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3.調査の成果

17 大和

ψ ―

そのほかの柱穴 出土遺物 1(1:3)

15青白磁

第72図
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?        3♀
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第73図  そのほかの柱穴 出土遺物 2(33～38 1:

υ                            20cm

3、 39  1 1 2、  40-48  1 : 4)
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3.調査の成果

げ、側面を面取りにする。39は、 SP-241か ら出土した石鍋ミニチュア製品で、器高1.4～ 1.6cm、

口径3.lcm前後をはかる。40・ 41は SP-406か ら出土した東播系須恵器こね鉢である。401よ器高

7.2cm以上、口径30.4cm前後をはかる。41は器高6.lcm以上、日径28.Ocm前後をはかる。いずれも、

内面に板ナデを施す。40は 口縁端部上方を拡張し、41は端部上下端をやや拡張する。42は SP―

179出土の東播系須恵器こね鉢である。出土状況から、根石代わりに転用されたものと考えられる。

器高10.25cm、 日径28.Ocm前後をはかる。口縁部は、やや玉縁状に肥厚する。43は SP-253出 土

の東播系須恵器こね鉢である。残存高6.8cm、 底部径 7.6cm前後をはかる。44は SP-lo5出 土の

瓦質土器羽釜で、口径21.9cm前後をはかる。脚付きになる可能性が考えられる。

(3)2区 の調査

2区からは、入り江と水路 4条からなる港湾関連遺構を検出した。

入り江 2区における遺構検出面の標高は、 1区 (北部第 2層第 2面 。標高0.4～ 5m)か ら約

lmほ ど低く、平均 -0.5mを 測る。基本層序で指摘したように2区のほぼ全域が止水環境にあり、

地形的に入り江と判断した。入り江は、第 3層 と第 2層の層厚から水面の標高は-0。2～ 0.3m、 水

深0.340,4m程度と考えられる。なお、入り江の範囲は (仮称)「庄本村絵図」 (江戸時代)におけ

る沼地などの記載と中世的な字名の分布から、庄本町 2丁目・島江町 1丁目付近 (字堂の前・段

之内の間、また字地蔵田・池の尻の間、地蔵田の東～南辺・西辺、字塚本 。新家間の水路沿い)

に広がる可能性がある。また、入り江の南方から神崎川・猪名川合流点付近 (嶋田 。東嶋田・丁

田の南方)にかけては先の絵図に水路が示されていないことや、その後の地籍図では字界が不整

形で、字名に中洲あるいは微高地に由来する可能性がある「島」のつくものがみられることから、

1 オリーブ灰色 (2 5CY6/1)極 細粒砂 (耕作土)南側に土器 陶磁器を含む。
2 灰色 (N6Ю )シ ル トに灰色シル トを層状に含む。 (耕作土 )
3 オリープ灰色 (25CY6/1)シ ル ト (細粒砂 を含む。)マ ンガン等が沈着 し、
堅級。 (陸化後の耕作土 )

4 灰色 (N4～ 5/0)シル ト～粘土ブロック間に同色細粒砂 を含む。 (埋め立て土 )
5 灰色 (N4/0)同色系細～中粒砂に同色系シル トブロックを含む。 (埋め立て
上 )

6 灰色 (N4/0)シル ト (腐植土)南側に極細粒砂が層状に堆積する。
フ オリーブ灰色 (2 5CY5/1)極 細粒砂 同色系ンル トブロックを多 く含む。
8 オリーブ灰色 (2 5CY5～ 6/1)シル ト 層上部に踏み込み状に灰色 (N4/0)
細 ～中粒砂が堆積する。層下部に瓦大型片 土器 胸磁器を含む。棲息状態の
貝化石を含む。

9.オ リーブ及色 (25CY5～ 6/1)シ ルト 層南側から灰色 (IN4/0)細 ～中粒砂
が層状に堆積する。層下部に瓦大型片 土器 陶磁器を含む。棲息状態の貝化
石を多く含む。

10.青灰色 (25BC6/1)シ ルト～粘土 同色系極細粒砂力司詈状に堆積する。
11 青灰色 (2 5BC5/1)シ ルト～粘土 同色系極細粒砂力剌冒状に堆積する。
12 暗灰色 (N3/0)中～細粒砂に同色系シルトプロックを含む。植物遺体 土
器 石を含む。
13.暗灰色 (N3/0)中～細粒砂に同色系シルトプロックを多く含む。植物遺

体 土器 瓦などを含む。
14 オリーブ黒色 (75Y3/1)中 ～粗粒砂 同色系シルトブロックを極少量含む。
石 礫を含む。

第74図 水路 1東壁面断面図 (1:50)
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中世前期の段階では、神崎川・猪名川の旧河道の一部が沼沢として名残をとどめ、その周囲に低

湿地が点在する景観が予想される。また、庄本南水門周辺に船溜まりがあることから、庄本悪水

路が入り江の出入口になる可能性も考えられる。

水 路 2区からは4条の水路を確認している。このうち、鎌倉時代に機能した水路は、水路
1・ 3の 2条である。なお、水路は第 4層上面から掘削されるが、周辺に耕作痕や集落関連遺構

が全 くなく環境に大きな変化がみられないことから、掘削当初から水面下に存在したものと考え

られる。水路の掘削は潮位の干満や、渇水期を選んで行ったことが想定できるが、その実態につ

,ヌ

16 滑石

第75図 水路 1上～中層 出土遺物 1(1:3)
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3.調査の成果

いては明確ではない。

水路 1 2区南端で検出した、東西に伸びる水路である。その南側は第 1区北側建物群に接し、
調査区東端で南方へ屈曲する可能性がある。

水路の幅は約4.0～ 4.2m、 掘削深度0.85m(水深約1.25m)を はかる。水路内の埋土は大別 3層

に区分されるが、いずれも自然堆積土である。上～中層は入り江内の第 3層腐植土と共通し、あ

まり遺物を含まない。下層も上～中層と大きく変わらないが、水路西端では中層との間に決水に

伴う青灰色シルト層が堆積することから区分できる。上層～中層には遺物を多く含まないものの、

下層からは16世紀末～17世紀初め頃の遺物が比較的まとまって出上した。また、最下層は細～中

粒砂を主体とし、上～下層とは明確に異なる堆積土となる。水路肩側では中位くらいまで堆積し

ていることから、後世の浚渫により掘り返されたものと考えられる。同層からは中世前期の遺物

暑

=_ヽ
と ―

音

第76図 水路 1上～中層 出土遺物 2(1:4)
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第77図 水路 1上～中層 出土遺物 3(1:4)
がまとまって出土したが、完形品などは含まれていなかった。

なお、下層と最下層の間には明確な時期差があることから、鎌倉時代に使用された水路を戦国

時代に再利用したことが考えられる。その後、水路の西側が洪水で埋没し、江戸初期にはほぼ廃

絶したことが推定される。

水路 1上～中層 出土遺物 1～ 4は中国製青磁椀である。 1は口径13.4cmを はかる。口縁部
外面に雷文帯が施される。 2の細連弁文碗は、高台径3.3cmを はかる。 3は無文で、高台径は

6.Ocm前後をはかる。 4は見込みに草花文を施文するもので、 高台径6.4m前後をはかる。内面の
風化は著しいため、施文の詳細は十分明確ではない。 5・ 6は瀬戸美濃焼天目茶碗である。 5は

器高5,9cm以上、日径11.8cm前 後をはかり、体部下半まで鉄釉を施す。器壁が薄い。 6は器高

4.7cm程度、口径10.4cm前後をはかる。胎土は黄灰白色で、土替えを行っている。 7の瀬戸美濃焼

鉄釉輪花皿は器高2.6cm、 口径10.7cmを はかる。 8の瀬戸美濃焼灰釉皿は器高2.3cm、 回径10.8cm

前後をはかる。 9の肥前系陶器天目茶碗は、口径 11.4cm前後をはかる。内外面ともに鉄釉を施す。

10～ 13は肥前系陶器皿である。loは残存高1.9cm、 高台径5。 lcm前後をはかる。底部内面に砂目痕

3カ所がある。11は器高3.6cm、 口径は 11.4cm前後をはかる。見込みに胎土目痕 4カ所がある。

12は器高3.6cm、 口径12.8cm前後をはかる。見込みに胎土目痕がある。13は残存高2.7cm、 高台径

5.Ocmを はかる。見込みに胎土目痕がある。14の楠葉型瓦器碗は、残存高4.3cm程度をはかる。体

部外面にヘラミガキはなく、内面のヘラミガキは隙間が目立つ。Ⅲ-1期 と考えられる。最下層
からの混入品である。15の肥前系陶器大皿は残存高8.2cm、 口径40.2cln前後をはかる。16のスタン

４

―‐劇

＼

百  

〈
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3.調査の成果

プ未製品は横8.5cm程度、縦9.Om前後をはかる。つまみ部分の成形途中で廃棄したものと考えられ

る。原礫面から石鍋片の 2次加工品である。17は厚さ0.lmm前後の銅板を九めたもので、用途等

は不明である。長さ5.5cm、 幅3.3cmを はかる。18～ 21は備前焼悟鉢である。18は 口径31.Ocm前後

をはかり、回縁部側面に2条の凹線を施す。悟り目は櫛書きによる。19は 口径24.6cm前後をはか

り、口縁部側面はナデを施し、口縁下端部がやや突出する。20は残存高7.5cm、 底部径11.2cm前後

をはかる。櫛書きによる悟り目を施す。21は器高11,Ocm前後、口径25,4cm前後をはかる。内面は

摩耗している。22の丹波焼悟鉢は残存高5,7cm、 底部径12.Ocm前後をはかる。 1本書きの指り目で

ある。23の中国製陶器壷は、頸部径20。Clm前後をはかる。器壁は薄く、内外面に褐色釉を施釉する。

24の備前焼水屋甕は、顎部 ?径32.Ocm前後をはかる。25の上師器羽釜は器高6.lcm以上、口径

31.6cm前後をはかる。播磨型のもので、体部にタタキを施す①鍔は突帯状に退化している。26の

瓦質土器羽釜は器高8.7cm、 日径23.4cm前後をはかる。体部外面にヘラケズリを施す。27の備前焼

大型甕は、底部径56.2cm前後をはかる。底部径の復元には検討の余地を残すが、大型製品となる

ことは明らかである。28～ 32は、鬼瓦の一部である。破片のため、30が頭部正面の部位となるほ

かは、それぞれの部位、上下関係などは不明である。意匠上の特徴から、南都系の可能性がある。

33・ 34は巴文の軒丸瓦瓦頭である。33は瓦頭面の直径 13.7cm、 瓦頭の厚さ1.8cm前後をはかる。35

の軒平瓦は瓦頭面の長さ22.8cm、 瓦頭面の幅4.2cm前後をはかる。唐草文である。

これら上～下層の出土遺物をみると、最上層付近で10の砂目痕と伴う肥前系陶器皿が出土して

いる以外は、概ね16世紀後半～末の遺物を中心とする。また、青磁碗の中には16世紀以前ものも

若干含まれていることから、水路 1が再び機能しはじめるのは、16世紀前半 くらいまで遡る可能

性が考えられる。

水路 1最下層 出土遺物 1～ 5は和泉型瓦器碗である。 1は器高4.Ocm以上、口径15.2cm前後

をはかる。 2は器高4.lcm以上、日径15,4cm前後をはかる。いずれも、体部外面に粗雑なヘラミガ

キを施す。Ⅱ-2期である。 3～ 5は器高3.2～ 3.6cm(平均3.5cm)、 口径 13.4～ 13.5cm(平均

13.5cm)を はかる。見込みは平行線状の暗文を施す。高台は、粘土紐を巻き付けただけの粗雑な

ものである。Ⅳ-1期である。 6・ 7は楠葉型瓦器碗である。 6は 口径14.4cm前後をはかるが、

復元には検討の余地を残す。体部外面にやや粗雑な分割ヘラミガキが施されていることから、

Ⅱ-2期の可能性がある。 7は口径13.6cm前後に復元したが、検討の余地を残す。体部外面には

ヘラミガキがなく、内面のヘラミガキにも隙間が目立つことから、Ⅲ-1期 もしくは2期 と考え

られる。 8の大和型と考えられる瓦器碗は、口径 14.Ocm前後をはかる。細片のため、調整は明確

ではないが、外面にヘラミガキは施された可能性は乏しい。Ⅲ期と考えられる。 9の瓦器皿は器

高1.1～ 1.4cm、 口径9.2cm前後をはかる。内面に粗雑なヘラミガキを施す。loo Hは土師器大皿で

ある。10は器高2.5cm、 口径13.2cmを はかる。曰縁部に 1段ナデを施す。11は器高2.3cm、 口径

11.2cm前後はかる。口縁端部を面取 りする。12～ 15は土師器小皿である。12は器高1.3cm、 口径

8.2cm前後をはかる。口縁端部をつまみ上げて 2段ナデを施す。13は器高1.2cm、 口径 9,Ocm前後を
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査
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第78図 水路 1最下層 出土遺物 1 (1:3)

1 0cm

はかる。14は器高1.6cm、 口径9.6cmを はかる。13・ 14は ともに口縁部に 1段ナデを施す。15は器

高 1.4cm、 口径9.2cm前後をはかる。口縁端部をつまみ上げて 2段ナデを施す。16～ 18・ 201ま白磁

Ⅳ類碗である。16は 口径18.Ocm前後をはかるが、復元には検討の余地を残す。17は口径17.6cm前

後をはかる。18は高台径6.Ocm前後、20は高台径7.Ocm前後をはかる。19は 白磁Ⅱ類 ?碗で、高台

径5,Oc血前後をはかる。21の 白磁 V類碗は器高6.6cm以上、高台径5.Ocm前後をはかる。22の龍泉窯

系連弁文碗は、高台径5.6m前後をはかる。 23・ %は、備前焼壼である。23は残存高11.2cm、 底部

径 11.2cln前後をはかる。24は残存高6.2cm、 底部径 12.Ocm前後をはかる。口頸部以上が出土してい

ないため、時期は明確ではない。25は褐釉陶器壼は残存高6.Ocm、 高台径12.4cm前後をはかる。26

の常滑焼奏は残存高5,Ocm、 底部径13.Ocm前後をはかる。27～29は施釉陶器壼体部の破片である。

器壁は5mm前後と非常に薄く、胎上には石英砂が多 く含まれる。体部外面には、 3条単位の波状

文を施し、白下地の上から施釉する。釉は暗オリーブ色に発色するが、表面の風化が著しく、波

状文は目視 しにくい。類例は確認していないが、中国製の大型品となる。30の土師器羽釜は、口

径36.Ocmを はかる。日縁端部が屈曲し、上方へ立ち上げるもので、口縁部外面に強いナデで段を
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第79図 水路 1最下層 出土遺物 2(23～32 1:4、 33・ 34 1:2)
形成する。31の瓦質土器こね鉢は、口径33.Ocmを はかる。内外面とも板ナデを施す。32の東播系

須恵器こね鉢は、底部径 10.Ocm前後をはかる。33の硯は長さ5.Ocm以上、幅2.7cm、 厚さ1.4cm前後

をはかる。 2室に分かれるタイプで、滑石を母材とする。34の責釉陶器盤は、残存高2.3cln以上を

はかる。外面は露胎し、内面に鉄釉で施文する。

以上、出土遺物のうち、和泉型瓦器碗をみるとⅡ-2期～Ⅳ-1期 までの遺物を中心としてい

る。遺物の時期幅は、 1区第 2層～第 3層上面における集落の時期と対応し、それ以後のへそ皿

などがみられないことや水路 3の廃絶が同時期であることから、水路が一時期使用されなかった

可能性もある。また、16世紀の段階では、石塔や柿経の可能性がある経文の一部を墨書した木札、

鬼瓦等の瓦類が出土していることから、周辺に寺院が存在 した可能性が高い。寺院は、出土した

瓦から16世紀後半には建立されていた可能性が考えられる。

水路 2 2区 北部で検出された、北方へ伸びる水路である。水路の幅は掘削面で2.5m、 水深
1.25mである。検出部分における全長は6.2mを はかり、調査区北方で水路 4と合流する可能性が

ある。水路の南側が途絶するのは、通路としての機能を考える上でやや疑間の生じるところであ

るが、水路 4の支線と解釈するならば、回避所あるいは船止めとして機能したと考えることも十

分可能であり、問題視するほどの矛盾にはならない。

D)ド

 ` 1ヽ/1
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水路2

1 仄色 (75Y4/1)シ ルト 礫を獲少量合も。
2.オ リーテ黒色 175Y3/1)細粒砂 石 ,礫を含む。
3.オ リーブ黒色 (75Y3/2)シルト～極lkm粒砂 石 i藤・土器・晦磁器を
含む。
4.灰色 (75Y4/1)シ ルト～粘土 濃を少量含む。上寿・的機器・植物遺
体などを含む。
5.灰オリープ色 17.5Y52)シ ルト 灰色 05Y5/11細粧砂～中粒秒穂樹唇
状に堆穣するぉ土器 陶機器 :植物遺体などを含む。
6.瓜色 (loY5/1)シ ルド～措土 灰色 (10Y6/1)極細粒砂が層状に堆積
する.。 終物遺体・晦機器な|どを少畳含む。
ア.暗緑灰色 17 5CY3/1〉 極細粒砂～シルト 明オリーブ灰色 t25GY7/1)
細粒砂凝 Aに増償する。植物遺体・陶磁器などを少量含む。
8.暗ォリープ灰色 (2 5CY4/1)極細粒砂～シルト 礫～石 ,植物遺体
木材・土器 陶磁器類などを含む。
9.灰色 (10マ守1)シルト～極細粒砂 灰色 (loY6/1)細泣砂が層状に堆
積する。

第コ章 庄本遺跡第1次調査

水路4

0               2m

10.灰色 (10YS/1)シルト～粘土
11.灰o(■5Y5/1)揮紳粒砂 シルトブElッ クを少量含む。土器小型片を
極少量含む。
12.暗緑灰色 175GY3/1)極細避砂～ンルト 明オリーブ灰色 12.50弯/1)
細粒砂が層状に堆積する。植物過体・的機器などを少量含む6
13.オ リーブ仄色 (,cY5/1)極紐粒砂ヽンルト 明オリープ灰色
12 5CY7/1)細粒枷 却唇状に堆積する。植物遺体・陶磁器な―ど少量含む。
14.明黄褐色 125Y5/61細 粒秒 (シルト含む。)
15.灰 オリープ色 05Y5/21細～極紙粒砂
17:暗 オリープ灰色 12う CY3/1)均質な粕土
18.暗緑灰色 (7づGY4/1)極細粒砂～シル ト (腐植土)枢物遺体・獣脅な
どを含む。 (入 り江堆穣土)

19「 暗緑灰色 (locY4/1)シ ルト (腐植土)オリーブ灰色 15CY5/1)細粒
砂が層状にお穣する。
20.暗緑医色 (71箕V班)細粒秒 植物遺体を含む。

ィ

汀

＼

十

１

１

第80図 水路 2・ 4平面・断面図 (1:50
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3.調査の成果

第31図 水路 2 出土遺物
(1～ 6 1:3、 7～ 11 1:4)

埋土は 2層 に大別できるが、腐植土

となることで共通する。このうち、上

層出土遺物は戦国末期～江戸時代前期

のやや新 しい時期 ものに限定される。

よって水路 2は水路 1再掘削後に水路

4の拡張として掘削され、入 り江埋め

立て直前まで機能した可能性がある。

水路 2 出土遺物  1。 2は肥前系

陶器碗である。 1は器高6.9cm、 日径

11.4cmを はかる。 2は残存高3.Ocm、 高

台径4.6cm前後をはかる。 3の 中国製白

磁碗は、高台径5.Ocm以上をはかる。高

台内に「子」のような記号が墨書され

る。 4～ 6は 、肥前系陶器皿である。

4は器高3.2cm、 日径11.5cmを はかる。

見込みに胎土目痕がある。 5は残存高

2.5cm、 高台御 .4cm前後をはかる。目跡

は確認できないが、畳付に砂目痕らし

き痕跡がある。 6は残存高2.4cm、 高台

径5.Ocmを はかる。見込みに砂目痕があ

る。高台内に「○」状の記号が墨書さ

れている。 7・ 8は丹波焼悟鉢である。

7は器高17.Ocm、 口径26.Ocm前後をはか

る。内面に櫛書き8条の情り目を施す。

外面は押圧痕を残す。 8は残存高7.8cln、

底部径12.4cm前 後をはかる。内面に櫛

書 き5条単位の指 り目を施す。外面は

押圧痕を残す。 9の備前焼橋体は残存

高4.5cm、 底部径12.2cm前後をはかる。

内面に、櫛書き11条単位の情 り目を施

す。10の 瀬戸美濃焼徳利は、底部径

8.Ocm前後をはかる。体部外面に鉄釉を

施す。底部はケズリ出して蛇ノロ高台

とする。11の鬼瓦片は、部位・上下関

⑩
(〔i:う〉 中国

1 0cm
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

係等不明である。水路 1上～下

層出上の鬼瓦片を同一個体 と考

えられる。

水路 3 調査区西端で検出し

た、北方へ伸びる溝である。遺

構の大半は調査区外にあるため、

その規模などについては明確で

はないが、検出部分から全長7.0

m以上、幅1.Om以上、深さ0,7m

以上となる。埋土は、 3層程度

に区分できる。下層は腐植土、

中層は洪水などによる水成層で、

ともに遺物は含まれない。上層

も自然堆積土となるが、多数の

遺物を含む。

水路 3は、調査区北西の一段

高 くなったところに掘削されて

お り、水路の西側は集落が立地

する微高地となる可能性が考え

られる。また、水路 3は調査区

北西隅で水路 4と 重複するが、

水路 4が新 しくなることが確認

されている。なお、第83図 に水

路 3上層から出上 した遺物を掲

載 した。これらの遺物から、水

路 3は 13世紀前半に廃絶したこ

水路3 土層
1.黄灰色 (25Y6/1)細 ～種細粒砂
2 褐灰色 (10YR5/1)極細粒砂 灰色シルトブロックを
多 く含む。

3.褐灰色 (10YR4/1)極細粒砂 灰色シルトプロックを
多 く含む。 炭 土器を多く含む。
4.黒褐色 (loYR3/1)シ ルト 炭を少量含む。
上器を多く含む。

5=褐灰色 (loYR6/1)極細粒砂 ンル トブロックを含む。
6 褐灰色 (10YR6/1)極細粒砂～シルト
7,掲灰色 (10YR5/1)シ ルト～枢細粒砂
8.灰色 (10Y4/1)シ ル ト～極細粒砂
9 灰色 (loY4/1)シ ル ト～極細粒砂
10 灰責褐色 (10YR,2)ン ルト～極細統砂

ｑ、

第32図 水路 3平面。断面図 1:20)
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3.調査の成果

3

第83図 水路 3 出土遺物 (1～20 1:3、 21～25 1:4)

とが考えられる。

水路 3 出土遺物 1～ 6は和泉型瓦器碗で、器高4.0～ 4.4cln(平均4.lcm)、 口径 13.8～ 14.8cm

瓦 器

r20 青磁
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第Ⅱ章 庄本遺跡第 1次調査

(平均14.2cm)を はかる。いずれも見込みに平行線状の暗文を施し、高台は粘土組を巻き付け、軽

くナデただけにとどまる。Ⅲ-3期である。 7～ 9は土師器大皿で、器高2.4～ 2.6cm(平均2.5cm)、
口径 12.9～ 13.lcm(平均13.Ocm)を はかる。このうち、 7・ 8は端部を面取 り、 9は端部をつま

み上げ、側面を面取りする。lo。 11は瓦器皿である。loは器高1.7cm、 口径9.0～ 9,3cm、 11は器高

1.8cm、 日径9.0～ 9.lcmを はかる。ともに、見込みに格子文状暗文を施す。12～ 19は土師器小皿で、

器高1.3～ 1.5cm(平均 1.4cm)、 口径8.1～ 8.9cm(平均8.5cm)を はかる。口縁端部を面取りするも

のが主体となるが、12・ 16・ 18は 口縁端部をつまみ上げ、側面を面取りする。20は龍泉窯系青磁

皿で、器高3.3cm以上、口径 12.6cm前後をはかる。内外面ともに無文である。21・ 22は東播系須恵

器こね鉢である。21は器高8.lcm以上、口径29.Ocm前後をはかる。内面に板ナデを施す。22は、残

存高3.4cm、 底部径9.2cm前後をはかる。内面には板ナデを施す。23は、十瓶窯の奏である。残存

高4.7cm、 底部径17.6cm前後をはかる。体部外面に格子ロタタキを施すが、底部近くは平行タタキ

痕が残る。被熱したのか、胎土は変色 しもろくなっている。24の土師器鍋は、残存部から器高

10.lcm以上、口径22.6cm前 後をはかる。口縁部は内反気味に屈曲して立ち上がり、受部を作る。

25の 瓦質土器鍋は、器高11.lcm以上、口径25.2cm前後をはかる。口縁部は屈曲して立ち上がり、

受部を作る。内面は板ナデを施す。外面には押圧痕が残る。26の土師器羽釜は、口径37.Ocm前 後

をはかる。日縁部は内傾 し、側面には強いナデで段が形成する。内面には横ハケカS施される。

水路 4 調査区北端で検出した、東西に伸びる水路である。水路 3を削平し、一部は水路 2と
重複する。水路 4と水路 2は、一連のものと考えられる。遺構の大半は調査区外にあるため、そ

1 0cm

第34図 水路 4 出土遺物 (1～ 7 1:3、 8・ 9
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4。 まとめ

以上となる。水路 4は、検出範囲が限定されており、規模・構造を明確にしがたいが、水路 1と

同様の機能を有する幹線であった可能性が想定される。水路 4は第84図の遺物から、第 2層 によ

る埋め立て時にはまだ機能し、埋没は17世紀後半以降と判断できる。

水路 4 出土遺物  1・ 2・ 4～ 6は、肥前系磁器碗である。 1は青磁で器高7.6cm、 口径
11,4m前後をはかる。底部から高台付近にかけて露胎する。 2・ 4～ 6は染付碗である。 2は、高

台径3.6m前後をはかる。 4は器高6.Ocm、 口径11.Ocm前後をはかる。くらわんか手の初期型となる。

5は残存高5,4cm、 高台径4.8cmを はかる。畳付け付近は露胎し、砂が付着する。 6は高台径4.4cm

をはかる。畳付け付近は露胎 し、砂が付着する。 3の肥前系陶胎染付碗は器高4.5cm以上、口径

10.2cm前後をはかる。 7の肥前系磁器皿は、高台径7.2cm前後をはかる。見込みに蛇の目釉剥ぎが

施される。 8は産地不明の悟鉢である。細片のため、法量は明確ではない。外面上部は施釉、下

半は露胎する。内面は櫛書きで橋 り目を施して施釉する。器壁は薄く、胎土に砂粒を多く含むこ

とから、中国製の可能性がある。 9の硯は縦8.Ocm以上、幅5.Ocm、 厚さ1,7cm前後をはかる。

以上、水路 1～ 4の水深は lm以上で、幅も川船の規模を下回るものではないものと考えられ

ることから、川船の航行には十分であり、これらの水路が岸近くまで川船が接近できるように掘

削したものと判断できる。遠浅の入 り江内に縦横に掘削された水路を伝い、岸際まで川船が往来

したのであろう。中世港湾集落における舟入り江の一角が具体的に示された遺構と言える。

切り株 水路 2の東側で出土した切り株である。樹幹の直径は0.4mを はかる。埋め立て土上層
面と同じレベルで切り倒されており、斧による切断痕が明確に確認できる。まだ、樹種の同定は

行っていない。樹木は、埋め立て時に伐採されたらしく、その周辺から木片が多数出上した。

4.ま とめ

今回の調査では、12世紀前半～13世紀中頃にかけての石鋼再加工を生業とする可能性が高い建

物群など集落の一部と、同時期の舟入 り江を確認するなど、中世港湾集落遺跡の実態を明らかに

する希有の調査となった。その結果、庄本遺跡が椋橋庄中心部で、また港湾集落であることを確

定するとともに神崎川・瀬戸内水運の中継点として重要な流通拠点とする文献による推定を裏付

け、「河尻」の一角が明らかになった点において、極めて重要な成果を得ることができた。

(1)第 1調査区における遺構の変遷

当調査区において、建物群が展開しはじめるのは和泉型瓦器碗Ⅱ-2期であり、遺跡は12世紀

前半に成立する。しかし、椋橋庄の初見は1048年であり、建物群との間に約100年の時期差がある。

その差が、調査区が立地する地形によるのか、あるいは荘園支配のあり方と集落形成の実態の格

差に起因するものか、明確ではない。今後、砂堆の形成がいち早く進んだであろう椋橋神社側で

遺跡範囲が追認されることで、この問題が解消されることを期待したい。

建物群が本格的に展開する12世紀後半になると、建物群 1・ 2が接して展開するように、やや

過密状態の集落景観が推測できる。また建物群 1の居住者が手工業者となることや礎石建物や廃
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第Ⅱ章 庄本遺跡第1次調査

棄遣構は、都市的な性格が予想される。一方、遠浅の入 り江に掘削された川船専用の水路は、遺

跡一帯で活発な流通活動が行われたことが想像できる。当調査区における遺構から、13世紀前半

にかけて、「町場」 と「舟入 り江」を併せ持つ港湾集落の景観が推測される。

しかし、このような状態は13世紀中頃に一転する。 1区壁面では、14世紀以降近現代にいたる

遺構面が確認されたが、13世紀後半以降に堆積する第1層内の各遺構面に、第 2層のような多量

の遺物を含む遺構などは確認できず、港湾集落としての特徴は見出しにくい。一方入り江内の水

路も、水路 3の埋没によって機能が低下し、その後13世紀中頃～16世紀にかけて、集落・入り江

の実態は不明瞭となる。このような動向は、尼崎市大物遺跡でも指摘されており、その背景に社

会的な変動が予想される。奇しくも承久の変後、内陸の諸集落では大型水路の掘削が行われ、集

村化への動きが現れはじめる時期であることとの関連も踏まえる必要があろう。

16世紀になると、再び水路 1が機能しはじめる。16世紀後半～末頃の遺物に鬼瓦などが含まれ

ていることは、付近に寺院が存在したことを示す。しかし、戦国期になって再び港湾集落が活性

化するのも束の間、「慶長年中」には猪名川筋では大型船舶の航行が困難となり、入り江も17世紀

初頭に埋め立てられ、そして耕地へと変化する。江戸後期に作図された可能性が考えられる (仮

称)F庄本村絵図』に描かれた沼地は、こうした入り江の名残を留めるものと判断される。以後、

庄本村は川港を有する農村へと変貌する。

(2)遺物からみた遺跡の性格
調査区において建物群・舟入り江が本格的に展開する12～ 13世紀前半にかけて、多彩な貿易陶

磁、国内各地の搬入品が含まれることが指摘できる。青白磁や施釉陶器の大型器種や国内搬入品、

硯の出土数、さらに面積あたりの遺物出土数を、小曽根遺跡などの平野部の集落と比較した場合、

その格差は歴然としており、当遺跡が豊島郡における流通拠点として機能したことを示している。

一方、同じ流通拠点である大物遺跡と貿易陶磁、国内搬入品の質 。量を比較した場合、明らかに

同遺跡の方が圧倒的であり、同じ「河尻」内の港湾といっても、立地も含めて外海型の大物遺跡

に対する内陸型の椋橋庄という質的な相違点が指摘できる。

また、北側建物群において出土した遺物中に、スタンプ未製品をはじめとする石鍋片が多く含

まれていることは特筆される。これらの石鍋片は、破断部に鋸状の切断痕や、石錐による穿孔を

有するものが多い。このような破断面を有する破片が一般集落から出土することはなく、石鍋を

素材に多様な製品を生産する商工業者が、この建物群に居住したことは明らかと言える。また、

スタンプなどの製品が一点もない点で、分業の一端を担う工人であった可能性も想定できるかも

しれない。このほか、調査区からは若干の鉱津も出土しており、鋳物師等の活動も想定でき、檜

物座の存在などをあわせて、当遺跡の主要な居住者が商工業者で占められたことが予想される。

(3)地域における遺跡の位置付け

先に椋橋庄を内陸型流通拠点としたが、どのような範囲にその機能を及ぼしたのであろうか。

「蔵人所牒案」における檜物座の商業範囲の特徴をみると、面的な商業範囲が椋橋庄以外に,可辺郡

-81-



4.ま とめ

側の橘御園に限られること、また豊島郡側の市庭が豊嶋市だけであることが指摘できる。このこ

とは、日常の活動が河辺郡内における猪名川沿岸の荘園にとどまり、豊島郡との競合をさけたと

も解釈できる。確証は欠くものの、檜物座の本拠が河辺郡側にあり、豊島郡狽1に同様の座が存在

したことに、その原因があったのではなかろうか。少なくとも先の史料から、椋橋庄を本拠とし

た座の商人が一郡内の複数の荘園を日常的な商業範囲にしたと考えることは可能であろう。

このような檜物座の商業範囲を豊島郡側で考えると、椋橋庄の流通範囲は猪名川沿岸の豊嶋庄、

利倉庄や市南部の垂水西牧 (榎坂郷・六車郷)一帯に及ぶ可能性も想定できる。時期は下るが、

備前焼 (Ⅳ期)が市南部で散発的に出土する固有の現象は、神崎・猪名川河口域における舟荷の

積み替えを前提とした流通状況として説明でき、椋橋庄を中心とする流通網も、このような範囲

に及んだのであろう。

一方、商業範囲の対象となった地域において、出土遺物からどのような流通状況が示されるの

であろうか。垂水西牧榎坂郷内の小曽根遺跡 (第 7次調査大型土坑)では防長系土師器碗や山茶

碗、フイゴ羽口が、同じく北条遺跡 (第 6次調査井水遺構)では白磁・褐釉陶器の水注と尾張産

山茶碗 (Ⅶ型式)、 鉱滓などが、穂積遺跡第31次調査では備前焼 (Ⅲ ～Ⅳ期)や山茶碗、鉢が出土

している。これら山茶碗などは商品ではなく、また鉱津のように商工業者の活動を示す遺物があ

わせて出上していることは、商工業者の足取りを示すものと解釈できよう。

なお、穂積遺跡例は建物群の概要が不明であるが、他二例は名主層の屋敷に比定できる。しか

し、近隣の屋敷でこのような遺物はなく、集落内で商工業者と関係をもった人物は限定されたと

考えられる。このような状況は、垂水西牧における流通が市庭だけではなく、名主屋敷を末端と

する流通網との複合によって成立していたことを意味する。

椋橋庄中心部は、豊島郡南部域における市庭や、名主屋敷を末端とする網の目のような流通網

の中心の一つとして機能したと言えよう。無論、そのほかにも舟入り江の存在が示すように、外

海型の大物遺跡を補完する川船基地としての機能や、猪名川水運との関連もあり得たはずである。

しかし、これらの問題を考えるだけの資料は乏しく、今後の課題としたい。

以上、今回の調査で得られた成果と問題点の概略について述べた。将来、当遺跡の調査が進展

すれば、鎌倉時代前期政治史に関わる遺跡として、その重要性が増すことは疑いない。しかしそ

の一方で、遺跡範囲については十分に把握されたものとは言い難い上、未だ所在が明確ではない

戦国期の城郭、椋橋城の位置確認など課題も多く残されている。よって今後は遺跡内はもとより、

その周辺においても開発時には慎重な文サ応を期す必要があることを提言しておきたい。

最後に今回の調査は、施主・施行業者から多大な協力を得て行われたこと、また獣骨、中世後

期～近世遺物、貿易陶磁関係、山茶碗関係の同定、発掘調査および整理作業にあたっては、研究

者各位より多くの助言をいただいたことについて、文末ながら記して感謝いたします。

-82-



第Ⅲ章 新免遺跡第56次調査

第Ⅲ章 新免遺跡第56次調査

調査の経緯

当該調査地は豊中市玉井町 2丁 目 6・ 7・ 8

に所在する。建築工事に先だって確認調査を実

施したところ、地表下約40cmの ところで遺構面

を検出した。遺構の損壊は避けられないことが

判明し、協議を行った結果、平成14年 (2002年 )

12月 24日 から平成15年 (2003年 )2月 28日 の日程

で、164♂の範囲を対象として発掘調査を行う逗

びとなった。

調査の成果

(1)地質環境
第85図  調査範囲図 (1:400)

当該調査地は、千里丘陵西部から南方に派生する台地状の地形、主として千里川の下刻によ

って形成された平坦な中 (～低)位段丘面に位置する。調査区の約100m西狽1は、急深な段丘崖を

へて狭小な低位段丘から千里川河床面へとつらなる。後期旧石器時代以来の生活面はこの中位

第86図  調査地位置図 (1:5,000)
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2.調査の成果

段丘面 (洪積層上面)に形成されてお り、拳大から長径が10cmを 超えるような亜角礫を主体 とし

た砂礫層及び酸化 して黄橙色を呈するシル ト主体の堆積層が基盤 となっている。従来はこの基

盤層上に存在する黒褐色～褐灰色系のシル ト層を遺物包含層 として把握 してきたが、現在では

そうした遺物包含層は小規模な谷地形や斜面地にわずかなが ら認められるものの、集落全体を

被覆するようなものではなく、概ね判別の困難な遺構埋土どうしの重複が遺物包含層の様相を

呈するものと理解されている。また、中世以降の耕地開発などによる削平を受けやすい環境に

あり、基盤層上の堆積層を成層的に把握することはより困難な状況にある。当該調査地でも壁

面の断面各層相から同様の状況が看取され、遺構の検出は基盤層上で行なった。基盤層上には

弥生時代以降の遺構埋土に先行して、黒色系の不定形な輪郭が検出されるが、現時点では樹木

の根の痕跡 (倒木痕)であろうと考えている。弥生～古墳時代にかけての開発行為によって伐採

された可能性が高い。

(2)検 出 した遺構 と遺物

調査区からは、円形住居 1棟を含む

竪穴住居 9棟、掘立柱建物を構成する

と考えられる柱穴群と溝数条、土坑 2

基を検出した。以下、主要な遺構と出

土遺物について、概要を述べる。

竪穴住居 調査区東部中央で検出さ

れた竪穴住居 6は、大形の円形住居で

直径約7.5mを 測る。竪穴内部の周囲に

は幅約15cm程度の細い壁溝を巡らせて

いる。壁溝は 2条重複 しており、最も

よく遺存 した東部では深さ約40cmを 測

るが、西側の浅い部分では5cm程度 し

かなかった。竪穴基底面には 4か所に

2基ずつ重複して、主柱穴が検出され、

それぞれが直径約40cm、 遺存した深さ

約40cmを 測る。壁溝と主柱穴が各々重

複していたことから、竪穴住居 6では

最低 1回の建て替えが行なわれていた

ことがわかる。また、竪穴基底面中央

には上部の直径約lmを測る土坑状の遺

構が検出されている。上部は浅く広い

第87図  竪穴住居 出土遺物 (1:4)

0             1 0cm
ヶ,十 ll
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1.責色 (25Y8/8)シ ルト (～細粒砂)。 φl～ 5mmの礫を着干含む。

均質で堅徹。下部に砂礫層あり。調査区周辺の基盤層 (洪積層上部)。

2.灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト (～細粒砂)。 φ3cm以 下の礫を微

量含む。炭化物を多く含み、微細な焼土プロック及び基盤層プロッ

クを若千含む。竪穴住居 1の整地層。 3 明黄褐色 (10YR6/6)シ
ルト (～細粒砂)。 φ3cm以 下の礫と基盤層ブロツクを若干含む。竪

穴住居 1の整地層。2 3層 上面は竪穴住居 1の第 1次床面。 4
にぶい責褐色 (10YR4/3)シルト (～細粒砂)。 焼土ブロック、基盤

層プロツク、炭化物の薄層が互層状に含まれる。竪穴住居 1の整地

層。  5 灰責褐色 (10YR4/2)シルト (～細粒砂)。 φ5mm以下の

礫を若千含む。炭化物を微量含み、東側に基盤層ブロックを多く含

む。竪穴住居 1の整地層。 4・ 5層上面は竪穴住居 1の第 2次床面。

6.黒褐色 (10YR3/2)極 細粒砂 (～ 中粒砂 )。 西側に灰責褐色

(10YR4/2)細粒砂の微細ブロックを4070程度含む。竪穴住居 1の壁

溝。 7.黒 褐色 (10YR3/2)～ 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト (～細
粒砂)。 φ3mm以下の礫を若千含む。上半都はやや色調暗い。竪穴住

居 1の覆土。 8.褐 灰色 (ЮYR6/1)細粒砂 (～ 中粒砂)。 φ lcm
未満の礫を多く含む。 7層 プロックを若干含み、マンガン点状小結

核を多く含む。古墳後期以降の溝埋土。 9.灰 責褐色 (10YR4/2)
シルト (～極細粒砂)。 基盤層微細ブロックを着干含む。炭化物を微

量含み、最下部では黒色 (10YR2/1)を 呈する。柱穴掘形埋土下層。

10.黒褐色 (10YR3/2)シ ルト (～細粒砂)。 φ5mm以下の礫を微量

含む。柱穴掘形埋土上層。 11 暗褐色 (lCIYR3/3)シ ルト (～極細
粒砂)。 φ2cm程度の礫を微量含む。炭化物を若干合み、比較的均質。

柱痕下層。 12.灰責褐色 (10YR4/2)シ ルト (～極細粒砂)。 柱痕
上層。■ 12層両側には掘形埋土との間隙に乾痕がみられる。 13.

オリープ褐色 (25Y4/4)細 粒砂 (～極細粒砂)。 竪穴住居 2の整地層。

東端部は色調暗く、壁溝埋上の可能性あり。 14 暗オリーブ褐色
(25Y3/3)極 細粒砂 (～ シルト)。 下半部に基盤層の微ネ田ブロックを

15%程 度含む。ピット埋土。 15.オ リーブ掲色 (25Y4/4)極細粒

砂 (～ ンルト)。 炭化物を若千含む。溝 3埋土。 16.オ リーブ褐色

(25Y4/4)シ ルト (～極細粒砂)。 φ lcm以 下の礫を若干含む。基盤

層ブロックを微量含む。ピット埋土。 17.オ リーブ褐色 (25Y4/4)
シ,レ ト (～極細粒砂)。 φ3mm以下の礫と炭化物を微量含む。 18.

オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極細粒砂)。 φ3mm以下の礫と

炭化物を若干含む。柱穴掘形埋土下層。 19 オリーブ褐色
(25Y4/3)シ ルト (～極細壮砂)。 φ3mm以下の礫と炭化物を微量含

む。柱穴掘形埋土上層。 20.オ リープ褐色 (25Y4/3)シ ルト (～
極細粒砂)。 φ5mm程度の礫と炭化物を若干含む。柱痕。 21.オ リ
ーブ褐色 (25Y4/3)シルト (～極細粒砂)。 炭化物を微量含む。柱穴

最終坦土。 22.オ リーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極細粒砂)。
微細な基盤層ブロックと炭化物を微畳含む。基盤層の上壌化部分。

23 オリープ褐色 (25Y4μ )シ ルト (～極細粒砂)。 炭化物を若干
含む。竪穴住居 6の整地層。 24.オ リーブ褐色 (25Y4/3)シ ルト

(～ 極細粒砂 )。 基盤層ブロックを微量含む。竪穴住居 6の整地層

(貼床 ?)。  25.オ リープ褐色 (25Y4/3)シ ルト (～極細粒秒 )。
下半部に基盤層ブロックを微量含む。竪穴住居 6の壁溝 (第 1次 )

掘形埋土。(以下25～29層は断面に対して遺構が極端に斜交。) 26.
オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ルト (～極細粒砂)。 φ3mm程度の礫と

基盤層ブロックを微量含む。竪穴住居 6の壁溝 (第 1次)矢板痕跡。

27 オリープ褐色 (25Y4/3)シ ルト (～極細粒砂)。 基盤層プロッ

クを微量含む。竪穴住居 6の壁溝 (第 2次)掘形埋土内側。 28.
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極細壮砂)。 φ3mm程度の礫と

炭化物を微量含む。竪穴住居 6の壁溝 (第 2次)矢板痕跡。 29.
オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ルト (～極細粒砂)。 φ2cm程度の礫と基

盤層ブロックを若千含む。竪穴住居 6の壁溝 (第 2次 )掘形埋土外

側。 30.暗 オリーブ褐色 (25Y3/3)シルト (～極細粒砂)。 φ lcm
未満の礫と仄化物を若干含む。古墳後期の包含層。 31 オリーブ
褐色 (25Y4/3)シ ルト (～極細粒秒)。 竪穴住居 7の壁溝掘形埋土。

32.オ リーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極細粒砂)。 竪穴住居 7の

壁溝 (矢板痕跡 ?)。  33.オ リープ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極
細粒砂)。 φ5111m前 後の礫と炭化物を若干含む。東側に基盤層プロッ

クを多 く含む。竪穴住居 7の整地層。 34.暗 オリーブ褐色
(25Y3/3)シ ルト (～極細粒砂)。 φ lcm程 度の礫を若干含む。竪穴

住居 7の覆土。 35.オ リーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極細泣砂)。
下半部に基盤層ブロツクを若干含む (以下34～ 36層 は溝 6埋土)。

36.オ リーブ褐色 (25Y4/6)シ ルト (～極細粒砂)。 φ5mm前後の

礫と炭化物を若千含む。 37 オリーブ褐色 (25Y4/6)シ ルト (～
極細粒砂)。 φ5nIIm前 後の礫を微量含む。 38 現代の盛土・整地上。
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第Ⅲ章 新免遺跡第56次調査

T.P+22.60m

T.P.+22.50m
t   b

【竪穴住居 6断面 】
1.オ リーブ褐色 (25Y4/6)シルト (～極細粒砂)。 基盤層プロックと炭化物を微量含む。壁溝内矢板痕跡 (第 1次 )。  2 オリーブ褐色 (25Y4/6)シルト (～
極細粒砂)。 炭化物を微量含む。壁溝掘形埋土 (第 1次 )。  3.オ リーブ褐色 (25Y4/4)シ ルト (～極細粒砂)炭化物を微量合む。壁溝内矢板痕跡 (第 2次)。
4.オ リーブ褐色 (25Y4/4)極細粒砂 (～ ンルト)基盤層ブロツクを若干合む。壁溝埋土 (第 2次 )。  5 オリーブ褐色 (25Y4/4)～暗灰黄色 (25Y4/2)シル
ト (～極細粒砂)。 災化物を多く含み、基盤層ブロックを若千含む。炉埋土 (第 1次 )。  6.オ リーブ褐色 (25Y4/3)～ 暗灰責色 (25Y4/2)シ ルト (～極細粒砂)。
炭化物と基盤層プロックを微量含む。炉埋土 (第 2次 )。  7.暗 灰黄色 (25Y4/2)シ ルト (～極細粒砂)。 炭化物を多く合み、基盤層ブロック及び焼土ブロック
を若千含む。炉心 (灰穴)部埋土。 8.オ リーブ褐色 (25Y4/3)シルト (～極細粒砂)。 炭化物及び基盤層ブロックを若千含む。炉廃絶後埋土。 9.オ リーブ
褐色 (25Y4/3)シルト (～極細粒砂)。 炭化物及び基盤層ブロックを微量含む。住居廃絶後埋上。

竪穴住居7

竪穴住居8

竪穴住居10?

第88図 調査区平面 。断面図 (1:60)
―-85 ' 86-―



第Ⅲ章 新免遺跡第56次調査

が、中央部の直径約50cm程度は途中か

ら急激に深 く掘削されている。埋土は

黒色系のシル トで、焼土及び炭化物を

含んでいるため、住居に伴う炉である

可能性が高い。周辺の調査でも同様の

施設が確認され、灰穴炉であろうとさ

れている。竪穴住居 6の床面及び炉か

らは、弥生中期末～後期初頭の土器が

出土 しており (第87図 7～ 10)、 遺構の

形態が示す時期 と飢齢はない。その他

の竪穴住居はすべて方形で、一辺が約

4～ 5mを測るものと考えられるが、

検出位置が調査区の端部にかかるもの

がほとんどであったこと、著しい削平

を受けていたことなどの理由から、正

確な規模を把握できた住居はなかった。

竪穴住居 1で はカマ ドを伴 うが、約

50cmの範囲に焼土・炭化物を含むシル

ト主体の上層が馬蹄形に検出されたの

みで、カマ ド構造の詳細を明らかにすることはできなかった。竪穴住居 4では壁溝が重複 して

いたため、建て替えが行なわれたものと考えられる。方形竪穴住居の時期は出土遺物から概ね

6世紀中葉～後半代に帰属するが、竪穴住居 1の カマ ド付近で出土した須恵器 (第 87図 6)が最

新相を示す。これらの竪穴住居と重複 して掘立柱建物を構成すると考えられる柱穴群が検出さ

れているが、調査区内では規格を明らかにすることができなかった。

溝 2・ 3 調査区内では数条の溝が検出されているが、すべて 6世紀代の所産である。溝 3
は調査区中央部を南北に貫き、幅約80cm、 遺存 した深度約30cmを 測る。溝の埋土中～上層で

は一定の間隔をあけて蓋杯を中心とした須恵器 (第 89図 )が出上した。須恵器は田辺編年のTK47

(～MT15初 を含む ?)型式に該当し、調査区内の古墳後期の遺構群では最も古い時期にあたる。

周辺の調査では同様の規模・時期をもつ溝が多数検出されており、勾玉・臼玉などの祭祀遺物

も埋納されている事例が確認されている。古墳後期の集落のうち、 5世紀末から6世紀前半の

遺構群が一旦解体され集落が再編される段階があり、その際に祭祀行為が行なわれたものと考

えられる。当該調査区でも溝 3の周辺を中心に臼玉が出土しており、同様の状況を示唆してい

る。溝 2は溝 3に重複 して掘られたものであり、出土遺物から竪穴住居と同時期に併存 したこ

とが確認されている。ただし、遺物の出土状況は溝 3と は明らかに異なり、通常の廃棄行為と

0             1 ocm

第89図 溝 3 出土遺物 (1:4)
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2.調査の成果

1 0cm

捉えられる (第 90図 3～ 7)。

土坑 調査区内では大小の上坑が検

出されたが、竪穴住居 3と 重複 してい

る土坑が最大の規模である。不定形で

あるが幅約 3mを 測る。 6世紀後半代

の須恵器を中心に遺物が出上 している

が、焼成不良や焼け歪みの顕著なもの

が多 く、掘立柱建物に付随する廃棄土

坑であろうと考えられる。包含層出土

遺物 として把握 していたものの大半

が、この土坑の周辺、または上位で出

土 し、元来はこの土坑に帰属 した遣物

であったと考えられる (第90図 1～ 2)。

3。 まとめ

当該調査地周辺では、既往の調査を

含めて弥生中期から古墳後期にかけ

第90図 包含層・溝 2 出土遺物 (1:4)

て、約20棟もの竪穴住居が検出され、新免遺跡内でも住居の密集する地域の一つとして注目さ

れる。しかし、建て替えも含めた住居の存続時期については、若干の画期が認められる。第一

の画期は弥生終末期～古墳前 。中期であり、住居の規模が縮小するとともに遺跡全体を通じて

総数も激減する。第二の画期は古墳中期末～後期初頭であり、後期中葉に至って飛躍的に住居

数 (掘立柱建物を含む)が増加するのと比較して、あまりにも貧弱である。この第一の画期に関

しては、弥生終末期以降、河内潟沿岸の流通機構の発達やそれに期を合わせた低湿地への進出

が豊中市内でも丘陵地の開発を鈍らせた遠因として理解することができる。また、第二の画期

に関しては、北側に隣接する本町遺跡の動向と合わせて勘案すると、古墳後期に千里川上流域

に出現する桜井谷窯跡群との密接な関係が影響 していることは間違いない。しかしながら、各

時期にわたって周辺には墓が検出されず、遺跡西南部で確認されている墓域との関係が明らか

ではない点や、古墳後期の大規模開発直前に行なわれる祭祀実態など、詳細が明確にされてい

ない事象がいまだ多 く認められる。今後、周辺の調査がさらに進展することにより、これらの

課題が解消されることを期待 したい。
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第Ⅳ章 新免遺跡第57次調査

1.調査の経緯

当調査区は三井町 3丁目13-1に 所在する。個人住宅新築に伴

い、平成15年 (2003年 )1月 30日 に埋蔵文化財発掘の届け出が提出

されたのをうけて確認調査を行つたところ、敦地南側で濃密な遣

構の分布が、また敷地北側では第 2次世界大戦時の爆弾投下によ

る攪乱が推定された。一方、建築業者狽Iも この結果を受け、地質

調査を したところ、地盤改良が必要と判断し、遺構面の損壊は

避けられなくなった。このため、遺構が残存する調査区南側を対

象に、3月 25日 ～4月 4日 に発掘調査を行うこととなった。

2.調 査 の成果

(1)基本層序

調査区では、地表下0.3mの ところで段丘堆積層を確認した。ま

た、段丘堆積層の直上から地表まではすべて宅地に伴う造成土と

なる。このため、遣物包含層などは確認されず、遺構はすべて段

丘堆積層上面で確認した。

調査地位置図 (1

第Ⅳ章 新免遺跡第57次調査

0         5m

第91図  調査範囲図
(1 :200)
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2.調査の成果

1 整地土 灰白色 (25Y8/2)中 ～細粒砂
シルトプロック含む。
2 褐灰色 (10YR4/1)シルト～極細粒砂
灰黄掲色シルトプロックを多く含む。
3 褐灰色 (10YR4/1)シルト～中粒砂
炭化物 土器片を微量含む。
4.褐灰色 (10YR5/1)シルト～中粒砂
炭化物を含む。

|

5 黒褐色 (75YR3/1)シ ル ト～細粒砂
細礫 土器片を微量含む。
6.灰褐色 (75Y勲″)シルト～細粒砂
上器片 炭化物を多く含む。
ア.黒褐色 (7 5YR3/1)炭 化物を微量含む。
3.褐灰色 (7 5YR4/1)シ ルト～極細粒砂
9.黒褐色 (7 5YR3/1)シ ルト～細粒砂
細礫 土器片を微量含む。

第93図 調査区平面 。断面図 (1

ШO卜 Z

10 褐灰色 (7 5YR4/1)シ ル ト～極細粒砂
基盤層プロックを含む。

11. ld冒 と同じ

12 黒褐色 (lllYR3/1)シ ル ト～細粒砂
にぶい黄橙色 (10YR7/2)中 ～粗粒砂プロック
を含む。
13 黒褐色 (7 5YR3/1)シ ルト～極細粒砂
基盤層プロック 土器片を微量含む。

:50)

(2)検出した遺構 と遺物

調査区からは、多数の柱穴、土坑などが検出された。また、調査面積が極めて限定されている

にもかかわらず、遺物収蔵箱 6箱分におよぶ多量の上器が出上した。以下、主要な遺構について、

その詳細を述べることにする。

ノ
刀

ヽ

ど

―

―

柱穴6
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第Ⅳ章 新免遺跡第57次調査

建物 1 調査区南部

で検出した、大型の柱

穴からなる掘立柱建物

である。検出部分が限

定されているため、そ

の規模などの詳細は明

確にできないが、少な

くとも南北主軸の柱間

2間 (3.51n)以上の建

物と考えられる。
0                         2m
|

第94図  建物 1平面・立面図 (1:40)
一方、柱穴は検出面

上で長軸長0。9mの不整楕円形状を呈するが、下半部から基底面付近にかけては長辺0.7m前後の長

方形状を呈する。柱穴の深さは0.55～ 0.6mと 深 く、使用された柱も柱痕から0.4m前後と推定され

る。また断面の観察から、柱は建物廃絶後にその周囲を掘削して抜き取つたことが予測される。

なお、柱芯の間隔は1.75mを はかる。

建物の時期は、柱抜き取り後の堆積土から出土した第97図 1・ 2の須恵器蓋杯がT K85前後と

なること、また土坑 1-1埋土を削平して柱穴が掘削されていることから、建物は6世紀前半～

中頃の所産と考えられる。

建物 2 調査区北部で検出した東西 2間 (3.6m)、 南北 1間 (2.2m)以上の側柱建物と考えら

れる。柱穴の大きさは0.3～ 0.4mと小型の部類に属し、柱も20cm前後のものを使用している。柱

穴から遺物が出土していないため、時期は明確にはできないが、埋土・遺構の重複関係から古墳

時代後期以前となる可能性がある。

土坑 1 調査区北部で検出した、重複する4つ以上の土坑からなる。

土坑 1-1は、長軸長1.2m、 短軸長0.7m、 深さ0.35mを はかる南北に主軸をとる楕円形状の上

坑である。土坑東側から多量の須恵器が出上したが、その多くが焼け歪んだもので、製品として

使用に耐えないものや、窯体の破片も含まれていることから、須恵器選別にかかる廃棄土坑とな

る可能性が考えられる。

第97図 3～ 8・ 14にあげる遺物が出上した。 3～ 6の杯蓋は、 5を 除いて口径 11.9cm、 器高

4.6cm前後をはかる。 5のみ口径12.6cm、 器高4.8cmと新しい様相を呈する。 7・ 8は杯身である。

7は口径10.7cm、 器高4.6cm前後を、 8は口径 10.4cm、 器高4.95cm前 後をはかる。概ねT K47並行

と言えるが、MT15に下る遺物も少量含まれる。このほか、韓式系土器甕の破片が 1点出土した

が、時期が異なることから、包含層または落ち込み 1からの混入品と考えられる。

土坑 1-2は、長軸長1.2m、 短軸長0.95m、 深さ0.4mを はかる東西に主軸をとる楕円形状の上

坑である。土坑中下層から少量の須恵器片が出上した。
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2.調査の成果

土坑 1-3は 長軸長 1.Om以上、短軸長0.9m、

状の上坑である。土坑下層付近から、第97図 9

深さ0.5mを はかる南北に主軸方向をとる楕円形

～13、 15。 16な どの比較的まとまった量の須恵器

1.暗褐色 (7 5YR3/2)極 細～細粒砂 焼土 炭
化物 を多 く含む。土器大型片を多 く含む。
2 灰掲色 (7 5YR4/2)極 細～細粒砂 須恵器完
形などを多 く含む。 炭化物 焼上を多 く含む。
土坑南側で同層位に焼土が集中して堆積する。
3 赤灰色 (25YR守 1)細粒砂～ンル ト
土器片 基盤層ブロックを少量含む。
4 基盤層プロックに褐灰色 (75YR守1)シ ル ト
を少量含む。

5 灰黄褐色 (10YR5/2)細 ～粗粒砂
細礫 を多 く含む。 須恵器大型片 を多 く含む。
6 暗赤灰色 (10R3/1)シ ル ト～極細粒砂
基盤層ブロックを含む。須恵器完形などを含む。
7 基盤層プロックに暗赤灰色 (10R3/1)シ ル ト
～極細粒砂 を少量含む。

8 暗赤灰色 (10R3/1)シ ル ト～極細粒砂
土器片微量含む。

9 暗赤灰色 (10R4/1)シ ル ト～極細粒砂 基盤
層プロックを含む。土器を少量含む。
10 灰黄褐色 (10YR5/2)極細～細粒砂

第95図 土坑 1平面

11 褐灰色 (7 5YR4/1)細 ～極細粒砂
土器片を微量含む。

12.基盤層ブロックか ? 1黄灰色 (25Y5/1)ン ル
ト|

13 灰褐色 (7 5YR4/2)極細～細粒砂 土器片を
含む。

14 褐灰色 (75YR守 1)極細粒砂 土器大型片を
少量含む。

15,褐灰色 (7 5YR4/1)極細粒砂 基盤層プロッ
クを含む。

16.暗赤灰色 (2 5YR3/1)極細粒砂 (細～中粒砂
を含む。)石 土器大型片を含む。
17 暗赤灰色 (2 5YR3/1)極細粒砂 (細～中粒砂
を含む。)土器大型片 完形などを含む。 基盤
層ブロックを含む。

18 基盤層ブロックに暗赤灰色 (2 5YR3/1)
極細粒砂を含む。

19 基盤層プロックに暗赤灰色 (2 5YR3/1)
極細粒砂を多く含む。上器*円片を含む。

・断面図 (1:40)

が出土した。

9の杯蓋は口径 12.6cm、 器高

4.55cmを はかる。loの杯身は口径

13.3cm、 器高5.5cmを はかる。

11・ 12の甕は、口径 17.4cm前後を

はかる中型品となる。 13は 口径

50cm前後の大型品で、頸部に波

状文を施す。これらより、土坑

1-3は M T15～ T K10の所産

となる可能性が考えられる。こ

のほか、混入品ではあるものの

縄席文を伴 う韓式系土器甕の体

部片、土師器甑の底部片が出土

している。

土坑 1-4は 長軸長 1.65m以

上、短軸長 1.15m、 深さ0.35mを

はかる東西に主軸をとる楕円形

状の上坑である。土坑下層付近

から、少量の須恵器が出土 した

だけにとどまる。

そのほかの遺構 今回の調査

では、建物 2棟ほど復元された

が、このほかにも柱穴 4～ 6な どのよ

うに大型のものがあり、周辺部に建物

1ほ どではないものの相応の建物が存

在するものと考えられる。また、その

他の土坑については、弥生時代中期か

ら吉墳時代中期の遺物を含むものもあ

るが、明確なものは古墳時代後期の所

産となる。なお、落ち込み 1は、古墳

時代中期の遺物がまとまることから、

時期が遡る可能性が考えられる。

Ｅ
ｏ

〓
飩

第96図
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第Ⅳ章 新免遺跡第57次調査

1・ 2 建物1 出土

‖
′1 14

0                            20cm

第97図 建物 1・ 土坑 1出土遺物 (1:4)

吻
′ツ
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2.調査の成果

このほかの遺構から出土した遺物については、第96図に掲載した。

17・ 18は落ち込み 1出上のものである。17は高杯杯部で復元径17.Ocmを はかる。体部下半に波

状文を、脚部には3方向の透孔を施す。杯部は特に焼け歪みが著しい。18は土師器直口壺で、口

径9.8cmを はかる。内タト面ともに風化が著しく、調整等は明瞭ではない。19・ 20は土坑 5から出土

した混入品である。19は土師器高杯脚部、20は韓式系土器甕体部片である。

まとめ

今回の調査は、調査面積が限定されたにもかかわらず、建物 1や韓式系土器など、当遺跡にお

ける古墳時代集落の推移と構造にかかる重要な成果が得られた。以下、建物 1を 中心に、今回の

成果と今後の問題′点について概略を述べる。

建物 1は検出部分が限定されるため、規模・構造は全 く明確ではない。しかし、その柱穴の規

模を当該期における一般的な建物のものと比較すると、一回り大きく、大型建物となる可能性が

高い。なお、建物 1と ほぼ同じ規模の柱穴は、新免遺跡東方に隣接する本町遺跡 (第29次調査 )

においても検出されている。同調査区における建物は、柱間 5間以上の庇付き建物で、本体部分

は 1辺 lm前後 (柱の直径約30cm)を はかる。その建物の庇部分の柱穴が今回の新免遺跡第57次

調査建物 1と ほぼ同じ規模となる。本町遺跡第29次調査の建物は 6世紀後半～ 8世紀前後にかけ

ての豪族居館の一部と考えられ、今回の建物 1の性格を考える上で参考となる。

また、今回の調査では建物 1,2以外に建物に復元できた柱穴はなかったものの、柱穴 4～ 6
から周辺に古墳時代後期の大型建物群が展開した可能性が想定できる。さらに、これらの建物と

の直接的な関係は明確ではないものの、土坑 1の ように出土遺物の中に焼け歪んだものや窯体の

一部も含まれていることから、建物 1が建築される以前は須恵器選別に関わる場であったことが

考えられる。このような立地に建物 1が建築されたことを踏まえると、建物 1を含む建物群は、

当遺跡における須恵器選別の中核的な施設であった可能性も考えられる。

一方、今回古墳時代中期に遡る土師器や韓式系土器が出上したことで、調査区一帯における集

落の展開が中期に遡る可能性も指摘できるようになり、須恵器選別にかかる施設の開始時期を含

めた再検討も必要となろう。

ところで、今回の調査区付近一帯を、古墳時代の須恵器選別にかかる集落の中心部と考えた場

合、先の本町遺跡との関係が問題の一つとして挙げられる。当調査区建物 1は T K23段階で終焉

する。その一方で、本町遺跡第29次調査の建物は、この時期以降に建設されることが判明してお

り、中心的施設から居館の移行も想定できる。また、この時期前後から集落が本町第29次調査区

周辺にまとまる傾向が認められ、中心部の移動を伴うような集落の再編成があったとも想定しう

る。現段階では、遺跡における集落の動向について、十分な検討をしていないため、明確な見通

しを述べることはできないが、今後新免遺跡・本町遺跡における集落の推移を考えるときには、

このような問題も念頭に置く必要もあろう。
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第V章 新免遺跡第58次調査

第V章 新免遺跡第58次調査

海 どヽ
叫
上″歩 由 耳

1.調査の経緯

調査地は豊中市末広町 1丁 目73に 所在す

る。平成 15年 4月 23日 に提出された埋蔵文化

財発掘の届け出に基づいて確認調査を実施し

たところ、地表下約20cmで溝状遺構を確認し

た。申請地は個人住宅の建設が予定されてお

り、それに伴う基礎掘削工事の際に遺構の損

壊は免れないことが判明したため、協議の結

果、本調査を実施することとなった。なお、

調査面積は107だ、調査期間は平成15年 5月 26

日～平成15年6月 6日 であつた。

2.調査のIll要

(1)基本層序
第98図 調査範囲図 (1:300)

今回の調査地は、基盤層上面までの深度が

20cm程度と非常に浅く、旧建物の基礎掘削時の削平が著しかつたため、基本層序の残存状況は

骸

第99図 調査地位置図 (1:5,000)
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2.調査の概要
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第V章 新免遺跡第58次調査

極めて劣悪なものであり、その影響は基盤層 (灰白色シル ト)上面に及ぶものであった。よって、

基本層序といえるような堆積状況はみとめられなかった

(2)検出した遺構 と遺物

先述の通り、調査区内は削平が著しくその影響は基盤層上面にまで及ぶものであったが、そ

のような中でも溝状遺構 4条をはじめ、土坑状遺構 5基、ピット3基などの遺構が確認されて

いる。以下では、検出された遺構の概要について報告する。

清 1 調査区南西端部において検出された。検出時の幅は0.85～ 1.25mを はかる一方で、深

度は最深で 5 cm程度と非常に浅い。これは、溝が後世の削平を受けた結果、基底部付近のみが

かろうじて残存したためとみられる。溝はゆるやかに湾曲しながら西側と南側にそれぞれ伸び

ていき、周回することが考えられる。その場合の推定直径は、内径約5,Om(外径7.4m程度)で

ある。溝の埋土は灰黄褐色シルトの単一層であり、埋土中からの遺物は未確認であった。した

がって、溝 1の時期については特定できなかった。

その他の溝 (溝  2～ 4) 調査区北半部分において検出されている。幅は0.2～ 0.5m程度と

ばらつきがみられるが、深度はいずれも3～ 5 cmに収まる。埋土は褐灰色でしまりの弱い砂質

上であり、埋土中に微量ながら陶磁器や瓦器椀、須恵器などの細片が含まれる。これらの小溝

は、今回の調査区の北方で実施された第45次、第46次調査で検出された小溝群と、埋土や規模

などの特徴が共通していることから、溝 2～ 4も これらの小溝群と同様に近世以降の耕作にと

もなった可能性が高い。

土 坑 (上 坑 1～ 5) 調査区の全域から検出されている。検出時における平面形は円形、

楕円形、不整円形など多少ばらつきがみとめられるが、深度はいずれも3～ 5 cm程度におさま

っている。埋土は褐灰色シルトに基盤層ブロックが若干含まれるものである。埋土中から遺物

は確認されていない。

ビット(ピ ット 1～ 3)調 査区内では3基確認された。いずれも直径20～ 30cm内 に収ま

り、深度も土坑と同様に 5 cm程度であった。埋土は褐灰色シルトに基盤層ブロックが若干含ま

れるもので、土坑埋土とほぼ共通する。埋土中からの遺物は検出されていない。

出土遺物 今回遺構にともなう遺物はほとんど出土していないが、現代の盛土中から須恵器

大甕の体部や杯身の破片、瓦器椀などの破片が出土している。これらの出土によって、調査区

およびその周辺においては古墳時代、および中世の遺構が存在する (した)可能性が高いものと

言える。

3。 まとめ

今回の調査では、遺構の残存状況が悪かったものの一定の成果を収めることができた。特に、

今回の調査で検出された溝 1は、推定直径が約 5m(内径)の 円周する溝であることが考えられ、
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3.ま とめ

これまでに新免遺跡において複

数の古墳が確認されていること

を踏まえると、溝 1も 古墳の周

溝としての可能性が考えられる。

そこで、以下では溝 1が古墳の

周溝である可能性について検討

を行なってみたい。ただし、各

古墳 とも主体部については削平

を受けて遺存 していないことか

ら、今回は必然的に規模や、周

溝埋上の特徴からみた推祭にと

どまることを断わってお く。な

お、古墳の墳丘規模は周溝内径

に一致する。

現在のところ、新免遺跡南東

部、および山ノ上遺跡一帯において、少なくとも6基の古墳が確認されており (第 101図 )、 今

回の調査地はその一角にほぼ相当すると考えて差 し支えなかろう。次に、古墳の規模について

は (第 1表 )、 2号墳、 5号墳を除いた円墳の直径は概ね15m前後に収まっている。周溝の幅も、

不明な点の多い 5号墳を除くと3m以上をはかる。今回の溝 1は推定内径が約 5mであり、最

大の溝幅も1.2m程度に過ぎず、他の古墳と比較してもかなり小規模であることがわかる。続い

て埋上の特徴については、溝 1は にぶい黄褐色シル トの単一層で、埋土中から遺物は確認され

ていない。溝 1同様に、埋上が単一層である事例は 6号墳でみとめられるものの、 6号墳は他

の古墳と同じく埋土中から埴輪片が多数出土している。

以上の所見から、溝 1は群中の古墳と比べて規模が非常に小規模であること、埋土中から古

墳にともなう遺物が一切確認されていないことを考慮に入れる限り、古墳周溝である可能性は

極めて低いと考えざるを得ない。よって、溝 1の総合的な判断については、周辺地域における

類例との比較を密にしながら慎重に行っていく必要がある。

各調査図面をもとに作成。

弓1鯉ЪFうナィ煙踊
=ュ
キ爾 棄渕岬騨委

第 101図 新免古墳群位置図

調査次数 墳 形 墳丘規模 周満幅 出土遺物 溝埋土 (上層 /下層 ) 遺物時期

I 新免20次 円墳 直径13m ユ7～29m 埴輪 須恵器 黄灰色極細砂～ンル ト/褐灰色細砂 6世紀前半

2 新免24次 前方後円墳 全長23m 埴輪 須恵器 灰白色砂質土 /灰黄掲色シル ト 6世紀前半

3 新免30次 円颯 直径14m 55m 埴輸 須恵器 褐灰色極細砂 /黒褐色極細砂～粘土 6世紀前半

4 新免32次 円墳 直径16m 約 3m 須恵器 灰責掲色細砂 /灰黄掲色細砂～シル ト 6世紀前半

5 新免36次 方墳 ? 約16m 埴輪 須恵器 にぶい黄色極細砂/灰責褐色極細砂～シル ト 6世紀前半

6 山ノ上14次 32m以上 埴輪 灰黄褐色粘土 (単一層 ) 6世紀前半

溝 ユ 新免58次 円墳 ? 円墳 ? 直径 5m な し にぶい黄褐色シル ト (単一層 )

埋土は

第 1表 新免古墳群 各古墳の概要
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第Ⅵ章 本町遺跡第28次調査

調査の経緯

当該調査地は豊中市本町 3丁 目170の一部

に所在する。建築工事に先だって確認調査を

実施したところ、地表下約70cmの ところで遺

構面を検出した。遺構の損壊は避けられない

ことが判明し、協議を行った結果、平成15年

(2003年 )9月 16日 から平成15年 (2003年 )10月

10日 の日程で、40♂の範囲を対象として発掘

調査を行う通びとなった。

2.調査の成果

(1)基本層序

第Ⅵ章 本町遺跡第28次調査

第102図  調査範囲図 (1:150)

当該調査地は、千里丘陵西部に位置し、千里川左岸の平坦な中位段丘面に立地する。調査区

の基盤層はこの段丘堆積層の上部で、亜角～亜円礫を主体とした砂礫層及び責灰色を呈するシ

ルトの堆積層となっている。基盤層上には黒褐色～掲灰色系のシル ト層が若干の遺物を包含し

くヽ  ―
・1ヽ、3「011 7■ミレう蓼 i〃家

第103図 調査地位置図 (
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2.調査の成果

―                   ―
て堆積 し、断面観察に

よると、ほとんどの遺

構がこの遺物包含層上

面 より掘削 されてい

る。また、調査区の南

側では基盤層上に黒褐

色系の堆積層があり、

現時点では調査地の南

側に小規模な谷地形が

存在するものと考えて

いる。

(2)検 出 した遺構

調査区では方形の竪

穴住居 1棟 と主柱穴、

掘立柱建物を構成する

柱穴群 (約 23基 )と 浅

い土坑等を検出した。

竪穴住居は、遺存し

た深度約20cmを 沢よる。

調査区隅で検出された

ため全体の規模は把握

できなかったが、周辺

の事例から一辺約 4～

TP十
2470m

5mの規模を想定できる。竪穴基底面には主柱穴が重複して検出され、それぞれが直径約30cm、

遺存した深さ約20cmを測る。出土遺物から6世紀後半の時期が考えられる。土坑状の遺構は

各々性格が不明だが、南側のものは住居より新しく、 7世紀代の所産である。

3.ま とめ

当該調査地周辺は、既往の調査を含めて古墳後期の竪穴住居・掘立柱建物が密集する地域で

ある。桜井谷窯跡群の消長との有機的な関わりが示唆される地域でもあり、今後、周辺での調

査の進展により、古墳後期の集落の実態が明らかになることを期待したい。

0                           4m

i 黄色 (25Y8/8)シ ル ト (～極細粒砂 )。 土壊化 し、黒色 (10YR2/1)を 呈する部分もある。基盤層。 2 黒褐色
(10Y2/2)シ ル ト (～極細粒砂 )。 遺物包含層。 3 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト (～ 極細粒砂 )。 ピット埋土。 4.灰
黄褐色 (ЮYR4/2)シ ル ト (～極細粒砂 )。 ピット埋土。 5 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト (～極細粒砂 )。 ビット埋土。
6.灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト。ピット埋土。 フ 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルト。比較的均質。上坑理土。 8.暗 褐
色 (10YR3/3)シ ル ト (～細粒砂 )。 下位に 2層 プロックを若干含む。 9. 2層 と4層 の混合層。 10 にぶい黄褐色
(10YR4/3)細粒砂 (～極細粒砂 )。  11.盛土 整地土 (砕石含む)。

第104図  調査区平面・断面図 (1:60)

◎
③
③鱒
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第Ⅶ章 確認調査の成果

第Ⅶ章 確認調査の成果

確認調査の概要

昨年度 1月 ～3月 および今年度 4月 ～12月 の間に個人住宅を対象に行なった確認調査は、24件

を数え、昨年度 2件、今年度22件 という内訳である。このうち、 2件の調査で遣構等が確認され

たが、建物の基礎掘削深度が遺構検出面に及ばなかったことなどから、本格的な発掘調査には至

っていない。

以下、確認調査の概要について報告する。第105図 に掲載した調査地点位置図の番号および各確

認調査の番号は、下表の番号に対応する。

第 2表 確認調査一覧

番号 遺跡名 所在地 調査 日 調査原因

調査対

象面積

(ド )
勒榊

調査後の処置 担当者 備考

1 新免遺跡 立花町 1丁 目326 20030213 個人住宅建設 6165 魏
¨

着 I 清水

2 新免遺跡 立花町 1丁 目326 20030213 個人住宅建設 銀
ト

着工 清水

3 曽根東遺跡 曽根西町 1丁 目1373 20030410 個人住宅建設 4513 範
一

着工 橘 日

4 曽根東遺跡 曽根西町 1丁 目1372 20030410 個人住宅建設 8446 鍵
ト

着工 橋 田

5 岡町北遺跡 岡町北 3丁 目31 20030410 個人住宅建設 9192 有 再立会後、着工 橘 田

6 桜井谷窯跡群 上野西 3丁 目6114 20030417 個人住宅建設 80紹〕 未確認 着工 陣内

7 蛍池北遺跡 蛍池北町 3丁 目165 20030424 個人住宅建設 16685 雀
ヽ

着工 陣内

8 小曽根遺跡 北条町 1丁 目3176の 一部 20030509 個人住宅建設 4725 未確認 着エ 陣内

9 桜塚古墳群 南桜塚 1丁 目2225 20030529 個人住宅建設 8985 征
一

着工 服部

本町遺跡 本町 3丁目64 20030612 個人住宅建設 11632 征
ヽ 着工 橘 田

11 曽根南遺跡 曽根南町 2丁 目10∝ 10 20030703 個人住宅建設 3566 未確認 着工 陣内

12 桜塚古墳群 南桜塚 2丁 目68の 一部 20030710 個人住宅建設 着工 陣内

桜井谷窯跡群 東豊中町 3丁 目1872 20030807 個人住宅建設 鉦
【

着工 陣内

14 山ノ上遺跡 宝山町817,8 20030904 個人住宅建設 7533 征
【

着工 清水

15 少路遺跡 春 日町 1丁 目91の一部 200309114 個人住宅建設 未確認 着エ 清水

16 新免追跡 末広町 1丁 目641 20030918 個人住宅建設 15725 征
【

着工 橋 田

17 島田遺跡 庄内栄町 1丁 目16の一部 20030926 個人住宅建設 8053 未確認 着エ 陣内

小曽根遺跡 北条町 1丁 目31卜 1 20031009 個人住宅建設 5315 未確認 着工 陣内

新免宮山古墳群 本町 7丁 目361 2111131009 個人住宅建設 4257 未確認 着エ 陣内

少路還跡 春 日町91の一部 20031016 個人住宅建設 84% 征
一

着工 橘 田

原田遺跡 曽根西町 4丁 目199の 一部 20031016 個人住宅建設 6154 有 再立会後、慎重工事 橘 田

22 柴原遺跡 柴原町 2丁 目375 20031112 個人住宅建設 4415 篠
一

着工 清水

山ノ上遺跡 宝山町151の 一部、15卜 2,3 20031218 個人住宅建設 7784 未確認 着工 陣内

24 桜塚古墳群 南桜塚 3丁 目83 20031225 個人住宅建設 73紹Э 毎
い

着工 清水
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確認調査の概要

第105図 確認調査地点位置図 (1:50,000)
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2003-01 新免遺跡
調査日:平成15年 (2003年 )2月 13日

調査場所 :豊中市立花町1丁 目326

調査対象面積 :6165Υ

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2でそれぞれ

地表下50cm・ 45cmに おいて基盤層を

検出したが、遺構・遺物ともに確認

されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-02  岡町北遺跡

調査日:平成15年 (2003年 )2月 27日

調査場所 !豊中市岡町北 2丁目252

調査対象面積 :5692♂

調査の方法 :重機によリトレンチ1か所

を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :地表下76cmにおいて基盤層

を検出したが、遺構・遺物ともに確

認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-03 曽根東遺跡
調査日:平成15年 (2003年 )4月 10日

調査場所 :豊中市曽根西町1丁 目137-3

調査対象面積 :4513だ

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2と もに地表

下60cmにおいて基盤層を検出したが、

遣構・遺物ともに確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-04 曽根東遺跡
調査日 :平成15年 (2003年 )4月 10日

調査場所 :豊中市曽根西町1丁 目1372

調査対象面積 :8446ド

調査の方法 :重機によリトレンチ2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2と もに地表

下60clnにおいて基盤層を検出したが、

遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

第106図  トレンチ掘削状況

第108図  トレンチ掘削状況

第110図  トレンチ掘削状況

第112図  トレンチ掘削状況
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確認調査 (2003-05～ 12)

2003-05  岡町北遺跡

調査日:平成15年 (2003年 )4月 10日

調査場所 :豊中市岡町北 3丁 目31

調査対象面積 :9192ポ

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1で は地表下35cm

において土坑 1基 を検出した。 トレ
ンチ 2では、遺構・遺物ともに確認
されなかった。

調査後の処置 :掘削深度変更により、再

立会の上、着工を指示。

2003-06 桜井谷窯跡群

調査日:平成15年 (2003年 )4月 17日

調査場所 :豊中市上野西 3丁目61-14

調査対象面積 !8070だ

調査の方法 :重機によリトレンチ2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンテ 1・ 2と もに掘削

深度 (地表下160～ 170cm)内 におい

ては、遺構・遺物等は確認されなか

った。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-07 蛍池北遣跡

調査日 :平成15年 (2003年 )4月 24日

調査場所 :豊中市蛍池北町3丁目16-5

調査対象面積 :16685♂

調査の方法 :重機によリトレンテ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2と もに地表

下45cmに おいて基盤層を検出したが、

遺構・遺物ともに確認されなかった。

調査後の処置 【確認調査後、着工を指示。

2003-08 河ヽ曽根遺跡
調査日 :平成 15年 (2003年 )5月 9日

調査場所 :豊中市北条町 1丁目317-6

調査対象面積 :4725ぽ

調査の方法 :重機によリトレンチ 1か所

を掘削し、 トレンチ内を精査 した。
調査の概要 :掘削深度 (地表下140cm)

内においては、遺構・遺物 ともに確

認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2 /ス

第115図  トレンチ平面・断面図

ー第117図  トレンチ断面図
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第119図  トレンチ断面図
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第121図  トレンチ断面図

‐̈
崇第引4図  トレンチ掘削状況

第116図  トレンチ掘削状況

第118図  トレンチ掘削状況

第120図  トレンチ掘削状況
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2003-09 桜塚古墳群
調査日:平成15年 (2003年 )5月 29日

調査場所 :豊中市南桜塚 1丁目222-5

調査対象面積 :8985♂

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2と もに地表

下30cmに おいて基盤層を検出したが、

遺構・遺物ともに確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-10 本町遺跡

調査日 :平成15年 (2003年 )6月 12日

調査場所 :豊中市本町3丁 目64

調査対象面積 :116.32∬

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンテ内を精査した。
調査の概要 :ト レンテ 1・ 2と もに掘削

深度 (地表下100cm)内においては、
遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-11 曽根南遺跡

調査日 :平成15年 (2003年 )7月 3日

調査場所 :豊中市曽根南町2丁目1003-10

調査対象面積 :3566ぽ

調査の方法 !重機によリトレンチ 1か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :掘削深度 (地表下H4伽 )
内においては、遺構・遺物ともに確

認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-12 桜塚古墳群
調査日:平成15年 (2003年 )7月 10日

調査場所 :豊中市南桜塚 2丁目68の一部

調査対象面積 :5505♂

調査の方法 :重機によリトレンチ 1か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :地表下60～ 80clnにおいて基

盤層を検出したが、遺構・遺物とも

に確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

第Ⅶ章 確認調査の成果
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第123図  トレンチ断面図
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第122図  トレンチ掘削状況

第126図  トレンチ掘削状況
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確認調査 (2003-13～ 20)

2003-13 桜井谷窯跡群
調査日:平成15年 (2003年 )8月 7日

調査場所 !豊中市東豊中町3丁目1872

調査対象面積 :8542♂

調査の方法 :重機によリトレンチ2か所
を掘削し、 トレンテ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1では地表下80cm
で基盤層を検出、 トレンチ 2では地
表下130cmま で掘削したが、遺構・遺

物等確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-14 山 ノ上遺跡
調査日:平成15年 (2003年 )9月 4日

調査場所 :豊中市宝山町81-7,8

調査対象面積 :7533だ

調査の方法 :重機によリトレンチ2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2と もに地表
下20cmに おいて基盤層を検出したが、
遺構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-15 曽根南遺跡
調査日 :平成15年 (2003年 )9月 4日

調査場所 :豊中市春日町1丁 目9-1の 一部

調査対象面積 :4761ド

調査の方法 :重機によリトレンチ2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンテ 1・ 2と もに掘削

深度 (地表下50m)内 において、遺
構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-16 新免遺跡
調査日 :平成15年 (2003年 )9月 18日

調査場所 :豊中市末広町1丁 目64-1

調査対象面積 :15725♂

調査の方法 :重機によリトレンチ2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンテ 1・ 2と もに地表
下40cmま で掘削したものの、既存の

建物基礎による破壊が著 しく、遺

構・遺物等は確認されなかった。
調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。
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ー第131図  トレンチ断面図
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第130図  トレンチ掘削状況

第132図  トレンチ掘削状況

第136図  トレンチ掘削状況
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2003-17 鳥田遺跡
調査日 :平成15年 (2oo3年 )9月 26日

調査場所 :豊中市庄内栄町 1丁 目16の 一部

調査対象面積 :8053だ

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンテ内を精査した。
調査の概要 :ト レンテ 1・ 2と もに掘削

深度 (地表下150cm)内 において、遣
構・遺物等は確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-18 小曽根遺跡
調査日:平成15年 (2003年 )10月 9日

調査場所 :豊中市北条町 1丁 目31卜 1

調査対象面積 :5315♂

調査の方法 :重機によリトレンチ 1か所
を掘削し、 トレンチ内を精査 した。

調査の概要 :掘削深度 (地表下H Ocm)

内においては、遺構 造物ともに確
認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-19 新免宮山古墳群
調査日 :平成 15年 (2003年 )lo月 9日

調査場所 i豊中市本町 7丁 目36-1

調査対象面積 :4257ド

調査の方法 :重機によリトレンチ 1か所
を掘削し、 トレンチ内を精査 した。
調査の概要 i掘削深度 (地表下120cm)

内においては、遺構・遺物ともに確

認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003--20  少 路 遺 跡

調査日 :平成15年 (2003年 )10月 16日

調査場所 :豊中市春日町 1丁 目9-1の一部

調査対象面積 :842411a

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査 した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2でそれぞれ
地表下 3 cm・ 30c14に おいて基盤層を

検出したが、遺構・遺物 ともに確認

されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

第Ⅶ章 確認調査の成果
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第139図  トレンチ断面図
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第141図  トレンチ断面図
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第143図  トレンチ断面図
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第145図  トレンチ断面図

トレンチ掘削状況

第140図  トレンチ掘削状況

第142図

第144図  トレンチ掘削状況
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確認調査 (2003-21～ 24)

2003-21 原 田遺跡

調査日:平成15年 (2003年 )10月 16日

調査場所 :豊中市曽根西町4丁 目199の一部

調査対象面積 :6154♂

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンテ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 1・ 2と もに地表

下50cmに おいて褐灰色粘質土 (土器

含む)、 地表下60cmに おいて原田城

(北城)の内掘を検出した。
調査後の処置 :基礎掘削は盛土内に収ま

ることから再立会の上、着工を指示。

2003-22 柴原遺跡

調査日:平成15年 (2003年 )11月 12日

調査場所 :豊中市柴原町 2丁目37-5

調査対象面積 :筈.15ド

調査の方法 :重機によリトレンチユか所

を掘削し、トレンチ内を精査した。

調査の概要 :地表下170cmに おいて基盤

層を検出したが、遺構・遺物ともに

確認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-23 山 ノ上遺跡
調査日:平成15年 (2003年 )12月 18日

調査場所 :豊中市宝山町151の一部,151-2,3

調査対象面積 :77.84r

調査の方法 :重機によリトレンテ 1か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :掘削深度 (地表下210cm)

内においては、遺構・遺物ともに確

認されなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。

2003-24 桜塚古墳群

調査日:平成15年 (2003年 )12月 25日

調査場所 :豊中市南桜塚 3丁 目8-3

調査対象面積 :73,70∬

調査の方法 :重機によリトレンチ 2か所
を掘削し、 トレンチ内を精査した。
調査の概要 :ト レンチ 2において地表下
34cmで基盤層を検出したが、 トレン
チ 1と ともに遺構・遺物等は確認さ

れなかった。

調査後の処置 :確認調査後、着工を指示。
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第149図  トレンチ断面図
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第151図  トレンチ断面図
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ー第153図  トレンチ断面図

第146図  トレンチ掘削状況

第148図  トレンチ掘削状況

第152図  トレンチ掘削状況

-108-



4 図





【縄

=う

蔑 晏

図
版

１
　

庄

本
遺

跡
第

１
次

調
査

(1)1区全景 (北から)

(2)井戸 1断面 (4)区画溝 3遺物出土状況

軒
一
，通
……
剪

叩警 |

(3)井戸 2断面



図

版

２
　

庄

本

遺

跡

第

１
次

調

査

(1)上坑 6遺物出土状況

(2)土坑10断面

(3)土坑 8遺物出土状況 (4)土坑 8遺物出土状況 (部分 )



図

版

３

庄

本

遺

跡

第

１

次

一調

査

(1)土器集積遺構全景 (※遺構内外の河原石は礎石)

(2)土器集積遺構 (部分)



図
版

４
　

庄
本
遺

跡
第

１
次

調
査

(1)2区全景 (南から)

(2)水路 2断面



図

版

５
　

庄

本

遺

跡

第

１

次

調

査

生

甚
´鶴．一一
一

幾．．マｒ撃
▲

ｒ

．″
一

ヽ
一

(1)水路 1全景

物 物

(2)水路 1断面



イ・  ヽ,
f ttt

=:=馨「
、義五|

図

版

６

庄
本
遺

跡
第

１
次

調
査

一　
　
フ一
，
■ｒｉ

一ぬ

拳■戸

鞍

:霧

簑捨t l■
,:Ⅲミ

(1)水路 3遺物出土状況

(2)水路 3全景



図

版

フ
　

新

免

遺

跡

第

５６
次

調

査

(1)調査区西半部全景 (南から)

鞭
・　
・一す・・　
職

(2)調査区東半部全景 (南東から)



図

版

８

新

免

遺

跡

第

５６
次

調

査

(1)調査区南壁 断面 (東半部)

葺洋:

工手

輩

`|:〉

Ⅲ  Ⅲ

Ⅲ密 i

難翠 :ト

ド 1最
離
鞠

(2)竪穴住居 6 炉跡断面 (東から)



図

版

９

新

免

遺

跡

第

５７
次

調

査

盤
r
―̂ヤ ́'「

す
み鸞

(4)土坑 1-1断面

(1)調査区全景 (北から)

(2)調査区南部全景

(3)調査区南部遺構掘削状況 (5)土坑 1-3断面



図
版

１０
　

新

免
遺

跡
第

５７
次

調
査

(1)建物 1全景

(3)柱穴 2断面(2)柱穴 1断面



図

版

11

新

免

遺

跡

第

５８

次

調

査

辞   ~― 、嗅ァ ヽ

ヽ ゞ ・

`報呵日

'p!室

i警

=ず

寺 .ェ

綸
Ⅲ望挙'

章 I
1 ■
'1言
,

lilI=i

熱

芦エヤ　、一

工
●
≡
、　
　
ヽ

■
機ど

、

一・一一
学ヽ

|            ′    '

(2)溝 1検出状況 (北東から)


